
[image: ]


[image: ]




[image: ]






[image: ]





[image: ]




ROOM NO.1301 #6


お姉さまはストイック！





新井　輝















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　さっち


口絵デザイン　菊地博徳
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　あとがき








　プロローグ　旦だん那なさんは誰だれかに恋こいしてる







　絹きぬ川がわ蛍けい子こは相あい変かわらず……なんかでは本当になかった。


　お見合いをして、結けつ婚こんをして、名みよう字じも変わって、そして子供も産うんだ。


　それだけでなく、ずっと仲が悪わるいと思っていた相手と「友達」になっていたらしい。しかも一いつ緒しよに食事をしてて、今度、ラーメンを食べに行く約やく束そくまでした。


　そしてそれはどうも蛍子とその「友達」、桑くわ畑ばたけ綾あやの共通の知り合い、錦にしき織おりエリの仕し業わざであったらしい。でも蛍子にはそれをどうこう言う気はもうなかった。


　少なくとも、その時は──。





　　　　○





　蛍子と綾のデザートの時間を途と切ぎれさせたのは、電話の着ちやく信しん音おんだった。


「ん？」


　いかにも電話という感じの着信音。それは綾の持つ携けい帯たい電でん話わが響ひびかせているらしい。


「お前のじゃないのか？」


　なのに出ようとしないので蛍子はそれを指し摘てきする。綾はしばし残りのデザートを食べるかどうか迷まよった後、スカートのポケットからそれを取り出すと通話ボタンを押おす。


「もしもし、どなたですか？」


　綾の応対はかなり間まが抜ぬけていた。誰だれからの電話かなんて画が面めんに表示されているはずだろうにと蛍子は思う。まあ、知らない人間からの電話という可か能のう性せいもあるが、それなら切ってしまえばいいのだ。


「うん、錦織さんの言ったとおり、蛍子ちゃんが来てね、今、一緒にプリン食べてるところ」


　しかも綾の電話の相手は錦織エリだったらしい。それならやっぱり話す前にわかるんじゃないかと蛍子は思う。しかし今、ツッコミを入れるべきはそこではない。綾が本ほん格かく的てきに話し込むなら言わねばならないことがある。


「おい、桑畑。電話するなら席を外せ。他ほかの客に迷めい惑わくだろうが」


　蛍子の言葉に綾は少し考えた様よう子すを見せて、小さく二回うなずいた。


「あ、そうだね。うん。じゃあ、錦織さん、ちょっと待っててね。あと、蛍子ちゃんもちゃんと待っててね」


　そしてそんなことを言いながら店みせの外の方へと歩いていく。


「……見み張はってないと逃にげるとでも思ってるのか、あいつは？」


　蛍子は綾を見送りながら、さっきの彼女の言葉がどういう意味なのか考えてしまう。


　まあ、だまし討うちっぽいところはあった。最初のうちは逃げてしまいたいという気持ちもないでもなかったが、その辺はもう諦あきらめがついている。だからいまさら、待ってろなんて言われても逆ぎやくに違い和わ感かんを覚えてしまう。


「もしかしてあいつは一度電話を始めるとずっと話してるとか？」


　そういえば、以前、綾の家に行った時に彼女の母親から綾が変な時じ間かん感かん覚かくで生きてるみたいなことを聞いた気がする。ずっと起きてるかと思うと、ずっと寝ねてみたりとか。そんな綾だから電話もずっとしてたりとかするのかもしれない……。


「んなわけないか」


　綾がたとえそうだったとしても、相手はあの錦織エリだ。いくつものプロジェクトを抱かかえ、多た忙ぼうを極きわめてるはずの彼女が綾と何時間も電話しているとは考えにくい。嫌いや味みなほど段取りがいいエリのことだ。綾が電話を長なが引びかせるようなことをしても、うまいこと切り上げる。エリはそういう人間のはずだ。


　だから気にするべきは綾ではなく自分の方だったらしい。


「お一人ですか、お嬢じようさん？」


　そんな風に話しかけられて、蛍子は我われに返かえった。まさかこんなタイミングで見知らぬ人間から話しかけられようとは……と思ったがそれすらもまだ認にん識しきが甘あまかったらしい。


「……なんの冗じよう談だんだ、圭けい一いち郎ろう」


　だが蛍子は呆あきれるしか出来なかった。声の主は蛍子の夫おつと、荊いばら木き圭一郎だったのだ。その彼がにっこりと笑いながら蛍子の方を見ている。それはもう冗談としか思えない状じよう況きようだった。


「冗談なんかじゃないですよ、蛍子さん」


　そういいながらも圭一郎はやはり笑っていた。若わかいのにやり手なんて言われている男だが、顔を見ると本当に若い。年も若いが童どう顔がんなのだろう。服ふく装そうがピシッとしたスーツでなければ、きっと大学生か何かと間ま違ちがえられる。そんな顔つきだ。


「冗談じゃなければ、なんなんだ、さっきのは？」


「まあ、気の利きいた会話の出だしだと思ってくださいよ。そんなに怒おこらないでください。これでも三日くらい準じゆん備びしてたんですから」


「だから、それが冗談だろうって言ってるんだ」


「本当なんですって、蛍子さん」


　そういいながら、圭一郎は席に座すわる。綾の席の隣となり。空あいていた場所だが、綾が戻もどってくることを考えるとそこに座るのもどうなのかと思う。


「座るならこっちの方がいいんじゃないのか？」


　蛍子はそう言って自分の隣の席を指す。しかし圭一郎は別に座りなおす気はないらしい。


「彼女が戻ってくる前にいなくなるので大だい丈じよう夫ぶですよ」


「ならいいけどな……」


　蛍子はこっちの言わんとすることを理り解かいしてる様子の圭一郎にそう言いかけたが、そこになんとなく違和感を覚える。


「どうしたんですか、蛍子さん？」


　それに気づいたらしく、圭一郎が尋たずねてきた。


「いや、なんか変だと思ってな」


「変？　どの辺あたりが？　私には心当たりがありすぎて、ちょっとわかりませんけど」


「心当たりがありすぎるのか、お前は……」


　蛍子はそれも圭一郎の冗談なのだろうと思うが、彼の笑う顔を見るうちにひょっとしなくてもただの事実なんじゃないかと気づく。


「もしかして今日きようのことはお前の仕し業わざか？」


「お前と来ましたか。僕ぼくと蛍子さんは夫ふう婦ふなんですから、そんな他た人にんみたいな呼び方はよしましょうよ。いつものように『あ・な・た☆』と呼んでくれませんか？」


「いつから私は圭一郎のことをそんな風に呼ぶようになったんだ？」


「……いつからでしたっけね？　蛍子さんは覚おぼえてます？」


　圭一郎はとぼけていたが、本人だってわかっている。普ふ段だんは蛍子は彼のことを「圭一郎」と呼び捨てにしてる。それを圭一郎はとがめたことはないし、そうであることは十分に承しよう知ちしているはずだ。


「というか、外では私のことは蛍子と呼ぶんじゃなかったのか？」


　そして蛍子は圭一郎の自分への呼び方がおかしいということに気づく。


「まあ、いいじゃないですか。他に誰だれがいるわけでもなし」


「それはそうだけどな」


「それにもしそうなら、君は僕のことをやはり『あ・な・た☆』と呼ぶべきということになるわけなんですけどね」


「……ま、そうだな」


　蛍子はなんだか気づくとまた丸め込まれていた。エリもそうだが、圭一郎と話をしていると向こうの思おも惑わく通りに運ばれてしまう。そもそも呼び方の話ではなく、今日のことと圭一郎の関係を問いただすつもりだったはずだ。


「で、話を戻すが、やっぱりお前の仕業なのか？」


「だから『あ・な・た☆』と……」


「圭一郎！」


　まだとぼけようとするので、蛍子は圭一郎を睨にらみつける。その視し線せんに圭一郎はひるんだわけではないのだろうが真ま面じ目めに話す気になったらしい。


「はい。僕の仕業です」


「……私はてっきり錦織の仕業だと思ってたんだけどな」


「まあ、それも半分は当たりですよ。ちょうど僕とエリさんの利り害がいが一いつ致ちしたというか、僕は蛍子さんと桑畑さんを会わせられないものかと考えていて、向こうは桑畑さんと蛍子さんを会わせようとしていた。そこで二人は手を組くんだ。そういうことです」


「……そういうことか」


　意外にもなんのひねりもない返へん答とうだったが圭一郎がこうやって素す直なおに話す時は実はまだ何かを隠かくしている時だと蛍子は経けい験けん的てきに知っていた。


「ちなみにお義か母あさんもグルです」


　そして圭一郎は聞かれてもいないのに、その隠し事を口にする。


「は？」


「作戦をより完かん璧ぺきなものにするためにお義母さんに協力してもらいました」


「……そうだったのか」


　そういえば、ここに来ることになった直接の原因は母親に行くように勧すすめられたからだ。それが実は圭一郎にそそのかされての行動だったとは……。


「僕が言うと拒きよ否ひされるだろうと思って、確かく実じつな相手を探さがしてみました」


「お前なあ……」


「でも来てよかったと思いましたよね？」


「お前が出てくるまではそう思ってた」


「ということは詰つめが甘あまかったと……」


「そんな話をしてるんじゃない。なんでお前はそうやって勝手にことを進めるんだと怒おこってるんだよ」


　蛍子はやはりどこまで本気かわからない圭一郎の顔をじっと睨にらむ。


「そうは言われても正直に話したらここには来なかったでしょう、蛍子さんは？」


「気の利きく人間なら、その場合は、そもそも話さないという結けつ論ろんになるはずだけどな」


「その結論では蛍子さんと桑畑さんが会わないことになるので却きやつ下かです」


「だからって私の意い志しを無む視しするな」


「無視なんてしてませんよ。現に蛍子さんは桑畑さんに会えて良かったと思ったはずです。蛍子さんに確かく認にんを求めなかっただけです。意志はむしろ尊そん重ちようしてます」


「……だったらこれからは確認してくれ」


「確認した方がよさそうなら、そうしますよ」


　圭一郎は口調は穏おだやかだが、蛍子にとってはかなり強きよう烈れつな発言をする。


「なんでもお見通しとでも言いたいわけか？」


「まあ、なんでもというわけじゃないですけどね。蛍子さんが口で言うほど僕のことを嫌きらってないことくらいは知ってますよ」


　そして普段はふざけてるくせに、突とつ然ぜん、真面目な顔でそんなことを言い始める。


「……お、お前なあ」


「ま、そういう素直じゃない蛍子さんが気に入ってるので、無む理りして素直になってくれなくていいですから」


「……別にお前のために素直じゃなく生きてるわけじゃない」


「わかってますよ、そんなこと」


　圭一郎はそういうと真面目な顔のままで顔の前で手を組んだ。


「それで本題なんですけどね、蛍子さん」


「なんだ、改あらたまって」


「今日のことは僕としてはご褒ほう美びのつもりでやりました。エリさんの方は桑畑さんのワガママを聞いただけみたいですけどね」


「錦織の方の事情は桑畑から聞いたが。なんなんだ、そのお前の言うご褒美ってのは？」


「蛍子さんが立りつ派ぱに芸げい術じゆつ家かの妻つまを演えんじてくれたので、それに報むくいることができないかなと思ってということですよ」


「そんなことする必要もないだろ。こっちはこっちでメリットがあるからやってることだ」


「まあ、それはそうなんですけど、充分以上にやってくれてるので、まあボーナスみたいなものです」


「……そうか」


　蛍子はそんな圭一郎の言げん動どうがなんだかひどく意い外がいな気がした。圭一郎がそんな風に自分のことを気き遣づかってるとは知らなかった。二人の関係は互たがいが必要な時にその役やく割わりを演じるという以上のことではないと思っていたからだ。


「正直言うとけっこう悩なやみました。蛍子さんは屈くつ折せつしたところが魅み力りよく的てきだし、創そう作さくの原げん動どう力りよくもその辺にあるんじゃないかと思っていたので」


「……随ずい分ぶんな評ひよう価かだな、オイ」


「まあ、それが全すべてとは思ってないですけど、けっこう重要な部分かな、と」


「そうだとしてなんだって言うんだ？」


「だから桑畑さんと仲良くなってしまったら、今までのようにはもう絵を描かけなくなってしまうんじゃないかなと」


「そうすると芸術家の妻として役に立たなくなるって？」


「ま、そうとってくれてもいいですけど、僕としてはですね、蛍子さん」


「なんだ」


「どっちの方が蛍子さんにとって幸しあわせなのかなと悩んだんです」


「……そうか」


　また随分と意外なことを言い出したなと蛍子は思うしかなかった。まさか今回の綾との出会いの裏うらにそんなことがあったとは……。


「というかだな、圭一郎？」


「はい？」


「そういうことなら、勝手に話を進めるな。私にとってどっちが幸せかなんて──」


　蛍子がそこまで言いかけたところで、圭一郎が上うわ書がきするように口を挟はさんできた。


「蛍子さんにしかわかりませんよね」


「わかってるなら、どうしてこういう勝手なことをするんだ？」


「だから、それは蛍子さんが素直じゃないからと言ってるじゃないですか」


　圭一郎はそう言いながら、今回は笑ってはいなかった。真面目な顔で少し目を伏ふせて言葉を続ける。


「考えてもわかることじゃない。でも蛍子さんに相談するわけにもいかない。だから何もしない方がいいのかと思ってたわけですよ。蛍子さんだって僕がそんなことをしようと思ってるなんて考えたこともなかったでしょうしね。それをやめたところで、別に何か変わるわけじゃない。でも、そろそろ理解し合える時じ期きじゃないかなと思ったんです。二人とも仲良くしたいと思ってるのだから、仲良くするべきなんです」


「……まあ、その辺は感かん謝しやしてる」


　蛍子も圭一郎の口く調ちように釣つられてか真面目な気持ちになってガラにもないことを口にする。


「でも余よ計けいなお世話だったかもしれないですね。そうなるべきなら私がどうこうするまでもなく、そうなってたはずですから」


「それは、まあ、そうかもな」


「実じつ際さい、エリさんから二人を会わせようと言われたわけですから……悩なやみ損ぞんだったですね」


「まったくだな」


　蛍子は言葉とは逆ぎやくにそうでもないだろうと感じていた。まあ錦織のことだから自分だけでもなんとかしたかもしれない。でも、だからって圭一郎の気持ちが否ひ定ていされるわけではないと思う。きっと圭一郎が考え、そうしようと思ったからこそ、こうなったのだ。


「というか、らしくないぞ、圭一郎」


「まあ、その自じ覚かくはありますよ」


「何かあったのか？」


「こっちは特に何も。でも蛍子さんの方ではいろいろあった。ですよね？」


「いろいろって言っても……桑くわ畑ばたけに会ったくらいだろ」


　蛍子はそう言いながらも、それはけっこう自分にとって重じゆう要ようなことだっただろうなと思う。圭一郎の言葉を素直に認みとめるのは嫌いやだが、綾への屈くつ折せつした気持ちというのは自分にとってけっこう大だい事じな部分だったような気もする。


　綾に負けたくない。そう思って自分を奮ふるい立たたせたことは何度あったかわからない。


「奇き妙みような縁えんで蛍子さんとは夫ふう婦ふになったわけですけど、それで本当にいいのかなと思うようになったわけです」


　そして圭一郎がそんなことを蛍子に告つげる。


「らしくないな、本当」


「自分でもそう思います」


　圭一郎は素す直なおにそう答える。


「やっぱり何かあったんだろう？」


「特にはこれという事件はなかったんですけどね。でも大きな心の変化みたいなのはあったかもしれません」


「ほう」


「時というのはこんなにも人の気持ちというのを変えてしまうものなんだなあと思わずにはいられませんね。もう少し僕は自分のことをちゃんと制せい御ぎよできてると思ってたんですが」


「で、その心の変化ってのはなんなんだ？」


「……これだけ言ってもわかりませんか」


「さっぱりだ」


「もしかしてわざと言ってませんか、蛍子さん？」


「本当に全然わかってないから聞いてる」


「そうですか」


　圭一郎はそう言いながら少し考えた様子を見せる。そして大げさに息いきを吸すい込こんだ。


「蛍子さんとの約束を守りきれる自信がなくなってきたということです」


「約束？　お前と約束なんかしてたか？」


「……してたと思いますけど」


　圭一郎はアメリカ人がするようなわざとらしい呆あきれたポーズを取った。


「お前との約束と言ったら……お互いに夫ふう婦ふを演じるってことくらいだろう」


「だからそれが無む理りかもしれないと言ってるんですけど」


「……そんなに私が嫌なのか？」


「そうは言ってないでしょう？　蛍子さん、ちゃんと聞いてくださいね」


　圭一郎は蛍子の顔をじっと覗のぞき込んでくる。


「なんだ？」


「僕は蛍子さんのことを好きになってしまったかもしれないと言ってるんです」


　そんな圭一郎の言葉を蛍子は数秒間理解できなかった。言葉は確たしかに聞こえたが、そんなことはありえないとずっと思い込んでいたことだったからだ。


「……まあ、いいんじゃないか」


　そして蛍子はしばらく考えて、そう返事をした。


「らしくもない、適てき当とうな返事ですね」


「お前のおよそありえない発言よりはずっとマシだ」


「そんな風に言われると中々に精せい神しんに傷きずを負ってしまいそうです、蛍子さん」


「というかお前、その……ホモじゃなかったのか？」


「そんなこと僕、言いましたっけ？」


「いや、直接は言ってないが……確か……」


　何かそうだと思うようなことを言ったはずだと蛍子は記き憶おくを辿たどる。


「言ってませんよ」


　だが圭一郎はそれを制せいして、蛍子の発言が間ま違ちがいだと指し摘てきする。


「いや、言ったはずだ」


「僕が言ったのは、蛍子さんを含ふくめ、女性には興きよう味みが持てそうにないってことです」


「それは明らかに……ホモってことだろ？」


「まあ、そう思ってるんじゃないかなあとは気づいてましたけど」


「でも否定しなかったのは、そうだってことじゃないのか？」


「改めて真しん相そうを話す決心がつかなかっただけですよ、蛍子さん」


「……真相ねえ」


「蛍子さんは僕を誤ご解かいしている」


「まあ、さっきまでホモだと思ってたくらいだからな。でも違ったわけだ」


「僕は蛍子さんが考えてるより、ずっとセンシティブですよ」


「自分で言うな、自分でっ！　そういうこと言い出すから真ま面じ目めに聞く気がなくなるんだろうが……」
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「でも、本当なんです。僕がホモじゃないということでちゃんと考えてください」


「……ホモでもないのになんで女性に興味が持てないって言ったのかってことか？」


　しかしそんな理由はすぐには浮うかばなかった。長なが年ねん、ホモだと思ってたし、それで不ふ都つ合ごうがなかったのだから別の答えなんて考えたこともなかった。


「そういや、お前、好きな人がいるって言ってたな」


　で、結局、答えは浮かばず、一いつ緒しよに聞いたその言葉を思い出す。


「ええ」


「自分には好きな人がいるから、私も好きにすればいいって」


「言いましたよ」


「ってことは、やっぱりホモなんだろ？」


「……だから違いますって。なんでその結けつ論ろんしかないんですか、蛍子さん？」


「だって女に興味がなくて、好きな人がいるんだろ？」


「それはそうですね」


「で、そいつとは会ったこともないけど、お前は散さん々ざん浮うわ気きしてんだろうが。それはやっぱりホモだと思うぞ、誰だって」


　まあ、別に浮気してようが知ったことではないという気もする。しかしホモじゃないとすると少し今までとはその印象も変わった気がした。


「……浮気というんですかね？」


　そしてそのせいなのか、圭一郎はさっきまでとは別の論ろん点てんで尋たずねてくる。


「妻つま以外の女と関係を持てば、それは浮気だろうよ」


「僕はずっと好すきだっただけですよ。浮気とか言われるような関係なんて持ってませんよ。少なくとも蛍子さんと出会ってからはね」


「……なんだ、それ」


　圭一郎の言葉はいつになく統とう一いつされてる。それは感じるのに、一体、なんのことか蛍子には理解が出来なかった。


「もうこの世にいない人なんですよ。僕が好きな人は」


　それで圭一郎は観かん念ねんしたようにその想おもいを口にした。そして苦にが笑わらいを浮かべる。


「もう死んでるってことか？」


「ええ。もう十年くらい前のことですけど」


「……十年ねえ」


　だとしたら随ずい分ぶんと前の話だ。圭一郎が高校生かそれくらいの頃ころということだ。


「その間、僕は墓はか参まいりにすら行けてないんですよ。その人が死んだと認めたくなくてね」


「らしくないな、本当」


「でも、本当の話なんです、蛍子さん」


　圭一郎はまた大きく息を吸い込んだ。


「もう二度と人を好きになることなんてないだろう。そう思ってたんです」


「でもその自信がぐらついて来たって？」


「ええ。恥はずかしながら」


　真しん剣けんな瞳ひとみで圭一郎にそんなことを言われると、蛍子もなんだか照てれてしまう。


「恥ずかしいね、実に」


「まったくです」


「でも、まあいいんじゃないのか」


「また、適当なことを」


　圭一郎は苦笑いを浮かべる。でも蛍子は別に適当なことを言ってるつもりはなかった。


「別に旦だん那なが妻を好きで困こまる必要はないだろうよ」


「……そう言われてみればそうです」


「だから自分のことを愛してくれとか言われても困るが、私を好きになるのは自由だろ」


　蛍子はそんな自分の考えを言い切ると、圭一郎の顔を改あらためて見た。彼は固かたまっていたみたいだが、しばらくするとおかしそうに笑い始める。


「……なんだ、その笑いは？」


　その笑いの意味がわからず、蛍子は不ふ愉ゆ快かいな気分で尋ね返す。


「ずっと悩んでた自分が馬ば鹿かだと思ったということです」


「そしてそんな風に思わせた私も馬鹿だってか？」


「いえ。蛍子さんみたいな聡そう明めいな方が妻で本当に助かったと思ってますよ」


「……だから、そういうことを言うから、お前は」


「本気ですよ。理由はどうあれ、蛍子さんと結けつ婚こんできて良かったと思ってます」


「……そうか、ま、私もお前とは理由が違うがそう思ってる」


　実際、感かん謝しやはしている。圭一郎と結婚しなかったら、絹きぬ川がわ家けはいまだに修しゆ羅ら場ばだったかもしれない。圭一郎はそんなことをしたことすら気づいてないかもしれないが、蛍子と蛍子の母が救すくわれたのは間違いなく圭一郎のおかげだったのだ。


「じゃあ、一つお願いしてもいいですか？」


　そして圭一郎が改まってそんなことを尋たずねてくる。


「……変なことじゃなければな」


「変な気はします」


「とりあえず、言ってみろ。聞くくらいはしてやる」


「一いつ緒しよに墓はか参まいりに行きませんか？」


「お前の好きだった人のか？」


「ええ。もう逃にげてるのも終わりにしないといけないと思いますし、それより何より、蛍子さんを紹しよう介かいしたいんですよ」


「……他ほかの女に紹介されてもな」


「ダメですか？」


「いいよ。その代わり、こっちにも条じよう件けんがある」


「なんですか？」


「泣くなよ」


「……なかなか厳きびしいですね、蛍子さんは」


　圭一郎はそう言いながら、嬉うれしそうな顔をする。


「なんでそこでそんな顔になるんだよ、お前は」


「蛍子さんが素す敵てきな女性だからでしょう」


　圭一郎はそういうと蛍子が面めん食くらった隙すきに席を立つ。


「帰るのか？」


「はい。いつまでも蛍子さんの楽しい時間をお邪じや魔まするわけにもいきませんしね」


「まあ、邪魔は邪魔だが、桑畑に会うくらいはしてったらどうだ？」


「やめておきます。桑畑さんとは縁えんがないんで無む理りだと思いますし」


「縁がないって……このまま待ってればじきに帰ってくるだろ」


「ところがそうじゃないんですよ、蛍子さん」


　圭一郎はそんなおかしなことを妙みように寂さびしげな口く調ちようで告つげた。


「……そうなのか？」


　だから蛍子はそれを真まに受うけてしまう。そうしなければいけない気がしたのだ。


「会いたくても絶対に会えない人っていうのがこの世界にはいるんです」


「……そうとは思えないけどな」


　死んでしまった人ならともかく、すぐそこにいる人に対してなんでそこまで圭一郎が思い込んでいるのか。それは蛍子にはわからなかった。でも圭一郎が冗じよう談だんでそれを言ってるわけじゃないのは肌はだで感じる。


「まあ、縁えんがあれば嫌いやでも出会いますから、桑畑さんとはそのつもりでいますよ」


　だが結局、圭一郎はそのわけを言おうとは思わなかったようだった。


「ま、そうだな」


　そして蛍子は今はそれを聞くまいと思う。それはきっと圭一郎が好きだった人と過すごした日ひ日びに関することなのだ。


「だから蛍子さんは会える人に無理に会わないとかしなくていいんですよ」


　なのに圭一郎は変なことを言い始める。


「……なんの話だ？」


「自分の胸むねに聞いてください。それでは、蛍子さん」


　そして蛍子の驚おどろきなどかまわず、圭一郎は去っていった。


「じゃあな、圭一郎」


　そしてそんな圭一郎を見送りながら、本当、なんてヤツだと蛍子は心の中で思う。


　勝手に人の悩なやみを解決する企たくらみをするかと思えば、自分の悩み一つ解決できず。でもやっぱり油ゆ断だんのならない人間でもある。


　それが自分の旦だん那なだと思うと本当になんで結けつ婚こんしたんだろうと思うしかない。


「どうかしたの、蛍子ちゃん？」


　そして本当に入いれ替かわりで綾あやが戻ってきた。こんなことなら、もう少し引き止めておけばよかったと蛍子は思う。


「いや、さっきまで旦那がそこにいた」


「え？　蛍子ちゃんの旦那さんが？　どこどこ？」


「もう消えた」


「そうなの？　でも、まあ、いいや。蛍子ちゃんじゃなくて、蛍子ちゃんの旦那さんだし」


「……お前もいい加か減げん、適てき当とうだな」


「え？　だって知らない人だし」


「それでも私の旦那だ」


「でも、それって知らない人だよね？」


「まあ、お前にとってはそうだけどなあ」


　しかしもう少し話題として食いついてもいいんじゃないかと思う。そもそもなんでいたのかとか気にならないんだろうか。そんなことを思ったが、やっぱり気にならないんだろうなと理解した。綾はそういう人間なのだ。


「あ、そういえばさ」


「なんだ？」


「ラーメンのこと聞いてくれた？」


「……忘れた」


「それって本当は行きたくないってこと？　社しや交こう辞じ令れいってヤツなのかな？」


「本当に忘れてたんだよ。私もあいつがいきなり現あらわれるとは思ってなかったし」


「じゃあ家に帰ったら聞いてよ？」


　綾に言われて蛍子はそのことを考えるが、少しして別の結論に達たつした。


「……聞かなくてもいいだろ」


「いいの？」


「行けばいいって言ってくれると思う」


「ふーん」


　綾はそう言いながら何事か考え始めたようだった。


「なんだ？」


「いや、蛍子ちゃんの旦那さんっていい人なんだって思って」


「……どうかな。いい人ってのは違うと思うぞ」


「そうなの？　だって錦にしき織おりさんが言ってたよ」


「……何を？」


　蛍子は錦織の名前が出てきたことに嫌いやな予感がした。


「今日のこと最初に言い出したのは蛍子ちゃんの旦那さんなんだって。だから蛍子ちゃんに会えて嬉しかったら、ちゃんと感謝しなさいって」


「……あの野郎」


　話がちょっと違う。蛍子はそう思うが綾はそんなことどうでもいいみたいだった。


「でさ、私、嬉しいからさ、感かん謝しやしたいなって思う」


「そっか。お前はいいヤツだな。あいつに会ったらその辺へんを学ぶように言ってやってくれ」


「その辺にいるんだよね？」


「ああ、そのはずだけどな」


「だったら呼び出せないの？　携けい帯たいとかで」


「……ああ」


　蛍子はなんでそんな簡かん単たんなことに気づかなかったんだろうと思う。それで自分の携帯を取り出してダイアルをする。荊木圭一郎の番号を。


「あれ？」


　しかし綾の携帯が鳴り始めた。さっきと同じいかにも電話っぽい、ジリリンという音だ。間違いない。


「あれ？　また錦織さんみたい。ちょっと話して来るね」


　そして綾は圭一郎が蛍子の電話に出る前に、また店を出て行ってしまう。


「……なるほど」


　ただの偶ぐう然ぜんかもしれない。それでも圭一郎の言葉を信じるのには十分な出来事だった。


「会いたくても絶対に会えない人っていうのがこの世界にはいるんです──か」


　だから圭一郎は会えるなら会いたい人間に会えばいいと言った。蛍子にとってそれはそんなに単純に考えられることではなかったけど、そう言ってもらえたことはやはり嬉しかった。


「許してやるさ、少しの噓うそくらいな」


　蛍子はそして圭一郎のことをずっと誤ご解かいしていたなと改あらためて思う。でもそれは圭一郎の前で話してたこととは違い、彼の性格に対することだった。


「素直じゃないのはお前の方だろうが、まったく」


　蛍子は自分で言いながらいい勝しよう負ぶかもしれないと感じて笑ってしまう。そしてそんな二人だから『夫婦』になったのだろうなと思った。






　第十一話　佳か奈なちゃんは孤こ軍ぐん奮ふん闘とう







「ね、一いつ緒しよにお弁べん当とう食べない？」


　そんな佳か奈なの誘さそいの言葉に健けん一いちはやっと確かく信しんした。


　やっぱりおかしい──と。


　思い起こせば朝から変だった。普ふ段だんは会わないはずの窪くぼ塚づか姉し妹まいに登校中に会った。以前、会ったのは夏休みが間に入ってたとは言え、もう二か月以上前のことだ。基本的に登校時間が違ちがう佳奈や日ひ奈なに会ったこと自体、何かがおかしかったのだ。


　そしてその後もおかしかった。空あいた時間ができる度たびに、佳奈が話しかけてきたのだ。それも別にたいした用があるわけでもない。今までは誤ご解かいから憎にくまれていたこともあって、普通に話せるまでになったのかと嬉うれしくも思ったが、ここまで来ると逆ぎやくに不安になってくる。


　別に佳奈のことは嫌きらいじゃないし、一緒にご飯を食べるのもいいのだが……健一の学校での昼食と言えば、それは千ち夜や子この手作り弁当であり、ツバメがなぜかいるということを除のぞけばそれはきっと彼氏・彼女の世界での出で来き事ごとなのだ。


　だから佳奈がそれを承しよう知ちで入ってくるというのは、やはりおかしい気がしてしまう。


「……ダメかな？」


　でも佳奈は健一の返事に不安はあっても自分の行動には疑ぎ問もんは持っていないようだった。


　クラスでも健一と千夜子が付き合ってるというのはよく知られていた。同じクラスの佳奈が健一たちに興きよう味みがなかったとしても聞いたことがないということはあるまい。


「ど、どうですかね？　僕ぼく、一人で決められることじゃないですし」


　健一は佳奈が何を考えているのか測はかりかねて、とりあえずそう答えて、他ほかの二人の方を見る。不ふ機き嫌げんそうなツバメ、そして不ふ思し議ぎそうな顔をした千夜子がいた。


「どうします？」


　こういう時はスパッと断ことわった方がいいのだろうかとも思う。でもツバメがいつも一緒にいるのだし、二人きりの時間というわけでもない。そう考えるとその決心もつかない。


「どうしますって言われてもねえ」


　ツバメは自分が決めることではないと思ったのか、そうつぶやいて千夜子の方を見る。


「……私？」


　それで千夜子はどうやら自分が判はん断だんする役やく目めだと気づいたらしい。


「ま、私があれこれ言うのは違ちがうと思うし、絹きぬ川がわは困こまってるみたいだし」


「えっと……いいんじゃないでしょうか」


　千夜子はしばらく考えて、佳奈の提てい案あんを受け入れたようだった。それにツバメは驚おどろいたような顔をする。


「それで、いいわけ？」


「うん。佳奈さんとは仲なか良よくしたいって思ってるし、もう恥はずかしくないですから、佳奈さんが一緒に食べたいということであればいいと思います」


　千夜子はまだ不ふ満まんそうな顔をしているツバメから佳奈に視し線せんを移うつして、それから歓かん迎げいの意味なのか笑顔を浮うかべる。


「ありがと」


　なのに今度は佳奈が不ふ機き嫌げんになったみたいだった。短く答えて、怒おこったような顔をする。


「……なんか変なことを言いました？」


　千夜子はそれで不安になったらしい。


「私と食事をするのは少し前は恥ずかしいことみたいだったから」


「え？　違ちがいます！　違いますよ！　恥ずかしいのはお弁当の出で来きが悪かったからで、佳奈さんがってことじゃないです」


「そう……ならいいんだけど」


　佳奈はそれで少しまた機嫌が良くなったのだが、すぐに難むずかしい顔をして黙だまり込こむ。


「まだ、何か……あったんでしょうか？」


「え？　いや、そうじゃなくて、絹川君たちが教室の外に食べに行くのって、大おお海うみさんがお弁当を作ってたからなんだなって」


「……ダメですか？」


「ダメじゃないけど……私も絹川君に食べてもらおうと思って作ったお弁当を持ってるから、どうしようかなって」


「え？」


　千夜子は佳奈の言葉に固かたまったようだった。健一は様子を見ていただけで、少し冷れい静せいではあったが、それでも自分の耳を疑うたがう。


「……また何かしたんじゃないでしょうね？」


　でもツバメが不機嫌そうにこっちを睨にらんできたので、やはり聞いたとおりだったらしい。


「あ、違うのよ？　私が作ったんじゃないから」


　そんな状じよう況きようの中で佳奈がなんだか微び妙みようにずれたことを言い始める。


「だったら誰が作ったんですか？」


　でも千夜子はそれに律りち儀ぎに尋たずねる。それに待ってましたという感じに笑顔を浮かべて、佳奈が健一の方を見た。


「日奈がね、絹川君に食べて欲ほしいって今け朝さ作ったの」


　そして佳奈は少し大き目のお弁当らしき包つつみを取り出して健一に渡わたす。


「……そういうことなら食べた方がいいですよね」


　健一はそれを思わず受け取ってしまい、本当におかしな状況だと思う。


「うん。お父さんのお弁当箱だから少し量りようが多いかもしれないけど」


　でも佳奈はやっぱり疑ぎ問もんを感じてはいないようだった。


「お父さんのですか」


「味は間違いなく美お味いしいから。私と違って、日奈は料理上じよう手ずなのよ」


「そうだったんですか……」


　健一は佳奈の言葉になんとなく違い和わ感かんを覚おぼえる。


　料理と日奈というのがなんとなくつながらなかった。まあ、日奈と話したことなんて数えるほどしかないし、そういうことを聞いたことがなかっただけかもしれない。でも日奈が料理が上手というのはどうにもイメージとかみ合わない。


「あ、疑ってるわね？」


「いや、そういうわけじゃあないんですけど」


「じゃあ、どういうことなの？」


「日奈さんが料理が得とく意いってイメージがなかったから、ああそうだったんだって思ってただけです」


「そうなの？　日奈っていかにも女の子って感じのイメージでしょ？」


「……言われてみるとそうですよね」


　でも健一にとっての日奈は、謎なぞのミュージシャンのシーナのことなので「いかにも女の子」と言われても納なつ得とくしかねる。


「ま、食べてみればわかるわよ。本当に美味しいんだから」


「そうですね」


　そうは言いつつも、それでいいんだろうかと思う。まあ四人で食べるなら全部を一人で食べる必要はないんだろうが、なんとも千夜子に申もうし訳わけがない状じよう況きようになってきた。でも佳奈はやっぱりそんなことは気にしてないらしい。


「でも、そう思ってなかったなら、きっと見み直なおすんじゃないかな──」


　佳奈は千夜子やツバメの方を少しも向くことなく、健一だけを見て続けた。


「日奈がすごく女の子らしいって」





「……美味しいですね、本当」


　佳奈の言葉はただの思い込みとは言い切れなかった。


　そのお弁当の味はかなりのものだったのだ。事じ実じつ、何か文もん句くを言ってやろうという顔をしたツバメを黙だまらせ、そして千夜子に自分の弁当を出すのをためらわせるだけの効こう果かはあった。


「でしょ？　でしょ？」


　そしてそれを確かく認にんすると佳奈は本当に嬉うれしそうな顔をする。まるで自分のことのように喜よろこんでいる。


「でも、まあ、絹きぬ川がわの方が上手なんじゃないの」


　それが気に入らなかったのかツバメがそんなことを言い始める。


「え？　どういうこと？」


　佳奈はその意い味みがわからず、でもツバメじゃなく健一の方に尋たずねる。


「いや……僕は家では料理の担たん当とうだったので、少し料理ができるってだけです」


「へえ、絹川君って料理得とく意いだったんだ」


「まあ、得意って言うほどでもないですけど」


　必要に迫せまられたからやってただけで上じよう手ずかどうかというとよくわからないところもある。


「でも、このお弁当より美味しいって鍵かぎ原はらさんは言うわけでしょ？　ってことはかなりのものってことだと思うんだけどな」


　そう言いながら、佳奈はかなり機嫌がよさそうだった。ツバメの物言いに腹はらを立てているわけではないらしい。


「鍵原はなんでも大げさなんですよ」


　そのせいかなんだか照てれくさく、健一はそんな言葉を口にする。


「それはそうかも」


　でも佳奈はそんな健一ににこやかに同どう意いする。


「……なによ。せっかく褒ほめてあげたのに、なんでそこで二人して私が悪いみたいな話になってるわけ？」


　それにツバメが不ふ満まんを口にするが、逆になんだか健一はツバメや千夜子と距きよ離りを感じてしまう。今、敵てきと味方で線引きすれば、きっと健一と一緒のグループに入るのは佳奈だろう。そんな気がしてしまう。


　もちろん、佳奈とはそんなに仲がいいわけではないのだが、距離感ということに限かぎると今日の佳奈はかなり近くにいると思わせるものがあった。


「でも本当、健一さんは料理上手なんですよ」


　そんな状況で千夜子が口にしたのは、ある意味ではツバメと同じことだった。そして健一にとってはもう終わった話という気がした。


「もう、いいじゃないですか、その話は」


　だから健一はあっさり流そうとするが、どうも逆に千夜子を刺し激げきしてしまったらしい。


「でも……本当上手だし、私なんかよりずっとずっと……」


「でも、だったらなんで大海さんの方がお弁べん当とう作ってるの？」


　そしてそこに佳奈がもっともらしい疑ぎ問もんをもって割わって入ってくる。


「……やっぱり変ですよね」


　それに千夜子は返かえす言葉を持っていなかったらしい。申もうし訳わけなさそうに自分の始めたことをそう語る。


「別に変とかじゃなく……料理が得意な人が作った方が美味しいと思うんだけど」


「……私もそう思います」


「だったら、なんで大海さんが作ってるの？」


　別に変じゃないと言ったばかりなのに、佳奈の口く調ちようは千夜子を責せめてるみたいだった。


「それは、その……何か彼女っぽいことをしたいと思って……」


　それで千夜子は考えてることがうまく言えなくなってしまったらしい。


「ふーん」


　そのせいなのか佳奈は、その話への興きよう味みを失うしなってしまったのか、千夜子からまた健一の方へと視し線せんを戻もどす。


「そういうものなの？」


「えっと……どういう意味でしょ？」


「いや、だから彼女っぽいことをしようとして、そういうことをしてもさ、絹川君の方が料理が上手なわけでしょ？　それって絹川君にとっては自分で作るより美お味いしくないものを食べさせられているってことじゃないの？」


「いや、美味しいですよ。千夜子ちゃんが作ってくれるものの方が」


「……そうなの？」


「鍵原や窪くぼ塚づかさんはそうじゃないって言うかもしれませんけど、僕にとっては千夜子ちゃんが作ってくれるお弁当の方が美味しいんです」


「……よくわからないけど、それって気持ちがこもってるから美味しいってこと？」


「まあ、そういうこともあるし、やっぱり自分で作って自分で食べるってあんまり嬉うれしくないですよね」


「そうかなあ。私は自分が料理が得意だったら、自分で作って食べると思うなあ。それに彼氏が料理上手ってのも格かつ好こういいと思うけどなあ。あ、そうだ。絹川君はスイーツとかは作らないの？　もし作るなら、今度食べさせて欲ほしいんだけど」


「スイーツですか？　そういうのは作ったことないですね」


「あ？　そうなの？　それは残念。ま、男の子は甘あまいものは好きじゃないか」


「好きじゃないってことはないですけど、自分で作ってまでってのはなかったというか」


「じゃあ機き会かいがあったら作ってみて。それでうまくいったら食べさせてくれないかな？」


「……いいですけど」


　無む理りして断ことわるようなことじゃないだろうと思ったが、やっぱり不ふ用よう意いな発はつ言げんだったかなとも思う。ツバメが恐おそろしい形ぎよう相そうでこっちを睨にらんでいた。


「私も食べたいんだけど、もちろんくれるわよね？」


　そして怒おこったままの顔でそんなことを尋ねてくる。


「……はい」


「私も……いいですか？」


　そして本ほん来らいなら一番に主しゆ張ちようしてもいい千夜子が申し訳なさそうに小さく尋ねてきた。


「もちろんです……って、本当に作らないといけないみたいですね。ははは」


　なんだか仮かりの話だったはずなのに、気づくともう作らねばならなくなってるらしい。作ってみてうまくいかなかったらどうしたらいいんだろうという気持ちにもなる。


「あ！　本当は作らないつもりだったの？」


　そこに佳奈がすばやくツッコんでくる。


「いや、その、作りはしますけど……作ったことないですし、作り方も知らないし、うまくできるとは限かぎらないじゃないですか」


「……それはそうよね」


　佳奈はそれで少し考えて、なにやら閃ひらめいてしまったらしい。


「だったら今度、美味しいお店に一緒に行かない？　作り方まではわからないけど、こういうのを目め指ざせばいいってのはわかるでしょ？　ちょうど家の近所に美味しい店があるの。辻つじ堂どう幹みき久ひさって知ってる？　テレビでも有名なパティシエなんだけど、その人が作った最初のお店だからすごく勉強になると思うよ」


　佳奈はにこやかにそう提てい案あんするが、さすがに健一は即そく答とうできなかった。別に深い意味はないんだろうが、なんとも困った発言だろうことは間違いない。


「興味はありますけど……」


　どう断ったものかと思いながら、そんなことを言いかけたところで、健一はツバメが目で何か否ひ定てい的てきなメッセージを送っているのを理解した。
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「すみません」


　放ほう課か後ご。佳奈の姿すがたが見えなくなって、健一と千夜子は同じことを互たがいに言い合うことになった。佳奈の前では言いづらいことだったので、ずっと我が慢まんしていたのだが、その辺あたりは同じ気持ちだったということ、らしい。


　でもそれを口にして顔を見合うと、もう謝あやまるのはやめた方が良さそうだなと思う。お互いに謝り合うことになってもしょうがない。


「……しかし何があったんでしょうね」


「……何があったんでしょうね」


　だから健一は佳奈の変化の理由を尋たずね、千夜子もまた同じことを尋ねる。


「また絹川がろくでもないことをしたんじゃないの？」


　そしてそこに二人を見ていたツバメが割わって入ってくる。


「……ろくでもないことねえ」


「心当たりがあると」


「いや、ないけど……でも、かなりすごいことが起こったのかなあとは思った」


「ま、それはそうだよねえ。昨日まではチラッと見るだけでも怒って嚙かみ付いて来そうだったのに、今日になったらあれだもんね」


「昨日……何があったのかなあ」


　昨日というとシーナとはあれこれあったが、佳奈ととなるとさっぱり心当たりがない。


「シーナ＆バケッツじゃないですかね」


　そこに千夜子がそんなことを言い始める。


「シーナ＆バケッツがなんで関係あるんですか？」


「なんとなくライブをやってるのを見つけて、ああ、格かつ好こういいなって思ったとか」


「でも僕はバケッツですからねえ……」


　ライブの時は顔を隠かくすためにバケツをかぶっているのだ。それを格好いいとは思わないだろうし、思ったとしても健一とはわからないはずだ。


「……そうでした」


「というか、そういうことなら鍵原の方が詳くわしいんじゃないの？　昨日も来てただろ？」


「うーん。でも他の人のことなんか気にしてないし、前で見み渡わたせる絹川の方が気づきやすいんじゃないの？」


「でもなあ、鍵原が来てるのすら気づかなかったくらいだしな……」


「その辺へん、本当に信じられないんだけど」


「……申し訳ない」


　しかしシーナ＆バケッツ関係でもないとすると本当になんなんだろうと思う。佳奈と険けん悪あくだったのは誤解が原因だったというのはあるが、それが解とけたところで仲良くなるまではいかない気がする。


「でもまあ、仲がいい方がいいですよね」


　結局、答えはわからないが千夜子はそういう結けつ論ろんに達たつしたらしい。


「千夜子ぉ。千夜子が優しいのはいいことだけどさあ、さすがにそれはどうかと思うよ」


　それにツバメが呆あきれたという様子で口を挟はさんでくる。


「どうして？」


「だって、変だったでしょ？　千夜子を差さし置おいて、絹川とあんなに仲良くしてさ」


「うーん。それは私が彼女として頼たよりないからだし、それに佳奈さんは私と喧けん嘩かしてるって感じじゃなかったでしょ？　だから私がもっと仲良くなればいいことだと思うんだけど」


「……だったら仲良くしてください。もうこれ以上ないくらいベタベタしてください。佳奈さんが『うわ、この二人、やば！』って思うくらいイチャイチャしてください」


「それはそれでどうかと思うんだけど……」


「でもそうしてくれないと私は心配なんだけど。絹川だって佳奈さんに仲良くされてまんざらでもなかったみたいだし」


　そして急に自分へ話題が向いたのに健一は気づく。


「……けっこう困ってたと思うんだけどな」


「私には喜んでるように見えたけど。ま、あんな可愛かわいい娘こにさ、『ねぇ、絹川くぅん、好きな映画ってな・あ・に？』とか聞かれて嬉しくない男はいないわよねえ」


「だから喜んでなかっただろ」


「喜んでたってば、明らかに。なんとかして家に連つれ込こんでやろうと思ってたでしょ？」


「……思ってたわけがないんだけど」


「そうかなあ……その辺へん、どうですか、千夜子さん？」


　ツバメは納得いかなげな顔をして、突とつ然ぜん、千夜子に質問を振ふる。


「え？　えっと……思ってなかったと思う」


「そうですか……じゃあ、いいや」


　そしてそれでカラッとした表ひよう情じようを浮うかべるともう帰るつもりになったらしい。


「私は先に帰るから、二人は佳奈さんに邪じや魔まされた分も仲良くするように。そのためならシーナ＆バケッツのライブが中止になっても許ゆるすから」


「……いや、鍵原にだけ許されても」


「とにかく、それくらい仲良くしろってことよ。じゃあねっ！」


　そしてツバメは二人の別れの挨あい拶さつを待たず、足あし早ばやに廊ろう下かを駆かけ出す。


「じゃあね、ツバメ」


　それでもう止まりそうもないと思いながら、健一は千夜子に続いて口を開いた。


「さよなら、鍵原」


「……でも、ツバメの言うとおりですよね」


「え？」


「いや、その今日は佳奈さんに負まけてるなって思ったんです。健一さんとの仲良し度で言うと負けてるので、このままじゃまずいなって思います」


「そういうのって義ぎ務むとかじゃないですし、こういう日があってもいいんじゃないかと」


「まあ、そうなんですけど……悔くやしいって言うか、このままじゃ終わらせないぞって言うか、そういう感じなんです」


「……なるほど」


　健一は時々、千夜子がすごく負けず嫌ぎらいだなと感じる。普ふ段だんはツバメが呆あきれるほど温おん厚こうなのに、その一いつ方ぽうで驚おどろくほど頑がん固こに感じる時がある。


　そういえば、笑っていられれば勝ちなんてことを言ってた気がする。彼女の心の中ではどこか勝ちか負けかという基き準じゆんで動いているのだろう。


「そういうのってダメでしょうか？」


　千夜子がそんなことを尋ねてくる。どうやら健一の沈ちん黙もくを否定的なものと思ったらしい。


「え？　いや、ダメじゃないと思います。むしろ頼たのもしいっていうか、僕はその辺、そういうものなのかなあってそのまま受け止めて終わりみたいな感じがあるじゃないですか。だから、そういう意い見けんをはっきりと言われた方が安心します」


　そんな健一の言葉に千夜子は少し考えるような顔をする。何かまた変なことを言ってしまったのかなと思ったが、そういうわけでもなかったらしい。


「じゃあ、今日はちょっと寄より道して帰るってことでいいですか？」


「寄り道ですか。いいんじゃないでしょうか」


　答えを返しながら、健一はなんだか間ま抜ぬけなやりとりだなと思う。仮の期間がけっこうあったとは言え、付き合ってもう三か月だというのに、帰り道に一いつ緒しよに寄り道することすらいちいち確認しているのはどうなんだろうと感じる。


「どこか行きたいところとかあります？」


「行きたいところ……と急に言われても思い浮うかばないですね」


　こういう状況を想そう定ていしてなかったので、実じつ際さい、尋ねられても困ってしまう。


「ですよね」


「どこでもいいですよ。千夜子ちゃんと一緒なら楽しいですから」


　結局、しばらく考えてもわからないので、そんな返事をする。


「……そ、そうですか？」


　それが予よ想そう外がいだったらしく、千夜子は少しびっくりした様よう子すだった。


「でも逆ぎやく転てんを狙ねらうためには特とく別べつなことをした方がいいんですかね」


「……そういうわけでもないですよね」


　千夜子はそう言いながらもどこに行こうかと考え始めたらしい。でもやはりすぐには思いつかず、難むずかしい顔かおをして固かたまってしまう。


「ね、絹川君」


　そんな時でも誰かに自分の名前を呼ばれると振ふり返ってしまうらしい。そして健一はその相手を確認した瞬しゆん間かん、何かまた失敗してしまったのを感じた。


「……窪塚さん？」


　嬉しげな笑顔を浮かべて佳奈がそばに立っていた。


「絹川君、これから何か用よう事じある？」


「……用事というほどでもないですけど、千夜子ちゃんと寄り道していこうかと」


　正直にそう答えてしまってから、健一は佳奈の押おしの強さに対たい抗こうするにはそれではぜんぜん足りなかったと気づく。


「でも、それは別に今日しないといけないわけじゃないわよね？」


「……いや、でも今日だからそうするという気も」


「そうなの？」


　佳奈は不思議そうな顔をして健一に尋ね、それから千夜子の方へと視し線せんを移うつす。


「何か健一さんに用事でもあるんですか？」


　それに千夜子がさすがに少し面おも白しろくなさそうな顔をして返すのが見えた。


「私は別にないんだけど、日奈ちゃんが絹川君と話したいんだって」


「日奈さんがですか」


　千夜子はそれで少し困ったような表情を浮かべる。佳奈に対しては負けるわけにはいかないから、はっきりと断ことわろうとしていたのだろう。でもそこに日奈が出てきて、その出で鼻ばなをくじかれたとかそういうことらしい。


「うん。だから特別な用事というわけじゃなければ絹川君を借かりたいんだけど」


「そっちは特別な用事なんですよね？」


「多た分ぶん。日奈ちゃんははっきりと言ってくれなかったけど」


「佳奈さんにわざわざ頼たのむようなことなんですから、そうなんですよね」


「そうそう」


　佳奈は笑えみを浮うかべると、その視し線せんを健一の方へと戻した。


「……でも、なんの用なんですかね？」


　健一には目の前の会話の意味が理り解かいできないでいた。何を話して二人がそれぞれどういう結けつ論ろんに達したかはわかる。でも、そもそも日奈が佳奈を通して自分に伝えようとする何かがあるとは思えなかった。日奈が話があるなら幽ゆう霊れいマンションででもすればいいだけのことで、間に佳奈を挟はさんでも話はややこしくなるばっかりだと思う。


「その辺は日奈ちゃんに直ちよく接せつ聞いて」


　でも佳奈はそんな健一の事じ情じようなど理解してるはずもなく、屈くつ託たくのない笑顔を浮かべる。


「そうするしかないんでしょうけど」


　健一はそれでいいのかなと思う。不安になって千夜子の方を見る。


「大事な用ということなら仕し方かたないですよね」


　それは千夜子の独ひとり言ごとだったのかもしれない。言ってる最中に健一の視し線せんに気づいたような千夜子の表情に健一はそんなことを思ってしまう。


「……そうなんですかね」


　健一としては困ったなと思ってしまう。せっかく千夜子と一緒に寄より道みちして帰ることを考えていたのに、当の千夜子がそれをもう投げ出してしまったとなると、やはり日奈の用事とやらを聞きに行くしかない。それが一体、なんのことかわからないが、日奈が力になって欲しいということであれば、やはりそれには応こたえたいという気持ちもある。


「ということで、絹川君は借りてくから。じゃあね、大おお海うみさん」


　そして健一の決心もあやふやなうちに佳奈は健一の手を摑つかんで足早に駆け出した。


「……えっと、じゃあ、また明日、千夜子ちゃん」


　引きずられるように歩きながら健一は遠ざかっていく千夜子に別れの挨あい拶さつをする。


「また明日ですね、健一さん」


　千夜子はそう言って見送ってくれたが、やっぱりどこか不ふ機き嫌げんそうだった。


「…………」


　そして健一はこういう時、ツバメがいてくれれば佳奈の言い分なんか無む視ししてしまえばいいと言ってくれたんだろうなと思ったりした。
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「……絹川君？」


　日奈は明あきらかに驚おどろいてる様子だった。健一としてはそれが逆に驚きのはずなのだが、なんとなく予よ想そうもしていたらしい。心のどこかでやっぱりと思う声が聞こえた。


「今日は絹川君も一いつ緒しよだけどいいよね？」


　佳奈が健一が何か言う前にそう切り出すのが聞こえた。


「いいけど」


　日奈はそうは言いながら、不ふ審しんそうな顔をする。


　なんで？──とでも言いたそうな表情。健一としては日奈が用事があるからと言って連つれてこられたのだから、そんな顔をされても困ってしまう。


「でも絹川君の家って、うちの近くだったんですか？」


「……よく知りませんけど、多分、違うと思います」


　おそらく、かなり方角が違う。一緒に帰るだけならきっと学校から出て三分もしないうちに別れることになるんじゃないかなと思う。


「だったら……どこか行くんですか？」


　そして日奈はもっともな質しつ問もんをする。


「ま、いいじゃない。そういうことはどうでも」


　そしてそれに対して何か言う前に佳奈が今度は日奈の手を摑んで歩き始める。


「……いいのかな？」


　そして日奈はそれで佳奈の足あし早ばやのペースに合わせながら、佳奈の方を見て笑う。健一はそんな彼女の横顔を見ると、もう何か言おうという気がなくなってしまった。


　だから健一と日奈は佳奈に手を引かれて下げ駄た箱ばこの方へと向かう。それはきっと傍はた目めにはかなり変な光景だっただろう。でも日奈はいつになく幸しあわせそうで、だから健一はそれでいいんじゃないかと思った。





　しかし、しばらくするとやはり変だと思い直した。


　実じつ際さいに家の方角が違うことがわかると一緒に帰るという話もおかしいと結けつ論ろん付けるしかないし、やはり日奈は別に健一に用があるという風でもなかった。そうなるとなんで千夜子との寄り道を止めてまで、佳奈たちと帰ることにしたのかわからなくなってくる。


「私、ジュースを買かってくるから、二人でここで話してて」


　公園のベンチの前を通った時、佳奈はそんなことを言い出した。なんでこの状じよう況きようで佳奈がジュースを買いに行くのかはやはりよくわからない。


「ジュースなら私が買ってくるよ」


　そしてそれは日奈の方も一いつ緒しよだったらしい。


「いいから、いいから」


　でも佳奈の方はそれが当然だとなぜか思い込んでいるみたいな顔だ。


「ちょっと時間がかかるかもしれないけど、気にしないでね」


　そしてきっと不思議そうな顔をしてただろう健一にそんなことを言うと、きょろきょろと辺りを見渡して、なんだか見けん当とう違ちがいな方向へと歩いていく。自じ動どう販はん売ばい機きはそっちじゃないだろうとも思うが、佳奈には佳奈の別の考えがあるのだろう……きっと。


「……大だい丈じよう夫ぶですかね」


　どっちかというと日奈の方が心配しているらしい。そして双ふた子ごの妹が心配してるとすれば、きっと不安な状況なのだろうと思うしかない。


「まだ明るいし……さすがに大丈夫じゃないかと……」


「……ですよね」


　日奈はそう言いながらも、目はまだ佳奈を探さがしていた。ジュースを買いに行くというだけでそんなに心配されるというのはどういうことなのだろうと健一は思う。


　それだけ日奈が佳奈のことを大切にしているのか、それとも佳奈はジュースを買いに行くだけでも何かトラブルを起こしかねないということなのか。しばらく考えて、健一は多分、前ぜん者しやなのだろうと結けつ論ろん付ける。


「…………」


「…………」


　実際、二人きりだというのに日奈はずっと心配するだけで、健一と話すどころか、顔を見るくらいもしない。


「そんなに心配なんですか？」


「え？　あ、その……なんだかこういう展てん開かいが初めてってだけで」


「まあ、そうですよね……僕も想そう像ぞうもしてなかった展開ですし」


「……そういえば、どうして一緒に帰るってことになったんですか？」


　少し日奈も落ち着いたらしく、やっと最初に尋たずねるべきとも言えることを口にする。


「佳奈さんの話だと、日奈さんが僕に大だい事じな用事があるってことだったんですけど」


　しかし現実はそうではないらしい。日奈が健一に用があるということはなさそうだ。


「……ですよね」


　でも日奈はある程度、そうであることは予よ想そうしていたらしい。


「何か、心当たりがあるんですか？」


「いえ、理由まではわからないですけど、そうじゃなければ絹川君が一いつ緒しよに帰るなんてことにはならないだろうなとは思ってました」


「……なるほど」


「何かあったんですか？」


「原因はわからないんですけど、なんだか妙みように好こう意い的てきになってるような気がします」


「……ですよね」


「お昼も一緒にお弁べん当とう食べないかって……」


　健一はそこまで言いかけて、その時の違い和わ感かんのことを思い出す。


「お弁当がどうかしたんですか？」


「いや、そのお弁当が日奈さんが作ったものだって話だったんですよ」


　でもそれはきっと違うんだろうなと健一は思う。


「私がお弁当を？」


「ええ。だから千夜子ちゃんのお弁当もあるだろうけど、それも食べて欲ほしいって話だったんですけど、やっぱり違うんですよね？」


「……はい。そのお弁当はきっとお母さんが作ってたのだと思います。佳奈ちゃんはお料理とかぜんぜんできないですし、私も……あんまりですし」


「なるほど」


「私は絹川君が料りよう理り得とく意いなのは知ってますし、それに対たい抗こうして作るなんて……無む理りですよ」


「……そうですか」


　無理というのがどういう状況なのかいまいちわからなかったが、でも日奈が作ったなんておかしいという自分の考えは間ま違ちがっていなかったのがわかった。


「でも佳奈ちゃんはなんでそんなことしたんですかね？」


「……さっぱりわかりません。日奈さんとこうして話したらわかることなのに、そんな噓うそをつく理由もわからないですよね」


「……ですよね」


「そんなこんなで今日はなんだか佳奈さんと仲良くしてたみたいな感じだって、千夜子ちゃんにも言われたんですよね」


「怒おこって……たんですよね、それって」


「怒ってはいなかったと思いますけど、今日は帰りに寄り道して佳奈さんに勝てるように仲なか良よくするとか言ってました」


「でも、それも佳奈ちゃんが邪じや魔ましたんですね……」


「いやまあ、それは結けつ果か論ろんですけどね。別にその話を聞いててってことじゃないですし」


　健一はそこまで言って、待てよと思った。もしかすると佳奈はわざと邪魔したのかもしれない。佳奈があのタイミングで出てきた理由は気にしてなかったのでわからないので、そうだと思う根こん拠きよもなかったが……。


「佳奈ちゃんはなんでそんなことをしたんですかね？」


「……本当にわからないんですよね。昨日までは僕のことを恨うらんでたと思ってたんですけど、急にこれですからね。昨日の晩ばんに何かあったんですかね？」


「……わからないです」


　日奈はそう言いながら、何か心当たりがないか心の時間を巻まき戻もどしているようだった。


「思い当たることあります？」


「直ちよく接せつ関係あるかわからないんですけど、昨日の晩は帰った時、機き嫌げんよさそうでした」


「……それってライブの後ですよね？」


　健一は日奈の話になんだか不ふ思し議ぎな気持ちになった。それはきっと日奈からシーナとの関係を匂におわせるようなことを聞いたからだろう。


「ですね。いつもなら何か言いたそうなんだけど我が慢まんしてるって感じなんですけど、昨日は明るく迎むかえられたような気がします。その時は、やっと悪いことをしてるわけじゃないって理解してくれたのかなって思ったんですけど、別の理由だったんですかね？」


「でも、ライブを見に来てたとかとも違ちがいますよね」


　たとえそうだったとしても、佳奈が機嫌がよくなる理由というのはわからない。そもそもシーナ＆バケッツのライブに来たところで、シーナが日奈でバケッツが健一とわかるわけもないし、やはり関係なさそうだ。


「見に来てなかったと思いますし、違いますよね、やっぱり」


　日奈の方は佳奈が来てなかったことにそれなりに確かく信しんがあるらしい。


「そうなると……なんなんですかね、本当」


「なんなんですかねえ、本当」


　しかし二人で考えてもわかるわけもない。しょうがないので健一は佳奈を待つことにする。でも、五分が過すぎても佳奈は戻もどってこなかった。


「……遅おそいですね、佳奈ちゃん」


「ですね」


　やはり最初、方角が違ってる気がした時にちゃんと言うべきだったかもしれない。いくらなんでもジュースを買って帰ってくるだけにしては時間がかかりすぎている。


「何かトラブルにでも巻き込まれたんでしょうか？」


「……それも考えづらいですけどね」


　とは言え、いきなり冴子を引ひっぱたいてるのを見た時のことを思い出すとそうも言ってられないのかもしれないと思う。冴子は自分のことをトラブルに巻き込まれやすいみたいなことを言っていたが、それなら佳奈はトラブルを起こしやすいタイプという気がする。


「絹川君はやっぱり大海さんを追おいかけた方がいいと思います」


　そんなことを考えていたせいか、日奈のそんな提てい案あんに健一はついていけなかった。


「え？」


「ここで佳奈ちゃんが戻ってくるのを待ってる場合じゃないですよ」


「……ですかね」


「そうでなくても今日、佳奈ちゃんのせいで話す時間がなかったんですよね？　なのに一緒にも帰らなかったとなったら、私が大海さんの立場なら泣いちゃいますよ」


「……泣く」


　それはいくらなんでも大げさだろうとは思うが、確かに千夜子からすると嬉うれしくない展てん開かいだろうことは想そう像ぞうできた。別わかれ際ぎわのあの態たい度ども今思えば、彼女らしい負まけず嫌ぎらいな態度の現あらわれだったのかもしれない。


「もう帰っちゃったかもしれませんけど追いかけた方がいいです。大海さんの家は知ってるんですよね？」


「ええ、何度か行ったことありますから」


　でもそれはあまりいい思い出とは言えないかもしれない。より正確には、それ自体はいい思い出のはずなのだが、その後が良くなかったということなのだが。


「だったら追っかけるべきです。絶対にそうするべきです」


「でも、佳奈さんが戻ってきてないのに帰っちゃうってのもどうかと。結局、なんだったのかわからないと千夜子ちゃんも不ふ審しんに思うだろうし」


「大した用じゃなかったってことでいいんじゃないですか？　佳奈ちゃんの方はこっちでフォローしておきますから、絹川君は大海さんに会いに行った方がいいですよ」


「……ですかね」


　健一はその言葉を聞きながら、日奈は日奈自身に対して話しているみたいな感じも受けた。健一と千夜子の話をしているようではあったが、その実じつは日奈が佳奈と二人で話したいということなのかもしれない。そんな気もする。


「じゃあ、申し訳ないですけど、そういうことでお願いします」


　だから健一はそうするのが日奈のためなのだろうと思い、言われたとおりにすることにする。それに誰かを大だい事じにするとなったらやはり千夜子を大事にするべきだ。


「はい。それじゃ、またあとで」


　それで日奈はほっとした様子でそんな別れの言葉を告つげた。健一はそれにやっぱり違和感を覚えながら、それでも同じように返した。


「じゃあ、またあとで」


　それから健一は駆かけ足で公園を出て行くことにする。


「……ん？」


　千夜子の家に一番近い出口。そこへと向かっている途と中ちゆう、健一は佳奈の姿すがたを見た気がした。日奈のところへと走る彼女はジュースを持っていないようだった。


「……だったら何してたんだろう？」


　結局、ジュースがどこに売ってるのかわからなかったのだろうか？　そうは思ったものの、健一は自じ販はん機きの前を通り過すぎて、それはないだろうと考え直すしかなかった。





　　　　○





「……待てよ？」


　家の前まで着いてから、千夜子が寄り道をしている可か能のう性せいに気づいた。


　先に帰ってしまったものと思い込んでいたが、あの状じよう況きようで千夜子が家にまっすぐ帰ったとは限らない。


　とは言え、ツバメは先に帰ってしまっていたし、一人でどこかにというのもちょっと考えづらい気もした。


「やっぱり先に帰った……のかな」


　どうにも情なさけないことだが、健一は自分と一緒にいない時の千夜子がどんな感じなのかを想そう像ぞうできなかった。一緒にいる時の千夜子はいつもけなげで前向きで頑がん張ばり屋やだ。泣き言みたいなことは言わないし、いつも良い方、良い方へと向かうことを考えてるみたいに見える。


　でも、それは本当の彼女なのかというとちょっと違ちがう気もする。噓うそをついているということではないが、やはり健一の前だからということで普ふ段だんとはきっと違ってるのだろう。


　それは別に千夜子だけに限らず、誰だってそうだろうと思う。健一だって綾と冴子とでは態たい度どが違うし、千夜子に対してだとさらに違う。


「本当の千夜子ちゃん、か」


　何をもって本当なのか。それすらもよくわからないが、でもきっと健一の知る千夜子は「本当の千夜子」と言うのとはちょっと違うのだろう。


「ん？　どうした少年？」


　そんなことを思ってる間に、誰だれかが近づいて来ていたらしい。どうやら自分に向けて発はつせられたらしい声に気づいてそっちを見ると自然と、視し線せんは上を向いていた。


「あの……」


　一言で言えば大きい人だった。物ぶつ理り的てきに大きい。背も健一より頭二つ大きく、そしてその幅はばとなると二倍はあろうかという感じだった。しかし太っているというわけではなく、純じゆん粋すいに筋きん肉にくが多いのだ。そんな人がスーツ姿で自分を覗のぞき込んでいるという状況に健一は言葉を失うしなってしまう。


「ん？　どうした？　日につ射しや病びようか？　それなら水分だ。水分を摂とるといいぞ。すぐ治なおるぞ」


「いえ、そういうわけではなく」


「ん？　違うのか？　いやまあ、とにかく調ちよう子しが悪いということであれば立ち話もなんだし、うちに上がっていくといい。麦むぎ茶ちやならいくらでもあるから飲のんでいくといいぞ」


「……麦茶」


　健一はその飲み物の名前にその人が誰かわかった気がした。


「麦茶は嫌いか、少年？　わしは大好きだぞ。夏場は一日二リットルは飲む。健けん康こうにもいいからお勧すすめだぞ」


「……えっと」


　そして話を聞いてるうちに健一はその確かく信しんを深めていく。麦茶が好きで、信じられないほど飲む。健一はそんな人の話を以前、千夜子から聞いたことがあった。千夜子の父親だ。


「もしかして……大海さんですか？」


　だから健一は思い切って尋たずねてみる。


「うむ。いかにもわしは大海だが、なぜ少年はそれを知っているのかな？」


　どうやら正せい解かいだったらしい。でも当とう人にんは不思議そうな顔をしている。


「話を聞いてるかは存ぞん知じあげませんけど、僕は絹きぬ川がわと言います」


「おお！　君が絹川君か。すごく料理が得意だと久く美み子こさんから聞いているぞ」


「そ、それはどうも」


　聞いてるのは千夜子からと思っていたが、そうではなかったらしい。久美子さんというのは確か千夜子の母親だ。確かに千夜子の性格を考えると自分から父親へあれこれと健一の話をするわけもないような気もする。


「それになかなかの美び男だん子しと聞いていたが、そのとおりじゃあないか」


「そ、そうなんでしょうか」


　一体、どんな人間だと思われたんだろうと考えずにはいられない反はん応のうではあったが、とりあえず印いん象しようは良い方ではあるらしい。


「……で、その絹川君がどうしてここにいるのかね？」


「ああ、それがその……今日、ちょっとした行いき違ちがいがあって一緒に帰れなかったので」


「ん？　喧けん嘩かかね？　まあ、若いうちはいろいろあるだろうな」


「いえ、その、ケンカってわけでもないんですが……」


「でもまあ、千夜子を不機嫌にさせたんじゃないかと心配になって会いに来てくれたというわけだね？　うむ。顔だけではなく、実に好こう青せい年ねん。すばらしいことだ」


「……そんなに褒ほめられるようなこととも思わないんですけど」


「ん？　ま、こうして会ったのも何かの縁えんだろう、上がって行ってくれたまえ」


「は、はい」


　そして健一は半ば強きよう制せい的てきに、大海家を訪おとずれることになった。





「おかえりなさい、お父さん。って……健一さん、ですよね？」


　父の帰りを出で迎むかえた千夜子の顔に浮かんだのは驚おどろきの表情だった。もう今日は会えないと思ってた相手が父親と一緒に家にやってきたらびっくりするだろう。


「こ、こんにちわ」


「どうしたんですか？　日ひ奈なさんの用事は……もう終わったんですか？」


　千夜子の疑問はもっともだが健一としてはなんとも答えづらい質問だった。少なくとも千夜子の父親の前で話すようなこととも思えない。


「ま、立ち話もなんだし、とりあえず上がってくれ。な、絹川君」


　そんな空気を感じたのか千夜子の父親の方がせかすように健一の背中を押おす。


「あ、はい。じゃあ、お邪じや魔まします」


　それで健一は千夜子への返事よりもまず靴くつを脱ぬぐことを優ゆう先せんすることにする。
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「で、千夜子」


　そんな健一を見ながら千夜子の父親が千夜子に何かを言おうとする。


「麦むぎ茶ちやでしょ？　ちゃんと作ってあるし、すぐ用よう意いするよ」


「うむ。絹川君の分もよろしくな」


「はいはい」


　そして千夜子も健一に尋たずねるのは諦あきらめたらしくキッチンの方へと向かった。


「千夜子はあんまり怒おこっておらんようだな。良かったな、絹川君」


「そうですね。まあ、最初からケンカしたわけじゃないんですが」


　確かに千夜子が怒ってないのは喜よろこばしい状況ではあるのだが、なんだか必ひつ要よう以い上じように心配されてるんじゃないかと不安にもなる。


「ま、仲がいいことは何よりだな」


　でもそんな言葉に健一はやっぱり千夜子の父親なんだなと思い直す。


「そうですね」


　だから健一はそう答えて、大海家へ上がらせてもらうことにした。





「本当、麦茶しかなくて……すみません」


　リビングで待っていた千夜子はそう言いながら、コップいっぱいの麦茶を出してくれた。


「いえいえ、気にしないでください。こっちもいきなり押しかけてしまったわけですし」


　冷静に考えれば途と中ちゆうで電話するなりなんなりすれば良かったという気もする。一度、家に帰ってからでも良かったし、公園に公こう衆しゆう電でん話わだってあったはずだ。でもそういう話をし始めるとまた遠えん慮りよし合うことにもなりそうなので口にするのは止める。


「でも、良かったんですか？　日奈さんの用事とか」


　それで千夜子はまたさっきと同じように当とう然ぜんの疑問を口にする。千夜子の父親はどうやら自分の部屋に行ったらしく、リビングには顔を出していない。


「それがよくわからなかったんですよね」


「え？」


「いや、佳か奈なさんはああ言ってたんですけど、日奈さんには何にも話がなかったんですよね」


「……はあ」


　千夜子は理解できないという顔をするが、健一としても同じ気持ちだった。でも実じつ際さい、その通りなのだからそう言うしかない。


「しかも佳奈さんは途と中ちゆうでジュース買ってくるって言ってどこかに消えちゃったんです」


「消えちゃったって……」


「五分くらい待ってたんだけど帰ってくる気け配はいがないので、日奈さんが僕は千夜子ちゃんに会いに行った方がいいんじゃないかってことで、そうさせてもらったんです」


「……なるほど」


　千夜子はそうは言ったが、とても納なつ得とくしてるようには見えなかった。


「それは恋こいだな」


　そんなところに千夜子の父親が戻ってきたらしい。突とつ然ぜん、話題に入ってきたかと思うと驚く二人を見ながら、すでに用意されていた大きなコップの麦茶を一いつ気きに飲み干ほす。


「……恋？」


　お代わりの麦茶を注そそぎながら、戸と惑まどった様子のまま千夜子は父親の言葉を確認する。


「うむ。ライバル出現だな、千夜子」


　それに父親は、妙みように自信を込こめて言葉を返す。


「そうなのかなあ……」


「えっと……そのライバルってのはどっちのことなんでしょうか？」


　しかし健一としてはなんのことやらわからない。佳奈が自分のことを好きとはとても思えないし、日奈にいたってはありえないということもわかっている。


「日奈さんという方かな。どういう娘こなのかな、その娘は？」


　でも千夜子の父親はなにやら確かく信しんを持っているらしい。


「どういう娘なんですかねえ……あんまり話したことないですし」


「クラスメイトとかじゃないのかね？」


「いえ、クラスメイトなのは佳奈さんの方で」


「佳奈さんと日奈さんというのはどういう関係なのかね？」


「双ふた子ごなんです。佳奈さんが姉あねで、日奈さんが妹いもうとで」


　健一はそんな返事をしながら、なんでこんなに状況を把は握あくしてないのに千夜子の父親は自信満々なんだろうと思ってしまう。


「しかもすごく可愛かわいいの。学校でも有名な美少女双子姉し妹まいなの」


　そして二人を理解する上でけっこう重じゆう要ような情報を千ち夜や子こが父親に告つげるのが聞こえた。


「……それはあれか。窪くぼ塚づかさんのところの娘むすめさんのことか」


「うん。窪塚佳奈さんと窪塚日奈さん」


「そうかあ。あの娘がライバルとなると千夜子も厳きびしいな」


「……なんでそういう話になってるの？」


「ん？　違うのか？」


「私は健一さんの話を聞く限りじゃそういう風に思えなかったけど」


　千夜子は少し呆あきれた様子でそうつぶやく。


「僕もちょっとピンと来ないですね」


　だから健一も千夜子の方に賛さん同どうすることにする。


「そうか。じゃあ、そうなんだろうな」


　そしてそのせいなのかなんなのか、千夜子の父親はあっさり意見を翻ひるがえした。


「……お父さん？」


「いや、そんな気がしたんだが、どうも違うかなあと思い直したわけだ」


「だったら変なこと言わないでよ」


「でもまあ、ライバルがいる方が燃もえたりするだろ、千夜子も」


「お父さんはそうかもしれないけど、私は別にそんなことないよ」


「そうなのか？　千夜子は負まけず嫌ぎらいだからそういう相手がいた方がいいと思うぞ」


「私、負けず嫌いじゃないし……」


「そうとは思えんがなあ、なあ、絹川君？」


　親子の会話がずっと続くものと思っていたところで不ふ意いに健一の方へと戻ってきた。


「え？」


「千夜子は負けず嫌いなところがあるだろう？」


「……えっと」


　実際、そうだとは思ってるが本人が否定してるので肯こう定ていしていいものかと思ってしまう。


「健一さんも私が負けず嫌いだって思ってるんですか？」


　なのに千夜子は白黒つけることを望のぞんでるかのような質問をしてくる。


「いや、だって、笑ってられたら勝ちとか言ってたじゃないですか。それに今日も佳奈さんより話してないみたいだからとか……言ってましたよね？」


「……言ってましたね」


　千夜子はそれでそれが負けず嫌いということなのだということを理り解かいしたらしい。しゅんとした顔をして肩かたを落おとす。


「ははは。どうだ、父さんの勝ちだぞ」


「……お父さんは娘に勝つのがそんなに嬉うれしいわけ？」


「何なに事ごとも勝つ方が嬉しいに決まってる」


「でも負けた方は嬉しくないから」


「ん？　それはそうだな。まあ、元気出せ、千夜子。負けず嫌いは悪いことじゃないぞ」


「……そういう問題じゃないと思うんだけど」


　千夜子はそう言いながら気づくと空からになっている父親のコップに麦茶を注ぐ。


「いや、そういう問題だ、千夜子。負けず嫌いなのは事じ実じつなんだから、それを楽しむ方法を学まなばないといけないんだからな」


「だから、なんでそんな話になってるの？」


「お、そうか。絹川君が来てるんだから、絹川君の話をしないとだな」


　そして千夜子がそう願ねがったのかどうかわからないが、また話わ題だいが健一の方に戻ってきた。


「僕ですか？」


　それで健一はなんの話をされるのだろうと身み構がまえる。


「時に絹川君は負けず嫌いかね？」


　でもあんまり話題は変わってないみたいだった。


「……お父さん？」


　千夜子が思わずつっこむのが見えた。


「いや、大だい事じなことだ。二人とも負けず嫌いだとそれは大変なことになるぞ。わしはそれを負けず嫌いスパイラルと呼んでいる」


「負けず嫌いスパイラル……」


　言葉の意味はいまいちよくわからないが、確かに負けず嫌い同士というのはあんまり相あい性しようがよくないのかなあという気はする。


「どっちかが適てき当とうなところで折おれないといつまでも戦たたかうことになるからな。さっきのわしと千夜子みたいに実力に大きな開きがあればいいが、そうでない場合はお互いの意い地じの張り合いが続くことになる」


「それが負けず嫌いスパイラルなんですね」


「そうだ。どっちもが勝つまで終わらせないと思うせいで、負けた方が戦いを続けることを選び、戦いが戦いを呼よんでしまうのだよ、絹川君」


「なるほど」


　戦いということではないかもしれないが、健一と千夜子はどっちが悪いかで謝あやまり合あうということが多かった気がする。それも負けず嫌いということなんだろうか。


「で、どうなのかね？　絹川君は負けず嫌いかね？」


「どうですかねえ……あんまり勝ち負けにはこだわってない気がするんですけど。でも自分ではそう思ってても違うかもしれませんし」


「そうか。その辺へん、どうなんだ、千夜子？」


　千夜子の父親はそれで千夜子の方に尋たずねる気きになったらしい。


「健一さんは負けず嫌いじゃないと思う」


　千夜子はそうなるのを予よ想そうしてたのか、いつも考えていたのか迷まよわずそう答えた。


「そうか。それは良かった。そういうことならわしも二人を応おう援えんしよう」


「……そんな理由で応援するんだ」


「大事なことだろう。千夜子は負けず嫌いなんだから」


「そうかもしれないけど、そんなに負けず嫌いじゃないと思う」


「そういうところが負けず嫌いだというんだ。なあ、絹川君？」


「え？　そうなんですか？」


「そうだろう。負けず嫌いだって認みとめないと決めたら、なんとしても負けず嫌いじゃないってことにする。それは負けず嫌いだろう」


　千夜子の父親の意見はなるほどその通りと思わせる。


「それはそうかもしれませんね」


　だから健一は素す直なおに肯こう定ていの言葉を口にするのだが、千夜子はそれがあまり面おも白しろくなかったらしい。疑うたがうような視し線せんで健一の方を見ていた。


「……健一さん？」


「いや、だって……そういうことじゃないんですか？」


「そうかもしれませんけど……いいです。どうせ、私は負けず嫌いですよ」


「別にだから悪いとか言ってないじゃないですか」


「それはそうですけど」


「僕、負けず嫌いの人、好きですよ」


「そうなんですか？」


　まだ納なつ得とくしかねるという顔をしていたが、千夜子は少し嬉うれしそうにも見えた。


「自分がそういう部ぶ分ぶんが弱いから、千夜子ちゃんを見てると頼たのもしく感じます」


「……た、頼もしいですか」


「頼もしい……じゃ駄だ目めですかね？」


「駄目じゃないですけど……私はこれでも女の子ですから……」


　千夜子はそれで肩を落とし、声も次し第だいに小さくなって消えてしまう。


「いいじゃないか、千夜子。絹川君はお前のそういうところが好きだと言ってるんだから」


「……でも」


「自分を好きにならないと駄目だぞ、千夜子。たとえ負けず嫌いがいやでも、お前は生まれた時からずっと負けず嫌いなんだからな」


「……もしそうならお父さんを恨うらむ」


「恨みたいなら恨めばいい。でもそんな千夜子だから、こうして絹川君と付き合ってるわけだからな。その辺は感かん謝しやしてもらおう」


「……うぅ」


　そんなやりとりを見ながら健一は、千夜子があまり家に呼ぼうとしなかったのはこの辺も理由なのかなと感じる。兄の悟さとるに冷ひやかされるのが嫌いやだというのは前から知っていたが、それだけならもう別に問題がなくなってるはずだった。


　でも健一はきっと千夜子が嫌がってるほど、今の状じよう況きようや千夜子の父親を悪く思っていなかった。むしろやっぱり羨うらやましいなとすら感じていた。


　ろくに帰っても来なかった自分の両親。そしてそれに止とどめを刺さしてしまった自分。それに比くらべれば、千夜子はなんて幸せなんだろうと思うしかない。


「ま、こんな娘だが、よろしくな、絹川君」


　だから千夜子の父にそう言われて健一は驚おどろきはしたが、それを嬉しく感じた。


「は、はい。こちらこそ、よろしくお願いします」


「ということらしいぞ、千夜子」


　そして健一の返事に気のよさそうな笑えみを浮かべ、千夜子の父親は千夜子の方を見る。


「……こ、こちらこそよろしくお願いします」


　そして千夜子は顔を真っ赤にして、いっぱいいっぱいの返事をした。





「『桑くわ畑ばたけ綾あや記き念ねん館かん』ですか」


　千夜子の父親は今、その関係の仕事をしているらしい。市役所だかの職しよく員いんだという話は聞いたことがあったが、そんなことをしていたとは世せ間けんは狭せまいなと思うしかない。


「この街まちの有名人だから役所の方でも何かしようということになったわけだ」


「で、お父さんは別にしなくてもいいのに、立りつ候こう補ほして仕事を増ふやしてたんですよ」


　父親の言葉に面おも白しろくなさそうな口く調ちようで千夜子が割り込んできた。


「だって面白そうだろ。他ほかの奴やつに渡わたすくらいなら、わしがって思うだろ？」


「そう思うのはお父さんだけ」


「いや、千夜子も同じ立場ならそうしたはずだ」


「同じ立場じゃないし、しない」


「いやいや。絶対、そうした。なあ、絹川君？」


　そして親子の負けず嫌い合がつ戦せんはまた健一の方へと飛び火する。


「いや……どうですかね」


「でも、ほら、千夜子は尊そん敬けいしてるんだろ、桑畑さんのこと？」


「それはそうだけど……会ったこともないし、ウィトンとコラボとかしてて凄すごいなってだけで、遠くから見てあこがれてるだけだよ」


「でも、そういう仕事をすれば仲なか良よくなれるかもとか思うだろ？」


「それはちょっと思うかな……って言うか、そんな理由で引き受けたの？」


「ん？　いや、そういうわけじゃないが。別にわしは桑畑さんと会いたいとは思ってないし」


「なんか怪あやしい」


「怪しいとはなんだ！　父親が信じられないというのか？」


「だって本気で娘が凹へこむのがわかってても自分の勝ちにこだわる人だし……」


「それとこれとは関係がないだろう。第一、桑畑さんは悟と同じ年なんだろ？　わしからすれば娘の年ねん齢れいだぞ」


「……ま、それはそうだよね」


　千夜子はそれで悟と綾がクラスメイトだったことを思い出したらしい。それで千夜子は納得した様子を見せる。


「会ったことあるんですか？」


　そんな空気を読んで健一は千夜子の父親に尋たずねる。


「ないな。まあ、別に本人をそこに飾かざるわけじゃないしな」


「それはそうですね」


「特にこうして欲ほしいって意い見けんもないらしくてな。作品作るしか興きよう味みがない人って話だ。だから打ち合わせするよりも作品を作っていたいとまあそういうことなんだろうな」


　千夜子の父親の想像する桑畑綾というのは、健一の知ってる綾とは随ずい分ぶんと違っていそうだった。まあ、確かに作品を作るしか興味がないし、打ち合わせとかも好きじゃなさそうだが、でもそのニュアンスはかなり違う。


「そういう人らしいですね」


　でもきっとそういうことでいいんだろうなと健一は思う。結局、あの綾の綾らしさというのは会わなければちゃんと伝わるものでもないのだろう。


「そういえば、マネージャーの人がすごく美び人じんさんでな」


　千夜子の父がそんな話わ題だいを切り出すと、また千夜子が疑うような目を向ける。


「……そっちか」


「なんだ、その目は？　美人さんと言っただけだろう」


「まあ、そんな人がお父さんのことなんか相手にするわけないけどね」


「ま、そうだが……娘にそこまで言われると少し傷つくな」


「私はお父さんのせいで、今日だけでもっと傷ついてる」


「そうか。で、まあ、そのマネージャーさんの話なんだがね、絹川君」


「はい」


　健一にはその話題の人物が誰だれかわかった気がした。


　綾のマネージャーで、美人さん。それは間違いなく、錦にしき織おりエリのことだ。健一はエリに会ったことがあったし、襲おそわれたこともある。


「実に仕事ができる人物でね。正しよう直じき、わしがすることがないくらいなんだよ」


「それはいいことじゃないですか」


「まあ、そうなんだか、負まけず嫌ぎらいの血が騒さわぐわけだよ。この女性がびっくりするほどの仕事っぷりというのはできないものかとね」


「……なるほど」


　健一はさすがだなあと思う。負けず嫌いと自じ負ふしてやまない人間の考え方はこういうものなのかと考えると、千夜子が自分を負けず嫌いと認みとめるのを嫌いやがるのもわかる気がした。


「いいと思うけどなあ。その人がちゃんと仕事してくれるなら安心して任まかせれば」


　千夜子は横で聞いてそんなこと言い始める。


「お前はあの場にいないから、そう思えるのだ！　お前だって彼女の仕事振ぶりを見れば、思うはずだぞ。『くそう、あの女め、絶ぜつ対たいにぎゃふんと言わせてやる、がおー！』とな」


「……そんなこと思わないから」


　千夜子は呆あきれた様子で否ひ定ていするが、健一はなんとなくそんな風に怒おこる千夜子を想そう像ぞうできる気がした。それで思わず笑ってしまう。


「なんで笑うんですか？」


　そして千夜子はその笑みの意い味みに気づいたらしい。真っ赤な顔で抗こう議ぎの質問を口にする。


「いや、ちょっと想像してしまいました」


「……で、けっこう似に合あうとか思ったんですね」


「そういうわけじゃないですけど……」


　でも、そういうことなのかなあとも思ってしまう。


「やっぱり思ったんですね？」


「……ちょっとだけですよ」


「ちょっとならいいです」


　そう言いながら、やはり千夜子は不ふ本ほん意いそうだった。


「でも、かわいいと思うんですよ。そういう千夜子ちゃんっていうのも」


「……そうなんですか？」


「いつだったか、窪塚さんに睨にらまれた僕のために怒ってくれた時もそう思ったんですよね。笑ってたから千夜子ちゃんの方はそう思わなかったかもしれませんけど」


「……うぅ」


　千夜子はすごく複ふく雑ざつな表情を浮かべて、そのまま固かたまってしまったみたいだった。負けず嫌いな自分を健一に認みとめられるという状況に対たい処しよに困こまってしまったということなのだろうか。


「だから言っただろう。負けず嫌いは悪いことじゃないって」


　そしてそんな千夜子に向かって、千夜子の父親がそう話しかける。


「言ったけど……」


「でも、絹川君が言わないと意味がないということかな」


　千夜子の父親はそう言って健一の顔を見る。その意味に気づいて健一は千夜子の方を見て口を開いた。


「負けず嫌いは悪いことじゃないですよ」


「……ず、ずるいです。二人して、そうやって私をからかって」


「からかってなんかないよなあ、絹川君？」


「ええ。本気ですよ、本当に」


「……うぅ。そうならいいんですけど、でも恥はずかしいのでお父さんの前で言わないでください。健一さんが帰った後に、何度も言われるんです、絶対に」


　千夜子のそんな苦く情じようは目に浮うかぶようだった。それで千夜子はまた父親に凹へこまされるのだろうなあと思うと、申し訳ないことをしたという気持ちにもなる。


「ところがまあ、わしはまた出かけなければいけないので。そういうわけにもいかない」


　しかし千夜子の父親は時計を見て、そんなことを言い始める。


「……また出かけるの？」


「これからさっきの美人さんと打ち合わせだ。公園で待ち合わせることになってるので、麦茶を飲むために家に寄よったというわけだ」


　それはもしかして仕事をさぼってたのでは……という気もしたが、まあ、余よ計けいな仕事をいろいろと抱かかえているみたいだし、いいのだろう。それより健一には気になる部分があった。


「公園で、ですか？」


　なぜだかそれがすごく気になった。だから思わず聞いてしまう。


「ああ、中央公園に桑畑さんの作品があるんだが、その前でね」


　その返へん答とうに健一はなんとなくだが、自分がひっかかった理由がわかった気がした。


「……あれ、どかしちゃったりするんですか？」


「どうだろうなあ。あれはあれでこの街の名めい物ぶつだからな。しかし野ざらしになってるのは良くないという意見もあるから、記念館に移い動どうさせるということもありえる」


「そうですか」


　健一はそんな千夜子の父親の返へん答とうに、ひどく不安になるのを感じた。


　あのオブジェ、『時の番人』は健一にとっては十三階の住人たちとの絆きずなの象しよう徴ちようだった。鍵かぎを見つけたのもあの場所だったし、綾と出会ったのもきっとあのオブジェのおかげなのだ。それがあの場所から消えるから何が起こるわけでもないだろう。でも、なぜか不安になってしまう。


「絹川君はあのオブジェが好きなのかね？」


　それに気づいたのか、千夜子の父親が尋たずねてきた。


「はい」


「そうか。わしも好きだよ。そして家からすぐのところにあるのは好このましいと思ってる」


「僕もです」


「ということは、わしと絹川君は仲間だな」


　そして千夜子の父親はそんなことを告つげると席せきを立った。


「そろそろお出かけですか？」


「ああ、時間にもきっちりした人でな。少し早目に行ってやろうと思ってる」


「お仕事、がんばってください」


「ああ、ありがとう。君はいい奴だな、絹川君」


「いえ、別に、そんなことないですけど」


　健一がそんなことを言ってると千夜子の父親は別わかれの言葉を告げて部屋を出て行く。


「じゃあ、またいつか会おう、絹川君」


「はい、またいつか」


　そして千夜子もそんな父を見送る言葉を口にする。


「いってらっしゃい、お父さん」


　それに千夜子の父親は立ち止まった。でも千夜子へ挨あい拶さつをするためではなかった。


「美人さんも仲間だといいな、絹川君」


「……そ、そうですね」


　健一は突然の言葉に戸と惑まどいながら、でも本当にそうであればなと思う。


　別に何も起きるわけじゃないかもしれない。でも『時の番人』はずっとあそこにあって欲しかった。だからエリもそれに賛さん同どうしてくれればなと思う。


「私も仲間ですよ」


　でもそんな健一の気持ちに答えたのはエリではなかった。声に振ふり返ると千夜子がにっこり笑っていた。そして健一は自分でも驚おどろくほど、ほっとするのを感じた。


「それは頼たのもしいです」


　でもその気持ちが発した言葉を千夜子はあまり気に入ってくれなかったみたいだった。


「……はい」





　　　　○





　それでも千夜子に会いに行ったことは、千夜子にとっては間違いなくいいことだったと思えた。そして健一もそう思っていたのだが彼女の家を出ると、そうとも言い切れないのを感じてしまう。


「この前と同じだよな」


　とは言ってももう随ずい分ぶんと前のことのように思えた。


　千夜子の母親に会って、一いつ緒しよに食事をすればいいと言われた日。確たしかにそれは嬉うれしい申もうし出でだった。千夜子の家族の中に混まじっていたのは幸しあわせな時間だった。


　でも、それはずっとは続かない。千夜子の家族は健一の家族ではないし、健一の家族は千夜子の家族のように幸せではないのだ。


　原げん因いんは自分にある。それがわかっていたから、両親を責せめる気にはなれない。でも千夜子の家を出て一人になると、その現実に押しつぶされそうになる。


　自分は千夜子のように家族に恵めぐまれてはいない。父親が悪いわけじゃない。母親が悪いわけじゃない。そしてもちろん、姉あねの蛍子が悪いわけじゃない。でも家族ということに限かぎれば、健一は間違いなく不幸だった。


「……こんな気持ちで会いたくないな」


　健一は公園まで戻もどったところで、そう呟つぶやく。彼が思い浮かべたのは、冴子のことだった。


　幽ゆう霊れいマンションの１３０３で一緒に暮くらす同じ年の少女。自分よりずっと大人で、いつも自分は彼女に助けられてばかりだ。だからもう彼女に助けを求めてはいけないと思う。


　二人は体だけの関係でなければいけないのだ。健一は冴子とそう約やく束そくしたのだから。


　決して好きにならない──と。助けを求めることが好きになることとは違うかもしれない。でも冴子を追いかけすぎれば、彼女は逃にげてしまう。そんな不安があった。


　普ふ段だんはあまりその不安を意い識しきしたりはしない。でもこうやって心が弱ってくると、それは決して小さいものではないと気づかされるのだ。


　だから健一は家に帰ることにした。誰だれもいるはずのない絹川家。でもそこに誰かいれば、きっと自分は救われるのだろうなと健一は思った。





「…………」


　久ひさ々びさの絹川家は本当に静かだった。誰も住すんでおらず、家か電でんもほとんど沈ちん黙もくしている。


　その唯ゆい一いつと言ってもいい例れい外がいは電話だった。玄げん関かんに置かれた留る守す番ばん電話。その留る守す録ろくのボタンが点てん滅めつしている。


「……誰か、電話してきたのかな」


　でもその誰かが自分の望のぞむ相手でないことはわかっていた。


　根こん拠きよなんてない。でもそうだと理解していた。


　両親は自分のために電話なんかしてこない。ずっとそうだった。だから風か邪ぜを引いたってこっちから電話なんてしなかった。学校には休むと電話はしても、両親にはかけない。


　そんな家族だったのだ。自分がそれをさらに壊こわしてしまったのだ。だから、両親が気き遣づかってくれるなんて期待してはいけない。


「…………」


　そして予想通り、そこには両親の声は入ってなかった。誰の声も入っていなかった。


　留守録に残っていたのは、四回、誰かがかけてきたらしいというその跡あとだけだ。


「ホタルじゃないよな」


　健一は留守録を消しながら、そう呟つぶやく。確たしかめる方法もないし、そう思う根こん拠きよもない。


　でも蛍子の声が聞きたいなと思った。両親はきっと二人が会うことを望んでいない。だから会いたいとまでは言わない。でも声を聞くくらいは許ゆるされてもいいだろうと思う。


　しかし現実には留守録には何も残っていなかった。だから健一は自分にはそれすら許されていないと思うしかなかった。


「……いつか許してもらえるのかな」


　誰に許されればいいのか。それすらわからない自分に気づいて、健一はそのまま靴くつの減へった玄関にしゃがみこんだ。


　そして誰も来ることのないその家で、一人静かに泣いた。





　　　　○





　その日、シーナはずっと怒おこってるみたいだった。さすがにライブの途と中ちゆうは来てくれる人の手前、その辺あたりは抑おさえているようだったが、帰り道はやはり不ふ機き嫌げんな様よう子すだった。


「……なんでそんなに怒ってるの？」


　さすがに健一は気になって尋たずねることにする。


「お前が遅ち刻こくしたからだろ」


　それにシーナはすかさず返してきた。


「それはそうだけど」


　実際、遅刻はした。でも五分くらいだったし、ライブの開始時間にはそんなに支し障しようは来きたさなかったはずだ。だから、そんなに怒られるようなことなのかなと思う。


「さぞ、楽しかったんだろうなあ」


「……何が？」


「だって、今日はずっと彼女と一いつ緒しよだったんだろ？」


「そういうわけじゃないって」


　実際、そういうわけじゃなかった。遅刻したのは千夜子と楽しい時間を過すごしてたからではない。家に戻ったせいで時間を忘れるほど、凹へこんでいたせいだ。


「さぞ、楽しかったんだろうねえ」


「……別に楽しかったわけじゃない」


「彼女と一緒にいて楽しくなかったってどうなんだ、それは？」


「だから……ずっと一緒にいたわけじゃないから」


　それに千夜子のところに行けと言ったのは日奈であり、つまりシーナ当人じゃないのだろうか。自分でそう言っておいてネチネチと文もん句く言われても困る。


「だったら、どこにいたんだよ？」


「家に帰ってたんだよ……それで気づいたら時間が経たってて……」


「なんだ、そりゃ。マジで納なつ得とくいかねえ」


「まあ、そうかもしれないけど……とにかくシーナが考えてるような展てん開かいじゃなかった」


「なんだよ、それは？　俺おれが何を考えてるってわけ？」


「俺が千夜子ちゃんと仲なか良よくしてたって思ってるんだろ」


「仲良くしてなかったわけ？」


「……うーん、してたかもなあ」


「ほら、してたんじゃねえか！　ちくしょう！　お前ばっかり美お味いしい目に合いやがって、ずるいよなあ、本当」


　シーナのそんな言葉に健一はやっとなんだかわかった気がした。


　具ぐ体たい的てきに何が起こったのかまではわからないが、健一が公園を去さった後、窪くぼ塚づか姉し妹まいの間で何かがあったのだ。シーナの不ふ機き嫌げんさの理由の大たい半はんはそれであり、健一の遅ち刻こくや千夜子のことは単たんなる理由の一つでしかないのだろう。


「……そんなに楽しいことばかりじゃないよ」


　だからもうその辺へんを追つい及きゆうするのは止めることにした。シーナに佳奈とのことを聞くのはなんとなくルール違い反はんの気がするし、シーナだってそれを望んでいないだろうと思う。


「くそう。俺なんかその楽しいことが一つもないんだぞ！　もちろん、その楽しいことというのは女関係限げん定ていな。ライブは楽しい。１３０１での食事も楽しい。綾さんを見てると癒いやされるしな」


「綾さんは女関係じゃないのかな」


「細こまかいところにツッコむなよ」


「……ごめん」


　健一は謝あやまるが、それもなんだか気に入らなかったらしい。渋しぶそうな顔をしてシーナが睨にらんでくる。


「むー！　なんかすっきりしねえなあ」


「そんなこと言われてもなあ」


「なんか隠かくしてるだろ、健一！」


「隠してる……わけじゃないと思うけど」


　まあ、家で泣いてたなんて話はするべきじゃないし、シーナに佳奈のことを聞くべきじゃないと思ってる辺あたりはそうなのかもしれないが。


「うー！　くそー！　なんかスカッとすることしようぜ、スカッとすること！」


「……そんなこと言われても、もうけっこう遅いよ？」


　だから家の人が心配するんじゃないの？　とまでは言わない。シーナはきっと家か族ぞくはいないという設せつ定ていだからだ。


「いいんだよ、今日は遅くなってもいいの」


「なんで？」


「そう言われたんだよっ！」


「誰に？」


「……お前には関係ないだろ」


　人を隠かくし事をしてると責せめたわりにはなんだか煮にえ切きらない返事だなとも思う。でもそれで健一には答えがわかった気がした。


　なぜかはわからないが、日奈は言われたのだ。佳奈に。今日は遅おそくなってもいいよ、と。


「まあ、そういうことなら付き合ってもいいけど」


「いいけどじゃない。付き合うんだよ。お前にはその義ぎ務むがある」


「遅刻した罪つみ滅ほろぼしってこと？」


「そうだ」


「わかった。それで許ゆるしてもらえるなら付き合うよ。でも何するわけ？」


　本当はそうでないんだろうけど、シーナの理り屈くつに合わせることにする。しかしシーナの理屈は早くも破は綻たんの兆きざしを見せる。


「そうだなあ……」


　どうやらただの思い付きだったらしい。


「考えてなかったの？」


「考えてるに決まってるだろ」


「……そうなんだ」


「そうだ。ファミレスに行こうぜ」


「ファミレス？　ファミレスに行くとスカッとするの？」


「その辺はよくわからないけど、行くといい感じがするんだよ」


「じゃあ、それでいいけど。でもファミレスって言うと、あれだよね」


「あれってなんだ？　なんかエッチなことか？」


　どこからそんな発はつ想そうが出てくるんだろうと思いながら、健一はそのまま流す。


「ほら、八や雲くもさんだよ。今日もバイトじゃなかったかなあ」


「ああ……そういやそうだな」


「ということは彼女さんもバイトなのかなあ」


　結局、その辺の真しん相そうはわからないままなのだが、やはりそのことを思い出してしまう。刻とき也やは彼女と一緒にファミレスでバイトをしているらしい。いつも一緒というわけではないみたいだが、今日はどうなんだろうか。そんなことを考えていると、シーナがとんでもないことを提てい案あんしてきた。


「じゃあ、確たしかめに行こうぜ」


「何を？」


「自じ称しよう・管かん理り人にんの彼女をだよ」


「……そういうのはあんまりよくないんじゃないの？」


　禁きん止しされているということはないが、お互たがいの事じ情じようを詮せん索さくするようなことはしないようにしている。


「よくないかもしれないが、気にしない方向で」


「そうは言われても気になる」


「気になるなら確かめに行こうぜ」


「いや、気になるのはあんまりよくないんじゃないのって方で」


　健一はやっぱりよくないだろうと思うのだが、シーナはシーナで考えを変える気はさらさらないらしい。


「いいんだよ」


「何がいいんだか」


「秘ひ密みつってのは、確かに隠かくしておきたいことではある。でもそれはそれでストレスにもなってる。そういうもんだろう？」


「……それはそうかな」


「確かにあの自称・管理人は彼女のことをなんだか隠しているようだが、本当にそれは隠しておかないといけないような秘密だと思うか？」


「そう言われると単たんに照てれてるだけかも」


「そうだろ？　そうだろ？　ということは俺たちがライブの後、ファミレスでだべってる時に偶ぐう然ぜん見てしまっても問題はない。そういうことだ」


「……本当に偶然ならね」


「偶然だろ。いるかどうかはわからないし」


「でも確かめに行こうぜとかさっき言ってたし……」


「細こまかいことは気にするな。健一はいい奴やつだけど、テンションが低ひくいのとそういうところがよくないよなあ」


「なんか欠けつ点てんが増ふえてる気が……」


「ま、とにかくだ。俺はファミレスに行きたい。そこに管理人野や郎ろうがいようが、その彼女がいようがそれは関係ない──ということにしておこう」


　確かに最初はそういう話だったはずだ。途と中ちゆうで刻也のことに気づいたから話がおかしな方に向かったが、ファミレスに行くのを止やめる必要はないかもしれない。


「だったら八雲さんがいないファミレスにしようよ」


　でも、やっぱり刻也のバイトの邪じや魔まをするのは気が引けた。


「まあ、それでもいいけど、俺はデリーズの制せい服ふくが好みなんだ」


「それは意地でも八雲さんのところのファミレスに行きたいってこと？」


「違うって。好みの制服のファミレスに行きたいってだけだよ」


「……そういうことならいいかなあ」


　健一は呆あきれながら、シーナの言い分がどこまで本気なのかなと考えてしまった。





「あれじゃねえのか、あれ！」


　関係ないと言っていたはずだが、シーナの興きよう味みは刻也の彼かの女じよ探さがしに集中しているようだった。もしかすると単に自分の好このみのウェイトレス探しなだけかもしれないが……どっちにしろ、一緒にいるのが気まずい。


「……かもね」


　健一はお代わり自由のコーヒーを飲みながら、そんなシーナの向かいに座すわっていた。


「いや、でもあれはねえな。あんなエロい女があいつの彼女なはずがない」


「……それもすごい基き準じゆんだなあ」


　健一がそんな風に呆れてるのに、シーナは無む用ようなほどテンションが高かった。さっきまでは怒ってたみたいなので、それに比くらべればまだいいのかもしれないけれど……にしても、さすがについていけないものを感じる。


「てかさあ、あいつはどこにいるわけ？」


　一通り興こう奮ふんし終えたのかシーナがそんなことを健一に尋ねてくる。


「今日は裏うら方かたなのかもね。もしくはもう帰ったとか」


「だとすると、あいつの反はん応のうでどれが彼女かってのはわからねえなあ」


「だから、その辺は関係ないんじゃなかったの？」


　もうなんだか今いま更さらという感じもするが、一いち応おう、そうツッコんでみる。


「ここまで来たらやっぱり知りたいと思うだろ？　それが男ってもんだろ！　そうじゃないのか、健一！　据すえ膳ぜんは食う！　それが男の生きる道だろうが！」


　しかしむしろシーナはテンションを上げてしまったみたいだった。


「……そういう問題かなあ」


　それにやっぱりシーナが男の生きる道を説とくのはどうかなあという違い和わ感かんはある。本当、シーナの頭はどういう風になってるのかなあと感じてしまう。


「とりあえず、それらしいウェイトレスの名前を覚おぼえておくか」


　しかしシーナの興味はすでにもうウェイトレスの方に戻っていたらしい。なので、健一も様よう子すを見る方に回る。


「それにしてもコーヒーを頼たのんだのは失敗だったな」


　健一はその点に関して少し後こう悔かいしていた。


　コーヒーが薄うすいのだ。正せい確かくには普ふ通つうの濃こさなのだが、健一は濃いのに慣なれているので何か物足りない。シーナがお代かわり自由だからこれにしようと言うから頼んだが、これではお代わりしようという気にもなれない。


「ん？　なんか言ったか？」


「ここのコーヒーって薄いなあって思ってさ」


「そうか？」


　シーナは不ふ思し議ぎそうな顔をして、自分の分を一口飲のむ。


「別に普通だぜ」


「ま、そうなんだけど、自分で淹いれる時はもっと濃いから」


「そっか。なんか綾さんに聞いた気がする。健一はコーヒーだけは味あじオンチだって」


「味オンチってことはないけど」


「でもまあ、普通と味み覚かくが違うのは確かだろ」


「……確かに普通とは違うんだろうね」


　それから健一は思えばファミレスなんて本当に久しぶりに来たなあと思う。なにせあまり家族で出かけたことがないのだ。料理というと自分で作るものだったし、自分が作らなければ蛍子が怒ることになる。だから外で何かを食べるという習しゆう慣かんもなかった。


　それはきっと普通とは違うんだろうなと思う。どう違うかはわからないけど、違うんだろうことはわかっていた。


「ね、シーナ」


「なんだよ？」


「シーナはファミレスとかけっこう来たことあるわけ？」


「……ないよ。今日が初はじめてだよ」


「そうなんだ」


「なんでそんなこと聞くわけ？」


「いや、俺もそんなに来たことないんだけど、他の人はどうなのかなって」


「……そっか」


　それでシーナはなんだか神しん妙みような顔つきになった。


「ちなみに俺が来たことがないのは家族が仲悪いからとかじゃないからな」


「……別にそんなこと思ってないよ」


「じゃあ、なんでかと言うと……母さんが料りよう理りが得とく意いだからだ」


「へえ」


「なんだ、その反はん応のうは？」


「いや、シーナのお母さんとかちょっと想そう像ぞうしたこともなかったから。ああ、いたんだって思って」


「そりゃいるさ。いなければ、俺おれがいるわけがない」


「それはそうなんだけど、なんだか意い外がいな気がして」


「ま、俺は謎なぞのロックミュージシャンだからな」


　なんだかまた肩かた書がきが変わってるような気がする。


「……そうだね」


「それで俺の母さんは料理がうまいだけでなく、節せつ約やく上じよう手ずなんだ。だから大して美お味いしくもないのに高いファミレスなんか行くくらいなら、家でご馳ち走そうの方がいいだろうってことでな、そんなところへ行くものじゃないってことにされてたってわけだ」


「まあ、その方がいいよね」


　健一はそう言いながら、自分の家とは本当に違ちがうなと思う。


「でも俺はだな……こうして友達とファミレスでだべるってのもいいものだと思うんだ」


　しかしシーナの考えていることは家族のことではなかったらしい。言い終おえると健一の方を見て、そして照てれくさくなったらしく視し線せんを逸そらす。


「……俺はそういう風には考えてなかったけど」


　それに健一は少し考えて言葉を返す。


「そ、そうか」


「でも、そうかなって今、思った」


　その健一の言葉にシーナはまた健一の方に視線を戻もどす。


「そ、そうか」


　そしてさっきと同じ言葉を、さっきとは違って嬉うれしそうに口にする。


「シーナといると、自分が明あかるくなれるような気がする」


　そしてそれはきっと本当のことなのだろうと思う。シーナと再さい会かいしたのは、蛍けい子このことで落おち込こんでいた時だ。でもシーナのおかげで元気になれた。そして今日も家族のことで落ち込んでいたけど、元気になれた。


「まあ、健一はテンションが低ひくいからなあ」


「……そうだね」


「でもまあ、そのくらいの方がちょうどいいよな。お前まで俺みたいだったら大変だ」


「だね」


「でももう少しテンションあげようぜ、なあ」


　そしてシーナはそう言って目を動かして、隣となりの席せきに注文を取りに来たウェイトレスに健一の注意を向けさせる。


「……何？」


　しかし突とつ然ぜんのことでなんのことかわからない。


（ネームプレートをチェックしろ）


　シーナはそんな健一に小声で指し令れいを送る。


（りょ、りょうかい）


　位置的にシーナからだと見づらいのだろうか。健一はシーナのノリに釣つられた形になって、なんとか自然にそのウェイトレスの名な札ふだを読み取ろうと試こころみる。


　中なか沢ざわ──と書いてあるように見えた。そしてそれを確認してから、健一はそのウェイトレスが確かにシーナの好このみっぽいなあと思った。そして隣の席のやりとりを見るに、あまり優ゆう秀しゆうとは言えないらしいのもわかる。


「……で、わかったか？」


　注文を終えてウェイトレスが戻るのを見み計はからって、シーナが尋たずねてくる。


「中沢……って書いてあったっぽい」


「中沢か。よし覚えておこう」


　覚えてどうするのかはよくわからないが、シーナはすごく満まん足ぞくそうに笑う。


「でもさっきの人は八雲さんの彼女って感じじゃなかったなあ」


「まあ、そうだなあ。ああいうお色いろ気けむんむんな感じじゃないよなあ、きっと」


「お色気むんむんって……」


「お前気づかなかったのか？　あの中沢って娘、第二ボタンが外はずれてたんだぜ」


「……気づきませんでした」


「もう少しアングルがよければブラが見えてるところだ」


「……シーナっていつもそんなことばかり考えてるの？」


「考えてたら悪いのか？」


「うわ、開き直られたっ!?」


「というか、この点に関かんしてはお前の方がおかしいと断だん言げんするぜ。お前の彼女とか見たところＦカップって感じだったけど、あれがすぐ側そばにあって揉ももうとしないのはおかしい」


「……さっきの話とどういう関係があるんだかわからないんだけど」


「バリバリに関係あるだろ！」


「……いや、全ぜん然ぜんわからないんだけど」


「俺が見たところ、中沢さんもきっとＦカップだった。ここまで言えばわかるよな？」


「……わかりました」


　それは本当は意味はよくわからないけど、もう聞くだけ無む駄だなのはよくわかったという意味だった。


「でもまあ、あの自称・管理人の彼女はＦカップじゃないな」


「……その辺へんはよくわからないけど」


「だって大きいのが好きだったら、もう少し綾さんと仲良くしてるはずだろ」


「そういうものなのかなあ。彼女がいるんだし関かん係けいないんじゃないの？」


「それこそ関係ないだろ。彼女がいようが大きな乳ちちには反応してしまう。それが男の悲しい性さがなんだよ」


「そうかなあ」


「お前は巨きよ乳にゆう派はじゃないからわからないのかもなあ。お前のこと好きな女は巨乳なのに嘆なげかわしいことだぜ」


「嘆かわしいまで言われるようなことなわけ？」


「俺は巨乳派だからなっ！」


　すごく誇ほこらしげにそう言われて、健一はそうだったんだろうかと思ってしまう。確かに巨乳に対しての反応には激はげしいものがあるが……シーナが好きなはずの姉の佳か奈なは決して巨乳とかそういう感じではなかった気がする。でも日奈はけっこう大きかったので……実は大きいのだろうか……。


「シーナは巨乳の娘こが好きなの？」


「違う。巨乳が好きなんだ」


「……えっと、それは体のしかもその一いち部ぶだけってこと？」


「他もエロいならそれに越こしたことはないけどな」


　すごく堂どう々どうと言われてしまうと、それを変だと感じてる自分が逆に不安になってくる。


「……まあ、それはそうだろうね」


「というわけで、他のウェイトレスもチェックするぞ」


「どういうわけかわからないんだけど」


「俺が巨乳のウェイトレスが好きって話だろ」


「……はいはい」


　それで健一が呆あきれて周りを見渡そうとした時、ウェイターが側そばまでやってきていた。


「コーヒーのお代わりはいかがですか？」


　その声に健一は聞き覚おぼえがあって、その顔を見る。


「……八雲さん」


　いつのまにか刻とき也やがそこに立っていた。表情はいつものごとく読めない感じだが、眉まゆ毛げの辺あたりに心なしか怒いかりの色を感じさせる。


「あ、いた」


　でもシーナが気づいたのは、そこに刻也がいたという事実だけらしい。シーナの楽しげな声に反して、刻也はやはりというかなんというか不ふ機き嫌げんな口く調ちようで返す。


「あ、いたではない。それに、それはこっちの台詞せりふだと思うが」


「いや、いないみたいだからもう帰っちゃったのかと思ってたところだったからさ」


「……何か用なのかね？」


「別に。ライブの後、ファミレスに行こうかと思ったら、お前がここにいたってだけ」


「そうとはとても思えないが……」


　そう呟つぶやいて刻也は眉み間けんにしわを寄せながら、健一の方を見る。


「窪くぼ塚づか君はともかく、君までこういうことをするとは思っていなかったよ」


　刻也にそう言われると、悪いのは明らかにこっちなので謝あやまるしかない。


「……すみません。でも本当、八雲さんの仕事の邪じや魔まをするつもりじゃなくてですね」


「邪魔をするのが目的なら追い出しているところだ」


　しかしそう呟く刻也の瞳ひとみに宿やどる怒りの炎ほのおは、そうでなくても追い出そうとしているように見える。


「で、彼女はどこにいるの？」


　なのにシーナはそんなことはまったく気にしていないようだった。
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「窪塚君！」


　それに刻也が声を荒あら立だてる。


「だから、俺はシーナだって言ってるだろ？」


「では、シーナ君。君は私の話を聞いていたのかね？」


「邪魔するのが目的だったら追い出すって話？　でもそうじゃないからいいんだろ？」


　シーナのそんな返答に、健一はなんでシーナはここまで刻也と仲が悪いんだろうと思う。わざわざ火ひに油あぶらを注そそぐような真ま似ねをする理由がわからない。


「確かにそうだが……ひやかしなら帰ってくれたまえ」


「俺たちはコーヒーを飲みながら楽しく語り合ってるんだ。見てわからない？」


「しかしだな……」


　シーナの言ってることは筋すじが通ってるようだが、それが逆にこの状況では刻也を怒おこらせてるように見えた。


「でも、やっぱり邪魔になるようだったら帰りますよ。シーナもそれでいいだろ？」


　だから健一はここは穏おん便びんに済すますことにする。こっちは遊びだが、刻也にとっては仕事なのだ。そこで問題を起こしたら、申もうし訳わけが立たたない。


「……なんで？　俺たち何かまずいことをしてるか？」


　でもシーナはまだ刻也に嚙かみ付き足りないとでも言いたげだ。


「八雲さんが困ってる。それで十分だろ」


　でも健一はそれに自分でも驚おどろくほど強い調ちよう子しでそう返していた。


「……そっか」


　シーナはびっくりしたのか、短く小さくそう呟くと座りなおす。


「悪かったよ。そこまで怒るようなこととは思ってなかった」


　そして意い外がいにもあっさりと謝しや罪ざいの言葉を口にする。


「いや……こっちも大人げがなかった。すまない」


　それで刻也も溜りゆう飲いんを下げたらしく、小さく頭を下げた。


「……じゃ、帰ろうか」


　そして健一はそんな成り行きに居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、改あらためてそう提てい案あんした。





　　　　○





「しっかし、そんなに怒ることかねえ」


　帰り道、シーナは思い出したように不ふ機き嫌げんになった。


　ファミレスを出てすぐ、刻也には聞こえないだろうかと健一はハラハラする。


「八雲さんはしっかりした人だからさ」


「しっかりしてるなら、どーんと構かまえてればいいんだよ」


「ま、そうだけど」


「それにそんなに自分の彼女のことを知られるのが嫌いやってのもどうなんだ？」


「彼女のことは関係なかった気もする」


「仕事場にプライベートを持ち込むなとかそういう話か？」


「……たぶん」


「でもそれなら彼女と一いつ緒しよにバイトしてるのはどうなんだ？　そっちの方がよっぽどプライベートだろ」


「それは、そうか」


　まあ、こっちがなんの予告もなく行ったというのはあるが、確かに公こう私し混こん同どうが嫌だというならシーナの言うとおり、彼女とバイトをしているというのはおかしな気がする。


「結局、あいつはさあ、口うるさいだけで、いい加か減げんな奴やつなんだよ。俺のことだってあれこれ言うけど、要ようするに好みじゃないってだけなんだからさ」


「それはどうかなあ」


　刻也が口うるさいのは確かだが、でも彼はそれを言えるだけのことはしていると思う。自分に厳きびしく、他人にも厳しい。それが刻也のスタンスだろうと健一は思う。だから彼女とバイトをしているということも、きっと何か理由があるのだろう。今まではそんな風には思っていなかったが、ただの公私混同ということであれば刻也がそれを受け入れているはずはない。


「たかが彼女のことであんなに怒る奴が、しっかりしてるはずないと思うね、俺は」


「たかがなのかなあ」


「なんだよ？」


「シーナにとって彼女ってのはたかがとか言えちゃう存在なわけ？」


「……む」


「そこまで言うならさ、シーナの好きな人ってのを教えてよ。たかが彼女なんだろ？」


　そう言われるとシーナは完かん全ぜんに動かなくなる。


「……そうだよな」


　そして数秒経たってから、やっと口を開いた。


「まあ、俺の場合は彼女ですらないけどな、でも……たかがなんて言えないよな」


「だったら八雲さんが怒おこったのは当然ってことだろ？」


「……そうだな」


　シーナは渋しぶい顔をして、それを肯こう定ていする。理り屈くつはわかってもやはり刻とき也やのことを面白く思ってないのは変わらないのだろう。


「まあ、俺もあそこまで怒らなくてもいいんじゃないかとは思ったけど……でもやっぱりこっちが悪かったよな」


「でも俺はもうこれ以上は謝あやまらないからな」


「八雲さんも謝れとは言わないと思うな。今後、気をつければきっと許ゆるしてくれるよ」


「……だったらいい」


　シーナは渋い顔のままそう呟くと黙だまり込んだ。


「ねえ、なんで、シーナはそんなに八雲さんと仲が悪いわけ？」


　それで健一はもう話わ題だいを変かえようと、そんな質問をする。


「別に仲が悪いわけじゃない。嫌きらいなだけだ」


「……じゃあなんで嫌いなの？」


　その違いがどういうものかはわからなかったが、その辺は聞かないことにする。


「あいつが正しいから」


　そしてシーナは少し考えて、そう小さく答えた。


「正しいと駄だ目めなわけ？」


「……駄目じゃないけど、反はん論ろんできないのが悔くやしいんだよ」


「それはそうかな」


「しかもどうにもならないことで、もっともなことを言われたら……どうにもならないだろ。なのにもっともなことを言うから、嫌いになるしかないってことだよ」


「……なるほど」


　健一もシーナの言い分はおかしな気もしたが、それでもなんとなく言いたいことはわかるような気がした。


　シーナがシーナであること自じ体たい、それは正しいとは言えないことなのだ。健一は本人がそうしたいならとそれに合わせているが、刻也にはそれができないのだろう。


　シーナは本当は日奈である以上、刻也はきっと日奈に日奈らしくしろという話をしたのだ。それはシーナにとっては否ひ定てい以外の何物でもない。しかも刻也の言い分の方が世せ間けん的てきにはきっと正しい。だから、嫌いになるしかないのだ。シーナがシーナであるためには。


「……なんだ、あれ？」


　健一がそんなことを考えてる間に、シーナはもう刻也のことを気にするのを止めていたらしい。シーナの言葉にその視し線せんを追おうと、そこにはバスケットのゴールがあった。公こう道どうの脇わきに片かた面めんだけのコートが設せつ置ちされているのだ。


「シュートしてるね」


　そしてそこにあるゴールに向けてボールを投なげている長身の少年がいた。


「そうじゃないだろ」


　しかしシーナが驚おどろいてたのはそういうことではなかったらしい。じゃあどういうことなんだろうなと思ってる間に、確かになんか変へんだなと健一は気づいた。


「……えっと」


　ボールを投げる少年はずっと同じ動きを繰くり返かえしているのだ。


　投げられたボールは吸い込まれるようにゴールに入り、まっすぐ下に落ちる。それを少年は取りに走っており、ボールを持つと元の場所にまた戻り、ボールを投げる。それを同じリズムで続けているのだ。


「……なんだろ、あれ？」


　そして健一はやっとシーナが最初に言った意味がわかった気がした。いつか刻也がボーリングをしていた時と同じような気分なのかもしれない。目の前で同じ光景が何度も繰り返されるというのは、なんだかすごく非ひ現げん実じつ的てきだ。


「変だけど、綺き麗れいだよな」


　シーナはそう呟くと、その不思議な光こう景けいの中心へと歩き出したようだった。健一はシーナの言葉に同どう意いしながら、それに続く。


「うん、すごく綺麗だよね」


　何度も繰り返されるシュートフォームは、それ自体もなんとも非現実的だった。軽く伸のびただけのような動きなのに、ボールはそう飛ぶのが決まってるかのように重おもさを感かんじさせない動きで、そのままゴールに突つき刺ささる。


　無む駄だな力や無駄な動きというのがまったくない。だからこそ、こんなにも綺麗なのだろうと健一は感じる。


「……なんすか？」


　その動きが止まって、その代わりに声が健一たちの方へ飛んできた。


「あ……邪じや魔まだったかな？」


　どうやら少年は健一たちが気になってシュートを止めてしまったらしい。


「邪魔ってことはないっすけど」


　少年はそう言いながら、なんだかすごく面めん倒どうくさそうに伸びをした。それで健一はその少年が本当に背が高いのを改あらためて感じた。刻也もけっこう背が高いと思っていたが、それよりも高いかもしれない。でも顔を見るとまだ幼おさないという印いん象しようを受けた。身長からはあまり考えられなかったが、どうやら年下らしい。


「で、なんなんすか？」


「いや……シュートがすごく綺麗だったから見に来ただけなんだけど」


　健一は怒おこられてるのかなとも思ったが、そういうわけでもないらしい。


「綺麗っすか。綺麗だといいんすけどねえ」


　なんだかため息にも似にた声を上げながら、少年は時と計けいを見て、大きく深しん呼こ吸きゆうをする。


「もう止めちゃうのか？」


　それを見ていてシーナが残念そうに尋たずねる。


「褒ほめてくれたのに申し訳ないっすけど、時間なんで」


「時間って……まあ、もうけっこう遅いか」


「そういうことじゃないんすよ。人を待まってるんすよ」


「お？　これから決けつ闘とうなわけか？」


　シーナは目を輝かがやかせるが、やっぱりそうではないらしい。


「違うっす。単に帰り待ちっす。バスケは関かん係けいないっす」


「……お前、けっこう健一と気が合うかもな」


　なんでそう思ったのか、シーナはそう呟つぶやくといかにもつまらなさそうな顔をする。


「健一って誰っすか？」


「ああ、こいつ？　こいつが健一。で、俺はシーナ」


「はあ」


　しかし自分で聞いたはずなのに、バスケ少年は興きよう味みなさそうに返へん事じをする。


「ところでさ、あれだけ上う手まいってことは、やっぱり部ぶ活かつとかしてるわけ？」


　それで健一は逆にこっちから尋ねてみる。


「俺は全然、上手くないっすよ。あと、部活はしてないっす」


「……そうなの？」


「俺はシュートをするのが好きなんすよ。バスケは他にも色々しないといけないから面めん倒どうっすよね」


「シュートが好きならそうなるのかな」


　健一は理屈はそうかもしれないが、なんか不思議な考え方だなと思った。


「でもさあ、いくら好きって言っても、ずっとシュートで飽あきないわけ？」


　そして今度はシーナが疑ぎ問もんをぶつける。


「飽きないっすね」


　しかしバスケ少年は当とう然ぜんのようにそう答える。


「でもずっとシュートだぜ。同じことばっかりだとさすがに飽きるだろ」


「同じこと……じゃないっすから」


　バスケ少年は少し考えるように、今度はゆっくりとそう答こたえる。


「同じだろ？　さっきずっと同じことしてたぜ。それとも時じ間かんごとに別のシュートの練れん習しゆうに切り替かえるわけ？」


「同じシュートの練習なんすけど、同じシュートにならないから、同じじゃないんすよ」


　しかし少年の返へん答とうはとりあえずシーナの望のぞんだものではなさそうだった。


「なんだよ、それ？」


「だから同じシュートにしたいんすよ。でも同じにならないんす」


「いや、だって同じシュートだっただろ」


「そう見えたかもしれないすけど、俺的には違ちがうんすよ」


「……なんだよ、それ。わけわからねえよ」


　シーナが理解できないという顔をして健一の方を見る。でも健一はバスケ少年の言い分もなんとなくはわかるような気がした。


「俺はバスケのことはわからないけど、料理してるとそんな風に思うことがあるなあ」


「……やっぱり気が合うって思ってたけど、通じ合っちゃうわけか？」


「いや、彼の言ってるのと同じかはわからないけどさ。料理ってさ、本当に微び妙みような加か減げんで味あじが変わっちゃうんだよな。火の温おん度どとか、それで炒いためる時間とかさ。あと室温でもね。まあほとんど変わらないって言っちゃえばそうなんだけど、でも自分で食べるとさ、『ああ、今日はちょっと火が強つよかったな』とか思うわけ。それで次はもう少し弱よわくしようって思うんだけど、今度は弱くしすぎたり……」


　健一はそんな思いを口にするが、シーナは次し第だいに呆あきれたという顔をし始める。


「そんなに気にしないだろ。別に食くえないほど味が変わるわけでもなし」


「ま、そうなんだけどさ……もっと美お味いしくできないかなあって思ってると、そういうところが気になってさ……そういうことじゃないのかな？」


　シーナにはどうも通つうじないとあきらめて、バスケ少年の方を見ると彼の目がキラキラと輝かがやいているのに気づく。さっきまでのやる気のなさそうな態たい度どが噓うそのように彼は健一の方をじっと見ていた。


「きっと、そういうことっす。俺は料理のことはわからないっすけど、きっとそういうことだと思うっす」


　バスケ少年は何度もうなずきながらそう呟くと、興こう奮ふんした様子で言葉を続ける。


「この話が通じたのは先せん輩ぱいが初めてっすよ」


「……そうなの？」


　健一はちょっとそんな少年のテンションについていけないものを感じてしまう。


「大たい抵ていはわかった風なことを言うか、そっちの人みたいに呆あきれた感かんじなんすよ」


　そして少年はシーナの方をちらとだけ見る。


「そっちの人って……露ろ骨こつに態たい度ど違ちがうな、お前」


　それにシーナは不ふ満まんを口にするが、少年はあまり興きよう味みがないらしい。


「先せん輩ぱいは名前は？」


「……えっと」


「ああ、俺の名前の方が先っすよね。俺は九く条じよう流りゆう輝きっす。呼びづらいからルキでいいっす」


「俺は絹きぬ川がわ健けん一いち。で、そっちがシーナ」


「絹川先輩っすね。覚えておくっす」


「……本当に扱あつかい違いすぎだぞ、お前」


　そして無む視しされた形になったシーナが割り込んでくる。


「わかり合えない人間と話すのは時間の無む駄だっす。そしてそういう人の名前を覚えるのも時間の無駄っす」


「いつ、どこで俺とお前がわかり合えないと決まったんだ？　俺はお前と話す気満まん々まんだし、俺と健一で言ったらどっちかと言わなくても俺がボスなんだぞ！」


「だったらボスには興味はないっす」


「……本当にお前、すがすがしいほど潔いさぎよいな」


「よく言われるっす」


　流輝はそう答えると、もう本当にシーナの相手をするのを止めたらしい。健一の方へと向き直り、話を続ける。


「ちなみに俺は中二っす」


　年下とは思っていたが、二つも下というのは少し予よ想そう外がいだった。


「中二……なんだ。その割わりにはすごい背せが高たかいね」


「よく言われるっす」


「俺は高一。比ひ良ら井い高こう校こう」


「ああ、見み覚おぼえがあるっす。思い出したっす」


　そう言いながら流輝はまだ完全には思い出していないのか、少し上を見た。


「何を？」


「女二人と一いつ緒しよに歩いてたっすよね、この間」


　流輝にそんなことを言われて、健一はいつの話かなあと思ったりする。


「千夜子ちゃんと鍵原のことかなあ」


「名前まではわからないっすけど」


「そりゃ、そうだよね」


「あれ、彼女っすか？」


「うん。もう一人はその友達」


「そうっすか。いいっすよね、あの娘こ。ああいうタイプ。ショートカットで元気っぽくて、さばさばしてそうで」


「いや、そっちは彼女じゃない方なんだけど……」


　それにツバメはさばさばはしてない気がする。


「あれ、そうなんすか？　じゃあ、あのちょっと後ろを歩いてた大人しそうな方っすか」


「……実はそうなんだ」


　傍はたから見てツバメの方が彼女っぽく見えたというのはやはり問題だよなあと思う。流輝は流輝で独どく特とくな感性の持ち主のようだが、それでもそれだけが理由でもなさそうだ。


「俺はああいう娘は苦にが手てっすねえ」


　でも流輝はそんな健一の事じ情じようには興味がないらしい。


「どうして？」


「俺はこう我が慢まんしちゃうタイプの娘って駄だ目めなんすよね。俺が相手の考えてることとか興味あんまりないんで」


「そういうものかなあ」


「そういう娘っていつかこっちが気持ちに気づいてくれるって思って待ってるんすよね。でも俺はこんなんだから、そういうことはないわけっすよ。それで向こうは限げん界かいに達して爆ばく発はつしちまうわけっす」


「それは……ルキにも問題あると思うけどな」


「そりゃそうなんすけどね。俺はそれこそシュートしてれば満足なもんで……向こうはそれがどうしてかわからないみたいっすし、なんかもういいやって感じなんすよ」


「そっか」


　健一はそれはそれですごい開ひらき直なおりだなあと思う。しかしシーナは流輝の言い分は気に入らなかったらしい。


「もういいやってことはあれか？　彼女がいたとでも言うわけか？」


　いかにも不機嫌そうに食って掛かかる。
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「いたっすよ」


「この、てめ、あっさりとっ！」


「事じ実じつっすから」


「お前、まだ中学生だろ」


「中二っすけど、それがなんなんすか？」


「で、何なん人にんと付き合ったんだ？」


「五人っすかねえ」


「なんだって──────────!?」


「……そんなに驚おどろくようなことっすか」


「お、驚いてなんかねえよ。中二ならそんなもんだよなあ」


　そう言いながら、シーナは顔を引きつらせている。よほどショックだったらしい。


「そうっすよね」


　でも流輝はそれを平へい然ぜんと受け止める。


「でも、まさかその全員とやっちゃったってことはないよなあ」


「ああ、それはないっすね」


「だよなあ。ははは」


　少しホッとしたようだが、それでもシーナはまだ引きつっていた。


「三人目からは面倒だったので放ほう置ちしてたっすから」


「なんだって─────────────────────!?」


「だから三人目からは……」


「ってことは何か？　最初の二人は……」


「そうっすねえ。最初の女はけっこう積せつ極きよく的てきな女だったんで。二人目はそうでもなかったんすけど、そういうことするもんかなあと思ってたすから」


「……で、どうだったんだ？」


「どうだったって言われても、そういうもんかなあって感じっすけどねえ。つか、そんなこと聞くなんて、まさか先輩経けい験けんがないんすか？」


「な!?　そ、そんなわけないだろ……俺は高校生だぞ？　お前より二つも年上だぞ」


　シーナは言葉では否定しているが顔が引きつっていて、冷ひや汗あせをかきまくっていた。


「そうっすよね。先輩ならもう二ふた桁けたっすよね」


「まあ、百以上は数えてないね」


「そうっすか。高校生ってすごいっすね」


　流輝は感心してるのかどうかよくわからない淡たん々たんとした調子だったが、別にシーナの噓うそを見み破やぶったという雰ふん囲い気きはなかった。


「まあ、な。わかったら少しは俺を敬うやまえ」


「敬えとか自分で言う奴やつに限かぎってろくな奴がいねえんすよね」


「……ほほう」


「いやまあ、先輩がそうとは限らないっすけど、俺の経けい験けん上じようの話っす」


「二人としたくらいで偉えらそうなこと言ってんじゃねえぞ、てめえ！」


「……人生経験の話っすけど」


「そ、そうだよな。ははは」


　そんなやりとりを見ている限り、完全に流輝の方が大人だよなあという気がしてくる。


「絹川先輩は何人くらいと付き合ったんすか？」


「え？　俺は……千ち夜や子こちゃんだけかなあ、付き合ったって言えるのは」


「そうなんすか？　先輩はモテそうな感じっすけどねえ。でもまあ、その方がいいっすよね。人数が多いってことはそれだけ失しつ敗ぱいしたってことっすから」


　流輝がそう言ったせいでシーナが傍はたで「うっ」とうめいたようだった。


「……大丈夫、シーナ？」


「ほっとけ。ちくしょう……二人して俺を小こ物もの扱いしやがって」


「してないだろ、そんなこと」


「そうか？　健一はともかく、こいつは絶対にしてる」


　シーナはうらめしそうな顔をして流輝を指ゆび差さす。


「……そんなことないっすけどねえ。俺は尊そん敬けいしている人とそれ以外って分け方しかしてないっすよ」


「で、俺はそれ以外ってわけか？」


「まあ、尊敬する理由が今のところないっすから」


「……本当にお前、潔いさぎよい奴やつだよな」


「よく言われるっす」


　流輝はそう答えると、時計を見る。


「っと、すみません。そろそろ行かないといけない時じ間かんっす」


　そして流輝は帰り支じ度たくを始める。と言っても、ボール以外は持ち物らしいものはないので服ふくを調ととのえたりするくらいみたいだが。


「……こんな時間にどこ行くわけ？」


　その様子を見ながら健一は彼に尋たずねる。


「バイトっす」


「バイト？　こんな時間から？」


　中学生だというのに夜中にバイトなんてありなのだろうかと健一は考えてしまう。


「っても親に頼たのまれてるだけなんすけどね。姉がそこのファミレスでバイトしてて、帰り道が危あぶないから暇ひまなら迎むかえに行けって。まあ、ボディガードみたいなもんすかね」


「……そこのファミレスで」


　ちょうどさっきまでいた場所でそういう話になると、ちょっと気になる。


「お前のお姉さんが中なか沢ざわさんなら紹しよう介かいしてくれ」


　しかしシーナはちょっとどころじゃなく気になったらしい。


「俺の姉はきっと九く条じようさんのはずっすよ」


「……そ、そうか。確かにそうだな」


　シーナはそれで少し我われに返ったようだった。


「でも、両親が心配するってことは、メチャかわいいってことだよなあ」


「俺にはそうは思えないっすけどねえ。でもまあ、痴ち漢かんとかには狙ねらわれやすいタイプかもしれないっすね」


「それはつまりエロエロってことか」


「……どうっすかねえ。ある意い味み、目立つタイプではあるっすけど、エロいって感じとは違う気がするっす」


「わけわかんねえよ、お前の言い方は」


「まあ、親ってのは自分の娘ってだけで必要以上に心配するもんじゃないっすか」


「それはまあ、そうかもなあ」


「だから、まあ、うちの姉が誰にも興味もたれそうになくても、結けつ果かは同じっすよ」


「……まあ、そうだな」


　シーナはそう呟きながら、でもなんかおかしいなと思ってるらしい。でも流輝はもうシーナとの会話は切り上げて、健一の方を見た。


「じゃあ、絹川先輩。今日はこの辺で失礼するっす。俺は夜はここにいることが多いんで、また機き会かいがあったら話をさせてください」


「……あ、うん。こっちこそ、また君がシュートをしてるところを見せてくれると嬉うれしいかなって」


「だったら、もう少しは上う手まくなっておくっす」


　流輝は恥はずかしそうに小さく笑うと手を振って、健一たちの元もとを去さる。そして言ったとおり、健一たちが来た方向へと歩いて行った。


「変な奴だよなあ、あいつ」


　そして十分に離れたと思ったのか、シーナはそんなことを呟く。


「……そうだね」


　健一はシーナの意見に賛さん同どうしながらも、どっちかと言わなくてもシーナの方が変だったんじゃないかなあとも思った。





　　　　○





　気づけばけっこう遅い時間になってる気がした。


　健一はあまり夜遅く出歩くようなことはしない。毎まい晩ばんのようにシーナとのライブはあったが、それが終われば幽ゆう霊れいマンションに戻っていた。


「……そういえば、今日は話してないな」


　そしてそれはきっと夜は冴子のための時間だと考えているからだろう。冴子はあまり外を出歩くのは好きじゃないようだし、そんな彼女を置いて外をふらふらするというのも気が引ける。


　それに夜が怖こわいのかもしれないとも思う。夜、外にいて楽しかった思い出というのが浮かばない。冴子との夜歩きは途と中ちゆうまで楽しかったが、その結果は散さん々ざんなものだった。


　あれ以来、本当に冴子に外で話をする機き会かいを失ってしまったのだから。


「なんか言ったか？」


　シーナは周まわりをきょろきょろしていたらしく、そんな健一の気持ちには気づかなかったらしい。健一の独ひとり言ごとに反応するのにも、けっこうな間があった。


「え？　あ、今日はマンションの皆みんなに会ってないなって」


　気持ち的には冴子ということになるのだが、それを言うとシーナにあれこれ言われそうなのでそんな言い方になる。


「ああ、今日はお前、遅ち刻こくだったもんな」


　気づくと時間が経たっていて、おかげでマンションの前で待ち受けていたシーナに引ひっ張ぱられるように駅えき前まえまで急いだのだ。


「……悪かったよ」


「それに俺と管理人野郎には会ってるだろ」


「じゃあ綾さんと有馬さんに会ってないだけか」


　そう言ってから、だけかと言ってしまえる程てい度どのことなのかと考えてしまう。


「それに有馬冴子とは学校でも会ってるんだろ？　同じクラスだし」


「そのはずなんだけどね。でも外で見る有馬さんは別人みたいでさ」


「……ま、どっちかと言うとマンションにいる時の有馬冴子が別人なんだけどな」


　シーナの言葉に、きっとそっちの方が正しい認にん識しきなんだろうなと思う。でも、健一にとってはやはり１３０３にいる時の冴子が本当の冴子だとも感じる。


「それはそうとさ」


　しかしシーナにはそんな健一の気持ちはわからない。シーナは本当の冴子を見たことがない。わかるわけがない。


「なに？」


「またあいつと会ったりするわけ？」


「あいつって……九く条じよう君のこと？」


「そそ。九条流りゆう輝き」


「どうかなあ。会いたくないってわけじゃないけど、けっこう遠いしね」


「だよなあ」


「シーナが付き合ってくれるならともかく、一人で行って、今日はいませんでしたみたいなことになっても寂さびしいし」


　健一はそんな自分を想そう像ぞうして苦笑いをしてしまう。でもシーナは笑ってはいなかった。


「俺は……いまいち気が乗のらない」


「そうなの？」


「いやまあ、健一がど─────してもって言うなら一いつ緒しよに行ってもいいけどな」


「そんなに嫌きらいなんだ」


「いや、あいつのことがどうこうじゃなくて」


「どういうこと？」


「あの辺をうろうろしてたら、管理人野郎に見つかるかもしれないだろ」


「……ああ」


「そうしたら『またひやかしかね？』とか言われかねないし」


「でも実際にそうじゃないならいいんじゃないの？」


「……ま、そりゃそうなんだけどな。でも確実に好こう感かん度どが下がるぜ」


「まあ、下がるかな。っていうか、そんなこと気にしてたんだ」


「なんだよ、俺が無む神しん経けいな奴みたいなその言い方は」


「いや、そういうことじゃなくて、シーナの方が八雲さんのこと相そう当とう嫌ってるみたいな気がしてたから、向こうがどう思おうが気にしないぜってな感じかと思ってた」


「そういうわけにもいかないだろ。だって、あいつの方が正しいんだから。あいつに嫌われると惨みじめな気持ちになるぜ？」


「そういうものかなあ……」


　でもまあシーナと刻也という話ではなく、もっと広げて考えてみれば、嫌われるのはやっぱり堪こたえるだろうなあとも思う。それが毎日のように顔を合わせないといけない相手なら、こっちがどう思ってるかは関係ないのかもしれない。


「お前は他人からの評ひよう価かって気にならないわけ？」


「あんまり気にしてないかもなあ。基本的によく思われてないって感じがいつもしてるし」


「なんで？　お前って周りからの評価高いと思うけどなあ」


「……なのかなあ」


　その辺がどうも自分ではピンとこない。千ち夜や子こから告白されるまでは、女の子が自分に興きよう味みを持つなんて思ってもいなかったし、その辺はなぜか今でも変わってない。


　あれから色々とあって状況も変わってきてるのに、その考え方が変わってないというのは自分でも変な気がするのだが、でも実際に自分ではそう思ってるのだからしょうがない。


「少なくとも十三階の人間はそうだろ」


「それはそうかな」


　外の世界の話と比べればそれはまだ納得できる気がした。でもやっぱりそれもなんだか違う気がしてしまう。


「綾さんはもちろん、管理人野郎だって健一には敬けい意いを払はらってるみたいだし」


「八雲さんはどうなのかなあ。あの人は誰にでも真ま面じ目めなだけじゃないかな」


「じゃあ有馬冴子は？」


　シーナにそう尋ねられて、健一は冴子の顔を思い出す。でもそれは笑顔ではなく、無言でこっちを睨にらんでいるような表情だった。


「どうかなあ」


「どうかなって……同じ部屋で暮くらしてるんだろ？」


「まあ、そうなんだけど。でも、きっとシーナが思ってるような関係じゃないよ」


「じゃあ、どんな関係なんだよ？」


　シーナは不満そうに尋ねる。でも健一にはそれにすぐに答えられる言葉はなかった。


「…………」


　だから会話が途と切ぎれた。一秒、二秒、三秒……実際にはもっと短い時間だったかもしれないが、健一にとってその沈ちん黙もくはすごく長く感じられた。


「好きにならないって約束したんだ」


　そして健一はその静せい寂じやくに耐たえ切れず、今まで誰にも話さなかったことを口にする。


「好きにならない？」


「一緒に暮らしてるのは、その必要があるからで、それ以上のことを二人の間に持ち込みたくないって。そう有馬さんは思ってるみたいなんだ」


「……なんだかわからねえな、そういうの」


「まあ、俺おれも完全にはわからないよ。でも、それが思いつきや冗じよう談だんじゃないってことは、確かだって感じたんだ」


「それってさ……かえって苦くるしいよなあ」


「そう、かな？」


「お前がそう思わないならいいけど、俺なら嫌いやだな」


「なんで？」


「だって好きになったらどうするんだよ？」


「どうするって言われても……」


「俺なんて女の子に少し優やさしくされちゃって、その娘が胸が大きかったら好きになっちゃうんじゃないかなあって思うけどなあ」


「……そうなのかな」


　健一にはシーナの言葉は共きよう感かんできなかった。でもそういうものかもしれないなとも思う。


「まあ、その一方で三度会って何もなければ、もう何もないって気もする」


「なにそれ？」


「何かイベントって言うの？　事件とかアクシデントとか、そういうのがあってその人が特別だって感じる瞬しゆん間かんってのがあるもんだと思うんだよな。だから何度会ってもそういうのがない奴とは、その先も何もないんじゃないのってこと」


「なるほど」


「だから何もなく、普通に同どう居きよしてるだけなら別にいいのかもなって話」


「普通に同居しているだけなら、か」


　健一はシーナの言葉に少し感かん心しんしながらも、でも自分の実じつ情じようとそれがどれだけ遠いだろうと思う。


　何もなかったわけじゃないし、普通に同居してるなんてとてもじゃないが言えない。


「ま、健一も少し優やさしくされたからって勘かん違ちがいするなってことだ」


「……勘違いね」


　健一はそうなのだろうなと考えてしまう。


「女ってのはそういう紛まぎらわしいことを平気でする生き物なんだよ。悪わる気ぎはないんだよな。単たんに男がそんなことを気にすると思ってないだけで」


「だとすると男は悲しいね」


「……悲しいよなあ、本当」


　シーナはしんみりとそう告げると、それで健一が黙だまってしまったのに気づいて、健一の方を見てわざとらしく笑った。


「ま、でもだから女の子に本当に優しくされると嬉うれしいわけだしさ」


「そうだね」


　そしてそれがきっと本心からの言葉じゃないんだろうと思いながら、健一は気づかない振ふりをして肯こう定ていする。


「それに俺は友ゆう情じようってのは男のための言葉だと思うね」


「女の子は友情ってないわけ？」


「ないわけじゃないけど、どこかライバルだって部分あるだろ」


「そうかなあ」


　健一はそれで千夜子とツバメのことを思い出す。あの二人はお互いをライバルだと思ってたりするんだろうか。とてもそうは思えない。


「でも男と男の間にそういう打だ算さんはないだろ」


「まあ、それはそうかな」


　実際、シーナとは損そん得とくで付き合ってるわけではないと思う。でも、なんだかやっぱり違うような気がして健一は続けて口を開く。


「でも、さあ」


「なんだよ」


「シーナは好きな娘が俺と縁えん切きれって言ったら切るだろ？」


「……いきなり究きゆう極きよくの選せん択たくを突きつけてきたな」


「いや、うん。別にシーナがさ、俺のことどうでもいいと思ってるとは考えてないけど、でもシーナにとってその娘って別べつ格かくだと思う。その辺り考えると、男の友情ってのも、やっぱり悲しいって」


「まあ、そうだよなあ。男は皆みな、女の奴ど隷れいなんだ。背が高くたって、力が強くたって、恋をしたら逆さからえないんだよな」


　シーナの言葉に健けん一いちはやっぱり共感できないものを感じる。でもそれがきっと正しい言葉なのだろうなというのは理り解かいしていた。


　その考えがなじまない原因はシーナが本当は女だからというわけでもない。


　悪いのは自分なのだ。恋愛は自分に向いてない。そう感じる自分がそれを否ひ定ていしようとしているのだ。


「ああ、ちくしょう！」


　でもシーナはそんな健一の考えには気づく様子もなく、自分の恋に一向に進しん展てんがないことを考えていたらしい。


「……どうしたの？」


「なんでお前や管理人野郎に彼女がいて、俺にはいないんだ？」


「……謎なぞのミュージシャンだから？」


「それはまあ、そうかな」


「っていうか八雲さんに彼女がいるのは認みとめることにしたの？」


「ああ。今日のあいつの態たい度どを見てたら、やっぱりいるのかなって思った」


「……どの辺で？」


「仕事のことで怒ってたろ？　彼女の話が噓うそならもう少し動どう揺ようしててもいいと思うんだよな。まあ、単に今日はいなかっただけかもしれないけど」


「なるほど」


　あんまり気にしてなかったが、言われてみるとそれはそうかもしれないという気がした。


「まあ、管理人野郎はいい。あいつは真面目だから許す。でも九条の奴はどうだ？」


「どうだと言われても……」


「いいのか？　あんなヤリ捨て野郎？　許されていいのか？」


「ヤリ捨てってわけじゃなさそうだけどなあ。単に好きでもない娘から告白されて、とりあえず付き合ってみたけど振ふられたってだけで……」


　健一はそう言いながら他ひ人と事ごとではないかもなあと思ったりもした。千ち夜や子この性格のおかげで何度となく助けられて来たが、健一もそうなっていてもおかしくなかった。


「俺が言いたいのは、そんな好きでもない娘とセックスするなってことだ」


「いや……その辺はむしろシーナはしないのがおかしいって言ってたと思う」


「うぐっ」


　自分の意見の矛む盾じゆんを指し摘てきされて、シーナは押し黙る。そして次の言葉が出る前に、なんだかシーナの顔に怒いかりのようなものが宿やどるのが見えた。


「……なんだか知らないけど今日は珍めずらしい出会いに恵めぐまれてるなあ、オイ」


　しかしそれは健一に対してでも、流りゆう輝きに対してでもなかったらしい。シーナの見かけたその誰かが怒りの原因だった。


「どうするよ、こっち来るぞ」


　そして健一がその誰かに気づく前に、向こうはもう動いているらしかった。それで健一はシーナの視し線せんの先を見る。


　電でん灯とうの少ない通りの向こうに、一人の男が立っていた。自分よりがっしりしていて、でもそんなに年上でもなさそうな少年。見み覚おぼえがある気もするが、まだ遠くてよくわからない。


「……誰？」


「飯いい笹ざさ伸しん太た」


　シーナの短い答え。健一はそれを聞いてもしばらく誰かわからなかった。でも体の方はそれが誰か思い出したらしい。腹が急に痛くなった気がした。


「……飯笹？　飯笹って、あの？」


「そ、有あり馬ま冴さえ子このせいで色々と終わっちゃった奴」


　シーナは小さな声で健一に答える。でもそれが聞こえたのか、飯笹は少し歩く速そく度どを上げたようだった。


「どうするの？」


「逃げる……ってわけにはいかなそうだな。こっちはもう用はないけど、な」


　シーナはそんな軽口を叩たたくが、健一にはそんな余よ裕ゆうはなかった。近づいてきた男が、確かに飯笹とわかると膝ひざが震ふるえた。


「くそ……」


　我ながら情なさけないと思う。そしてそんなに怖こわがるようなことなのかとも。


「そんなにびびるタイミングじゃねえだろ。有馬冴子と一緒なわけじゃないし、俺のこと向こうは知らないはずだしな」


「……そうだけど」


　もしシーナのことを知っていたら。そう思うとゾッとした。あの時はシーナの不ふ意い打うちだった。正面からぶつかってシーナに勝ち目はあるんだろうか。シーナが実は窪塚日奈だと知っている健一にはとてもそれにイエスとは答えられない。


　シーナはどうするつもりなんだろうか。もう用はないということは、ケンカをする気はないということだろうか。でもシーナにその気がないとしても飯笹はどうなんだろうか。


「やっぱり、お前、見み覚おぼえある顔だぜ」


　健一がそんな心配をしてる間に、飯笹は十分に近づいて来ていたらしい。その言葉は健一を睨にらみながら発はつせられた言葉だったが、健一は不安が消えるのを感じた。


　標ひよう的てきは自分らしい。シーナへの復ふく讐しゆうが目当てだったら、以い前ぜんと同じ気持ちになったかもしれない。でも自分が狙ねらいなら、自分が殴なぐられれば済すむ。そんな気がした。


「僕は名前も覚えてますよ。飯笹さん、ですよね？」


　だからだろうか、健一ははっきりとそう言い返した。


「……へえ」


　それで少し飯笹は面白くないと思ったらしい。さらに接近して少し身をかがめて見上げるように健一を見て強く睨んでくる。


「なんですか？」


　そう尋ねると飯笹はさらに目に力を込めてきた。


「質問したいのはこっちの方だ」


「……なんですか？」


　そして結局、さっきと同じ質しつ問もんをすることになった。


「有馬は？」


「え？」


「有馬はどうしたって聞いてるんだよ？」


「あの時だけですよ」


　健一はそう答えながら、あれが最初で最後だったのだなと思い出す。一緒に暮くらしてはいるけど、一緒に出かけたのはあの時だけだったのだ。


　それが飯笹だけのせいとは言わない。でも、あの出会いが冴子をより頑かたくなにしてしまったのは事実だった。そう思うと健一は心の底から怒いかりが湧わき上がってくるのを感じる。


　この人さえいなければ──と思う。それは一方的で理り不ふ尽じんな思いかもしれない。でもそう思わずにはいられない。


　この人さえいなければ、有馬さんはもっと──健一はそう思う。


「……そっか」


　でも飯笹の方は逆に冷れい静せいになってしまったようだった。見上げていた目を閉とじて、かがめていた背を伸ばす。


「え？」


「すまなかったな」


　そんな謝しや罪ざいの言葉に、健一の怒りはやり場を失い霧む散さんしてしまったみたいだった。


「……えっと」


「お前も俺と同じ立場だったんだな。なのに殴ったりして悪かったよ」


　そう言った彼はまるで別人のようだった。いや、こっちが本当の姿すがたなのかもしれない。健一が見た飯笹という人物は、冴子に振ふられて自や棄けになっていたのだから。


「いや、まあ……怪け我がはすぐ治りましたし、いいですけど」


　なので健一としてはもうなんだかそれ以上、どうこう言う気がなくなってしまう。


「お前、いい奴だな」


「……いや、別にそんなことないと思いますけど」


　健一は本当に調ちよう子しが狂くるうなあと思う。さっきまでシーナが殴なぐられるんじゃないかと心配してた自分が馬ば鹿かみたいな気にもなる。


「で、こっちはお前の友達か？」


　そして飯笹の興きよう味みは一いつ緒しよにいたシーナの方へ移うつったらしい。


「はい。一緒にストリートライブしてる仲間で、ヴォーカルのシーナ」


「ふーん。ストリートライブねえ」


　そう言いながら、彼はあまり興味がなかったらしい。


「そっか。で、二人とも時間あるか？」


「時間？」


「時間あるならうちに寄よってけよ。この間のワビがしたいからさ」


　そう言いながら飯笹は健一の返事を待つ気はなさそうだった。言ったそばから彼の家へと向かって歩き出す。


「……どうする？」


　健一としてはまあいいかなと思ったが、シーナも一緒だしということで尋ねてみる。


「男が詫わびたいって言ってるんだから、行ってやるしかねえだろうな」


　それにシーナはなんだかすごく男らしくそう答えた。





　飯笹伸太の家というのは、お酒さけを売ってるお店だった。


「……お酒ですか？」


　そのせいなのか普通にお酒が出てきた。伸太の自じ室しつらしい意い外がいに綺き麗れいな四よ畳じよう半はんの部屋。真ん中に置かれた丸い机の上に缶かんビールが十本くらいドカッと置かれる。


「もう高校生なら、大丈夫だろ？」


「いや、法ほう的てきにはアウトなはずですよ」


「……まあ、世せ間けんじゃそういうことになってるらしいな」


　そう言いながら伸太は適てき当とうに一つ取ると開けて飲のみ始める。そしてどうしたものだろうと思ってる健一とシーナの前でごくごくとノドを鳴らす。


「ぷはー！」


　そして一息つくことにしたのか、缶ビールから口を離して、また机の方に置いた。


「俺のおごりだから飲んでくれよ」


　伸太は手をつけようとしない二人にそんなことを言い始める。


「そうは言っても……」


「家で飲まないわけ？」


「飲みませんね。家に飲む人がいないので」


　健一はそう答えながら、両親はお酒を飲む人だったかなと考えてしまう。


「はあ……そっちは？　シーナって言ったっけ？」


「俺も、家でも飲まない」


「そういうもんかねえ。俺の家は外では飲むなとは言われてるけど、家でならガキの頃ころから飲んでたぜ」


「いや、こっちからすると、そっちの方が驚おどろきですけど」


　健一は自分の家も変だが、飯笹家もなかなかのもんだなと思う。


「ま、いいじゃねえか。今まで飲んでないなら、今日から飲むってことで」


「……そういうもんですかね」


　健一はそう言われて、なんだか飲まないのも悪いのかなあと思う。それで机の上に残のこってるビールを見る。何種類かあるみたいだが、正直、違ちがいがわからない。


「どれでも同じだよ。違うのはエビスくらいかなあ」


　そんな健一の態たい度どの意い味みに気づいたのか、伸太はそう言って適てき当とうに選んだ一本を健一の前に置く。それはどうやらエビスというヤツではないらしい。


「エビスはどう違うんですか？」


「ん？　まあ、玄くろう人と向け？」


「なるほど」


　まあ、それならエビスじゃない方がいいんだろう。健一はそう思いながら渡わたされた形になったビールを開ける。


　プシュッと軽い音がして詰つまっていた炭たん酸さんが抜ける。健一はそういえばビールは炭酸が入ってたんだななんて当たり前のことを改めて思ったりする。


「そっちは？」


　それで伸太は健一の方はいいと思ったのかシーナの方に話を振り直す。


「俺はウーロン茶でいいよ」


　健一も横で聞いててその方がいいだろうなと思う。いくら遅おそくなってもいいと言われたといっても酔よっ払ぱらって帰ったら佳奈だって心配するだろう。


「は？　お前、それでも男か？」


　しかしその言葉にシーナは引ひっ込こみがつかなくなってしまったらしい。


「なんだって？」


「男ならビールくらい飲めよ。ビールなんて酒とも言えない酒だぜ。それも飲めないヤツは俺は男とは認みとめない」


「別にお前に認められなくたっていいけどなあ」


　そう言いながらも、シーナは明らかに熱あつくなっているようだった。いつぞやのそうめんの時のテンションを超こえている。


「けどなんだ？」


「俺おれは飲むぜ、男だからなあ。しかもエビスをだ」


「へえ。格かつ好こういいな、お前」


「今いま頃ごろ、気づいたかっ！」


　シーナは言うが早いか、ビールを摑つかむ。


「だ、大丈夫なの？　玄くろう人と向けなんだろ、それ」


　健一もさすがに心配になって尋ねる。でもそれは逆ぎやく効こう果かだったらしい。


「大丈夫に決まってるだろ？　俺はシーナだぜ？」


　そしてそれでなんで大丈夫なのかわからない健一の前で、シーナはエビスビールをがーっと流し込んだ。
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「……なんでこんなことになってるんだろう」


　健一は結局、ろくに飲んではいなかった。早々にシーナと伸しん太たが酔よっ払ぱらってしまったせいで、さすがに自分まで酔っ払ったらまずいだろうなと心にブレーキがかかったせいだ。


「うへへ。わかる、わかるぞお。そうなんだよ、そうなんだよなあ」


「わかるか？　わかるかあ？　俺もわかるぞお？」


　そしてアクセル踏ふみすぎな二人はもう傍はたからは理解に苦しむ会話を続けていた。どうやら片思いの辛つらさを語り合ってるらしいのだが、健一にはよくわからない。


「そうだよなあ、健一？」


　そうこうするうちに健一が実は会話に関かかわってないのにシーナが気づいたらしい。


「な、何が？」


「片思いってのは辛いって話だよ」


「……片思いしてないしなあ」


「なんだとぉ！　じゃあ俺の気持ちはどうなるんだよ？」


「ああ、シーナは片思いしてるね」


「そうだろ、そうだろ。うん、お前もわかってきたな」


「……ありがとう」


　健一は本当に会話になってないなあと思う。でもシーナは嬉うれしそうな顔をしてまた伸太との会話に戻っていく。


「で、その彼女ってどうだったわけよ？」


「いやー。これがさあ。顔はかわいいし、性格もちょっととげとげしいけど、さびしがりなところもあってさあ」


「なんだよ、のろけかよぉ。聞いてらんねー」


「でもよお。ちっともやらせないんだよなあ。キスもさせないから俺様ブチキレですよ」


「はははは。だっせー」


「まったく、だっさいんだよ。で、他の女の誘さそいにホイホイ乗っちゃってさ」


「で、童どう貞てい捨すてたけど、他にも大だい事じなものも捨ててしまいましたってわけ？」


「うへえ。言ってくれるねえ。ま、本当のことだけどな」


「ぐははは」


　そんなやり取りに健一はある特とく定ていの人物のことを思い出すが、それをなんで二人がそんなに楽しげに話しているのかは理解できなかった。単に酔よっ払ぱらってるからなんだろうか。


「佳奈ー！　愛してるぜー！」


　そして伸太が、健一が予想してた通りの名を叫さけぶ。


「愛してるなら他の女に誘われるんじゃねえよ」


「でもよぉ、セックスしたかったんだよぉ」


「まあ、それもわかるけどなあ。わかるけどなあ。俺だってセックスはしたい。うおぉ、してえよぉ」


「でも我が慢まんしなくちゃ駄目だったよなあ」


「だよなあ」


「だよなあ」


　そしてそんな二人のやり取りに健一は思う。


　これが恋れん愛あいをしている人間のすることということなら、自分はどうなんだろうか？


　でも、その答えはもうとっくにわかってる気もした。


　僕は恋愛に向いてない──それを思い出すと、やはり自分は恋愛をまだしていないのだろうなと思うしかなかった。





　　　　○





「……大丈夫？」


　伸太の家にいた時じ間かんはそんなに長ながくなかったはずだが、それでも帰る頃にはビールは全部なくなっていた。


　健一は最初に渡された一本すらなくなってなくて慌あわてて飲のみ干ほしたくらいだったから、残りはシーナと伸しん太たで飲んだということになる。


「だ、大丈夫だぜ、本当」


　伸太はともかくシーナは間違いなく大丈夫じゃなかった。だから健一は歩くこともままならないシーナを背せ負おって幽ゆう霊れいマンションへと歩く。


「……間違いなく捕つかまるよなあ、この状じよう況きようは」


　自分も飲んでるし、シーナはしこたま酔っ払ってる。こんなとこを警けい察さつ官かんに見つかったら補ほ導どうされてしまうだろう。


　それでも帰ろうと伸太の家を出たのは、シーナが遅くなっても帰らないわけにはいかないと言って聞かなかったからだ。とは言え、こんな様子では帰っても心配させるだけだろうし、そもそも帰ることだってできそうにない。


「本当に……帰るの？」


「帰るったら帰るんだよ。シーナはなあ、不可能を可能にする男なんだぜ」


「まあ、それならいいんだけどさあ」


　でも帰るのは日ひ奈なだから、やっぱり良くない気がする。


「とにかくマンションに向かうのだ。その後のことはその後だ」


「俺もそう思うけどさあ」


　でもやっぱり無理があるだろうと健一は思う。しかしそれ以上の追つい求きゆうはできなかった。


　シーナは健一の背中で寝ね息いきを立てて寝始めてしまったのだ。





「シーナ……とりあえず部屋までは戻ってきたよ」


　１３０５の前に立った時、健一もかなり酔いが回っていた。さすがにビール一本とはいえ飲んだ後にシーナを担かついで歩いた挙あげ句く、十三階まで階段を上るのは無む理りがあったと思う。最近は慣なれてきたとは思ってはいたが、ハンデがきつかった感じだ。


「シーナ、起きてよ」


　鍵かぎが開いてれば部屋に入れたのだが、どうもちゃんと閉しめて出かけたらしい。そうなるとシーナに起きてもらわないことには進めそうにない。いくら男という設せつ定ていになってるからと言っても、寝ているシーナの服から勝手に鍵を探さがすというのも気が引ける。


「…………」


　というのにシーナは全然目を覚まそうとしてくれない。まあ、階段みたいな揺ゆれるところでも目を覚まさなかったのだから不ふ思し議ぎもないが。


「シーナ、起きてってば」


　本当に起きてくれないので揺らしてみる。


　でも起きない。だからもっと揺らす。


「……ん？」


　それでやっと何か反はん応のうがあったらしい。シーナが声を上げたのがかすかに聞こえた。


「もう、朝？」


　それで揺らすのを止めて耳を澄すますと、そんな質問が聞こえた。


「朝だったらもう手て遅おくれなんだけど」


　健一は思わずそうツッコんでから、なんか違うなと感じる。どうもさっきの質問はシーナっぽくなかった。どうやら寝ている間に日奈に戻ってしまったらしい。


「あれぇ？　ここどこぉ？」


　そして健一の予よ想そう通り、自分の状況を把は握あくできてない様子を見せる。


「どうしても帰らないといけないって言うから１３０５まで連れて来たんですけど」


「ああ……そうだったんですか……すみません……」


　その返へん事じは明らかにシーナのものではなかった。健一はそれを感じながらも、気づかない振ふりをすることにする。とりあえず、背せ負おってるのも疲つかれるしおろすことにした。


「とりあえず部屋で着き替がえてください。そうしたら、送ってきますから」


「……はい」


　そしてどこまで健一の言ったことがわかったのかわからないが、シーナの格好をした日奈は鍵をポケットから出すと扉を開けて１３０５へとふらふらとした足取りで消えた。





「……遅いな」


　１３０１を覗のぞいてみたが誰もいなかった。だから健一は一人水を飲み、また１３０５の前まで戻ってきた。


　そして日奈が着替え終わるのを待ってるのだが、一いつ向こうに出てこない。


「もしかしてまた寝ねちゃったのかなあ」


　その可能性はけっこう高かった。まあそれならそれでいいのかもしれないが、もしかしたら本当に帰らないといけない理由があるのかもしれない。


　酔よっ払ぱらって帰るのと、酔っ払ったので帰らないのではどっちがいいかかなり微び妙みような気もしたが、帰らないといけない理由があるならそうも言ってられない。


「窪塚さん……起おきてます？」


　ドアを叩いて、日奈の名前を呼んでみる。


　反応はない。やはり寝てしまってるらしい。


「……参まいったな」


　健一の方はかなり落ち着いてきてるが、日ひ奈なの方は初めてのくせにかなり飲んでいた。寝てるだけならまだいいが、倒たおれてたりしたら大おお事ごとだ。


「鍵は……開いてるな」


　健一は三回、名前を呼んでから、しょうがないので勝手に部屋に入ることにした。


「うわ……」


　日奈はなかなかになまめかしい状況で寝てしまっていた。ちゃんと着てると言えるのはパンツくらいで、どうもブラジャーをつけてる最さい中ちゆうに寝ね入いってしまったらしい。お尻しりを入り口に向けた状態でソファに倒たおれこむように寝ている。


「……困こまったな」


　起こすしかないのだろうが、この状じよう態たいで起こすのもどうかと思う。


　健一はとりあえずドアを開あけっ放ぱなしにしてるのもどうかと思い、一度部屋を出る。なんだかそんなことが以前もあったなと感じながら。


「もう少し着てくれてればなあ……」


　やはり誰かに頼たのんだ方がいいんだろうか……とも思うが、それもなんだか難むずかしいなと感じる。綾はちゃんとやってくれるかわからないし、冴子にはすごく頼みづらい気がした。今日、彼女にずっと会ってないし、それに伸太絡がらみのことだからというのもある。


　さっきだって１３０１にいなくて、正しよう直じき、ホッとした。別に悪いことではないし、隠かくす必要なんてないのかもしれない。でも話さずに済んだという事実に自分が安心したのは確かだった。


「窪塚さん」


　そんなわけで健一としては日奈が起きてくれるのを祈いのるしかなかった。


「はいぃ」


　十回くらい呼びかけた辺あたりで、そんな寝ねぼけた声が聞こえた。


「着き替がえました？」


「あぁ……まだですぅ……」


　そう言いながら日奈が着替えを続けてくれたのかは定さだかではなかった。かといってその様子を見み張はるわけにもいかない。なので健一としては呼びかけ続けるしかない。


「終わりました？」


「ま、まだです」


「まだですか？」


「はい、まだです」


　そんなやりとりを繰り返している間に健一はなんだかトイレに行きたくなってきたが、きっと気のせいだと思うことにする。


「終わりました？」


「…………」


　そして、また日奈の返事がなくなった。目を覚ました後、ちゃんと着替えてくれてれば、もうかなり着てくれたはずだが……単に寝起きを繰くり返かえしてた可か能のう性せいもある。


「窪塚さん？」


「…………」


「窪塚さん？」


「…………」


「窪塚さん？」


「…………」


　なので健一は三度呼びかけてから、もう一度入ってみることにした。


「……さっきよりはマシかな」


　しかし逆ぎやくにいやらしいという感じもした。今度は制服のブラウスのボタンを閉とじかけたところで寝てしまったらしい。まあ、ずっと露ろ出しゆつ度どは下がっているのはいいのだが、どういうわけか胸元が濡ぬれていて、着かけのブラウスが透すけていた。


「窪塚さん、起きてくださいよ」


　でもまあそんなにじっと見なければいいだろうと日奈を揺ゆり動うごかして起こすことにする。


「んああ……もう限げん界かいですぅ、眠いです。寝かせてください」


　しかし起きかけた日奈はそんなことを言ってまた寝てしまう。


「いやまあ寝てていいならいいんですけど……」


　健一はそれで改あらためてどうしたものかと思う。


「佳奈さんが心配すると思いますよ」


「ほーれふへー」


　一応、日奈の耳には届とどいたようだが、今度は日奈の口がまともに動いてないらしい。


「えっと……」


「もう体もうまく動かないんですよ。ボタンをはめるのもうまくいかないし」


「いや、そんなこと言われても……このままじゃまずいんじゃないか、と」


　帰れないというのもまずいが、他にも色々まずい気がしてきた。


「そうですよねえ」


「それでその……帰らないとまずいんですか？」


「きっと……かなりまずいです」


「でも、こんな状じよう況きようで帰ってもかえって心配させちゃうんじゃないですかねえ」


「それもわかるんですけど……きっと待ってると思うんです、だから……」


　待ってる。その日奈の言葉に健一は佳奈と公こう園えんで話した時のことを思い出す。日奈を心配して探し回っていた。だから帰らないとなるとまた心配して探し回ったりしてしまうかもしれない。それを日奈は恐おそれているのだろう。


「……そうですね」


　でもどうしたらいいんだろうと思う。さすがにこのまま帰らすわけにはいかない。


「さっき水を飲んだからもう少しで回かい復ふくすると思うんですよ」


　日奈はそんなことを言うが、どうもそれも疑うたがわしい。あれだけ飲んだ後に少し水を飲んだくらいでどうにかなるんだろうか。というかやっとなんで胸元が濡れているのかわかった気がした。やはり本当に日奈は酔よっ払ぱらってしまっているらしい。


「……じゃあ、もう少し待ちます？」


　でも彼女の言葉を信じるしかないような気もした。


「申もうし訳わけないんですけど……また運んでもらえますか？」


「え？」


「きっと運んでもらってる最中に元気になると思うんです」


「いや、でも……」


　それはさすがに楽らつ観かん的てきにすぎるだろうと健一は思う。


「元気になってからだと二重に時間がかかってしまいますし」


「それはそうですけど」


　理り屈くつはわかるが、前ぜん提ていがおかしい気がする。


「だからお願いします」


　でも真しん剣けんにそう言われると健一ははっきりと断ことわることが出来なかった。それでそうなる方が良いのだし、日奈の言葉にかけてみようと思い直す。


「でも……その服は何とかしてください」


　そして健一は改めて日奈を見て、まだ胸むな元もとが開いているのを思い出してしまう。


「……すみません、その辺もお願いします」


　でも日奈はもう体が動かないみたいだった。


「それってその……僕ぼくが止めるってことでしょうか、ボタンを？」


「はい。いいですよ。絹川君には……二度見られてますし、見られるよりはずっとマシかなって思うんですけど」


「そ、そういう問題ですか……」


　健一はどういう理屈なのかなと思いながら、もう開き直るしかないと考える。


「えっと……」


　でも目を逸そらしながらボタンをつけるのはかなり至し難なんの業わざだった。





　不思議なもので、シーナと日奈とでは背せ負おってる時の感かん触しよくが全然違う気がした。服ふく装そうのせいもあるのだろうけれど、やはり健一自身の心の持ちようが違うのだろう。


　しかしその辺もすぐに麻ま痺ひしてきたのか気にならなくなってしまった。心のどこかで日奈を意識しないようにしてるのかなと思う。やはり健一にとっては日奈はシーナの仮かりの姿すがたか何かだということなのだろう。


「こっちでいいんですかね？」


　そして時々、かろうじて起きている日奈に尋たずねる。


「はい、このまま進んでください」


　その声を聞くたびにやはりシーナではないと思い出す。でもそれだけという気がした。声を聞かなければ、シーナを背負ってるという気分になる。


　日奈の家がおおよそどの辺りにあるかは放ほう課か後ごに聞いて知っていた。しかしそれはあくまでおおよそのことだ。来たことのない場所の番地だけではどこかはわからない。


「ケーキ屋さんってこの辺なんですかね？」


　そしてふと、健一は昼ひる間ま、佳奈に聞いたことを思い出した。


「え？」


「なんか佳奈さんがこの辺に美お味いしいケーキ屋があるって」


「ああ……モン・サン・ミシェールのことですか？」


「名前までは聞かなかったですけど、なんか有名な人が作った最初の店とか」


「じゃあ、それですね。すぐそこですよ。そこの通り入ったところです」


「そうですか。じゃあ、本当にすぐ近くなんですね」


「でもないですよ、うちまではもう少しありますし」


「そうですか……」


　だったら佳奈の話はなんだったんだろうなあと改めて思ってしまう。


「でもそんなに遠いことないですし、今日のお詫わびに今度奢おごりますよ」


「いいですよ、別に。お詫びとかお礼とかそういうのは」


　健一はなんの気なしにそう断るが、それで日奈は黙ってしまう。


「……いつもありがとうございます」


　寝てしまったかなと思ったが、そうではなかったらしい。小声で日奈がまた話を始める。


「え？」


「いつもシーナと仲なか良よくしてくれて、すごく感かん謝しやしてます」


「……いえ、その」


　なんだか妙みような感じだなあと健一は思う。日奈からそんな風に言われると、やっぱりシーナと日奈は別人なのかなと思えてくる。


「駄だ目めですか、こういうのも？」


「いえ、そうじゃないんですけど……なんて言うか、ちょっと僕の中でも持て余あましてる部分というのがあって……」


「なんですか、それ？」


「どうもその、シーナと窪くぼ塚づかさんが繫つながらないんですよね。だからそういう言われ方をするとすごく奇き妙みような気がして」


「私もそれに近いんです。シーナと私は別人だと思うし、絹きぬ川がわ君もシーナとは仲良くしてても、私とは仲良くしたがらないように感じます」


「仲良くしたがらないってことはないと思うんですけど……でもまあ、そうかもしれないですね。千夜子ちゃんはともかく、鍵かぎ原はらが妙に警けい戒かいしてますから」


「鍵原さんが……？」


「千夜子ちゃんと窪塚さんだったら、窪塚さんの方がかわいいだろって」


「……そうなんですかね。私、大海さんみたいな娘が彼女だったらいいなあって思いますけど、私みたいのはどうかなって考えちゃいます」


「まあ、自分みたいのがいいって人はそれはそれで問題ですけど」


　健一は苦にが笑わらいを浮うかべながら、やっぱり日奈はまだ酔よっ払ぱらってるのかなと思い直す。


「それで、その、絹川君」


　でも日奈は真面目な声の調ちよう子しで話を続ける。


「なんですか？」


「私とはいいですけど……これからもシーナと仲良くしてくれますか？」


「え？」


　またなんか変なことを尋ねられたなと思う。


「駄だ目めですか？」


「いえ、その……改あらためて聞かれるようなことかなあって」


「だって、その今日はかなり迷めい惑わくをかけてしまいましたし……」


「友達ってそういうことで仲良くなったり、駄だ目めになったりするものなんですか？」


「……よくわかりません」


「そういう損そん得とく離はなれたところにあるのが男の友情──ってシーナが言ってたと思うんですけど。僕もそう思ってるし、だから今日のことでどうこうってのはないですよ」


「……ですよね」


　日奈は小さくそう呟つぶやく。その瞬間、健一は日奈が急きゆうに重おもくなったように感じた。


「大丈夫ですか？」


「はい……その、安心したら力が抜けました」


「……なんか不思議な気がしますね。窪塚さんがそんなことを気に病やむなんて」


「なんでですか？」


「シーナはそういうの構かまわずどんどんつっこんじゃうタイプだし、窪塚さんもそういう感じなのかなあと……思ってたんですかね」


「……そうだといいんですけどね」


　日奈は健一のその言葉に何か真しん剣けんに考え事を始めてしまったらしい。何か言ってはいけないことを言ってしまったのだろうかと不安になったが、その理由がわからない以上、健一にはどうすることもできなかった。


「以前にも言いましたけど……って、これはシーナに対してですけど」


　そして考えてもわからないので、健一は日奈に別の話をする。


「……はい」


「応おう援えんしますから。窪塚さんの恋を応援しますから。周りが皆みな、反対したとしても僕だけは応援しますから」


　健一は思いを込こめて、一つ一つはっきりとそう告つげる。


「……そうですか」


　でも日奈の反応は今ひとつのようだった。


「僕は本ほん気きですよ」


「でも……きっと絹川君だって私が好きな相手が誰か知ったら考えを変えると思います」


「大丈夫ですよ。僕はもう随ずい分ぶん前から気づいてるんです。まあ、勘かん違ちがいの可能性はありますけど……」


　健一のその言葉に日奈は少しびっくりしたようだった。また体を硬かたくしたのが背中から伝わってきた。


「……本当にわかってて言ってるんですか？」


「多分ですけど」


　健一はそれで思い切って、その名前を口にすることにした。もはやわざわざ確かく認にんするようなことではないのかもしれない。でも、今しか聞く機き会かいはないように見えた。


「佳奈さん、ですよね？」


　その言葉に今度はまた日奈が重おもくなるのを感じた。驚くかと思ったが、どうやら逆ぎやくだったらしいのがそれでわかった。


「バレバレでした？」


「……はい。まあ、他の人はどうかはわかりませんけど、僕はすぐに気づきました」


「だったら早く言えばよかったんですね」


「あ、すみません」


「いえ、こっちの話です。応おう援えんしてくれるって言われる度たびに、複ふく雑ざつな気持ちになってたんですよね。嬉うれしいって思う一方で、何も知らないでって……勝手に怒おこってたりもしたんです」


「……ああ、そうだったんですか」


　健一はそれでシーナの見せた悲しい表情を思い出す。あれはわかってもらえてないという気持ちの表あらわれだったということか。


「でも絹川君はちゃんとわかってて言ってくれてたんですね」


　健一はそんな日奈の言葉がなんだかひどく恥はずかしく感じた。


「……そういうことになりますかね」


　だからそんな言い方になってしまう。


「絹川君って変な人間に優やさしいですよね」


「え？」


「綾あやさんにしても、有あり馬まさんにしても……私にしても」


「まあ、僕も大たい概がい変なヤツなんでしょうね」


「私、わからないんですよ。綾さんのこととか。エッチな気持ちがあって近づくとかならわかりますけど、絹川君はむしろそこから逃げてるみたいだし」


「変な部分は我が慢まんしてエッチな気持ちで接せつする方が自然だってことですか？」


「……違いますかね？」


「どうなんでしょう？　僕にはよくわかりません」


「やっぱり絹川君も変な人なんですね」


　そう言って日奈はおかしそうに笑う。


「……らしいですね」


「でも、そんな絹川君に出会えて良かったです。私みたいな変へん態たいでも真面目に相手にしてくれる人なんて、そうそういないと思います」


「……変態なんですかね」


「変態ですよ。男の格かつ好こうしてる時の方が落ち着くし、女の子が好きで、一番好きなのが……実の姉あねなんて……変態ですよ」


「僕にはそう思えないんですよ」


　健一は蛍けい子このことを思い出しながら、その想おもいを口にし続ける。


「まあ、あんまりお勧すすめは出来ませんけど、でもそれが本心からのことなら、それがまっすぐな想いなら……僕は変だとは思わないんです」


　でも両親は変だと思ったのだなということを健一は思い出す。健一がどう思おうが世間はそうは思ってくれないのだ。だから日奈は一人、苦しんで、そして味方になろうとする健一にすら本当の話をできなかったのだ。


「佳奈ちゃんもそう言ってくれたらな」


　それはきっと日奈の独ひとり言ごとだった。健一の想いとは別のところで放はなたれたその言葉は、何よりも真実を物語っているように感じられた。


「そうですね。僕もそう思います」


　今までずっと日奈を実じつ在ざいの人物のように感じられなかったのは、シーナの存在だけが理由ではなかったのかもしれない。日奈はずっと演えんじていたのだ。本当の自分を語かたることを許ゆるされず、ずっと別の誰かを演じていたのだ。だから健一には本当にいるように思えなかったのだ。


「もうついでだから言っちゃいますけど」


「はい？」


「今日、ライブの前とか怒ってたのは遅ち刻こくのせいじゃないんです」


「……そうなんですか？」


「公園で別れた後、佳奈ちゃんがやけに絹川君のこと褒ほめるんで……なんか面白くないなって思ってて……それで文もん句く言ってやろうと思ってたら全然来ないしで……」


「まあ、遅刻のせいもある気もしますけど」


「でも絹川君のせいじゃないですよね」


「まあ、いいですよ。機き嫌げんのいい日もあれば悪い日もあります。長く付き合ってれば、そういうこともわかってきますから」


　そう言いながらでも蛍子のことは本当にわかっていなかったよなと思う。単に気分屋なのかと思っていたが、自分が原因であることが多かった気がする。


「そうなんですよね。それわかる気がします」


「ですよね」


「私にとっては佳奈ちゃんしかいないですけど。佳奈ちゃんは怒おこりっぽいし、忘れっぽいし、怖こわかったり困ったりとかけっこうするんです。でも悪わる気ぎはないんです、全然。すごくまっすぐでその時、そう思ったらそうしちゃう人なんです。だから怒る時は怒るけど、それが悪いと思ったら後でちゃんと謝あやまってくれるんです」


「……だから好きなんですか？」


「その辺はよくわからないんですけど、きっと私の想おもいは恋じゃないんです。恋はもっと都合のいいものだって、皆の話を聞いてると思います。いいところだけ見て、それでイメージした相手と付き合う。それが恋なのかなあって感じます」


「……なるほど」


「私は別に佳奈ちゃんのこと完かん全ぜん無む欠けつだなんて全然思ってないんです。もしかすると悪いところの方が多いくらいかもしれない。でも好きなんです。特とく別べつなんです」


　日奈はきっと誰にも話したことのないことを、どう言うべきか考えてるみたいだった。


「佳奈ちゃんは胸が小さいんです。私より小さいんです。私は胸の大きな娘の方が好きなんです。最低、Ｆカップは欲しいよなあとかけっこう考えちゃうんです。でも、私より小さいのを気にしてる佳奈ちゃんのことが一番好きなんです」


「いくら条件並ならべても、好きには届とどかない。そんな気がします」


　健一はそう言いながら千夜子のことを思い出した。かわいくてけなげで、自分のことを大切にしてくれる彼女。でも健一は日奈の想いを聞けば聞くほど、千夜子のことを好きになれたとは言えない気持ちになってくる。


「こんなことを言うと絹川君は私のことをひどいヤツだと思うと思いますけど」


　そしてそんなことを考えている間に、日奈はもっと真しん剣けんに自分の気持ちを口にする方法を考えていたようだった。


「はい？」


「佳奈ちゃんが私のことを好きになってくれるなら他にはいらないって本気で思ってます」


「……それはいいことだと思いますけど」


「そんなことないです。これだけ私の力になってくれるという絹川君だっていらないって私は思ってるんです」


「いいですよ。僕がいなくなれば窪くぼ塚づかさんの想いが叶かなうなら、そうしてください」


　それは健一にとっては確かな気持ちだった。別に日奈の気持ちに感かん化かされているわけではないと思う。ずっと前から思っていたことだ。


　日奈の想いが叶うならなんでもする。それが自分が彼女たちの前から消えることであるなら、それでもいいと思う。


「……本当にいいんですか？」


「シーナに会えなくなるのは寂さびしいけど……でも僕は窪塚さんに幸しあわせになって欲しい。僕だって本気なんです。甘あまく見てるわけじゃないんです。誰もが反対するとしても応おう援えんするってのはそういうことなんです」


「絹川君は本当に変な人ですね」


　日奈がそう言うとまた重くなったようだった。


「……だから何か出来ることがあれば言ってください」


「はい」


　それはきっとシーナからは聞けなかった本心からの肯定の言葉だった。健けん一いちはすっと何かが心の中で解とけるのを感じた。


「ああ、ホッとしたらまた回ってきました……」


　でもそれが何なのかわかる前に、背中で日奈が力の抜けるようなことを言い始める。


「大丈夫ですか？」


「……少し話しすぎたかもしれません」


　そう言った日奈はすごく眠ねむそうだった。そしてその言葉は確かにそうだと健一は感じる。量もそうだが、その内容も今まで聞いたことのない重じゆう要ような話だろう。それはきっと日奈にとって想そう像ぞう以上にエネルギーを使うことだったに違いない。


「すみません。少し寝ねさせてください」


「はい。もう少ししたら、また起こしますけど、それまでは……」


　健一の返へん事じを聞くまでもなく日ひ奈なは寝入ってしまったみたいだった。それで健一は仕し方かたなく、記き憶おくを頼りに見知らぬ通りを歩く。


　誰だれもいなかった。住宅街でけっこうな人が住んでるはずだが、外にはいない。今、何時だったかなと思うが手て元もとに時計がない。


　もうけっこう遅いのだろうか。そう考えてからそうでもないだろうと思う。酔よっていて少し時間感覚がおかしくなってるかもしれないが意い識しきを失うしなってたわけじゃない。だからまだ、本当の夜中ということはないはずだ。


「……でも女の子が帰るにしては遅い時間だろうな」


　健一は日奈に聞こえないように小声で呟つぶやく。


　佳奈は遅くなってもいいと言ってたらしいが、それでももう許きよ容よう範はん囲いを超こえてるんじゃないかと思えてきた。もしそうなら酔っ払ぱらっていなかったとしても日奈は怒られることになるんだろうか。だったらいっそ何か理由をつけて帰れないけど心配はいらないと連れん絡らくをするべきだったかもしれない。


　しかしその理由というのが思いつかなかった。


　佳奈が心配しないで済すむ理由。そんなものがあるのだろうかと思う。今日の妙みように親したしげな佳奈ならともかく普ふ段だんの佳奈からはそんなこと想像もつかない。


　それで健一は日奈が帰ることにこだわった理由がわかったような気がした。どんな言い訳をしたところで佳奈は納なつ得とくしないだろうということを日奈は誰よりも知ってたのだ。


　もしどこかで泊とまることになるとなったら佳奈はそこまでやってくるだろう。そうなったら酔っ払ってることはバレてしまうし……どこにいることにすればいいというのだろう。


　来なくても大丈夫なんて話もきっと通じない。ということは、どこか来てもいいところにいなければいけないのだが……それなら帰る方がいろいろとすっきりする。


「そういうことなんだな」


　健一は一通り考え終えて、やっぱりそれしかないのだなと結けつ論ろんした。


　確かに酔っ払って帰るのは佳奈の心しん証しようを悪くするだろう。でも帰らないよりはずっといい。だから日奈は覚かく悟ごの上で帰るつもりなのだ。


　そんなこともわかっていなかったのに、応援するとか言ってた自分はやっぱり本気じゃないのかなと思えてきた。気持ちばかりが空から回まわりしているということかもしれないが、いずれにせよ日奈のことも佳奈のことも、あまりに知らなさすぎる。


「……ここが四丁目の四で、隣が五だから、あっちかな」


　だから健一はとりあえずは日奈に言われた通りにするしかないと思う。それでまずは日奈が休めるように彼女に頼たよらず、家を目指す。情けないが今日のところは日奈の機き転てんに頼るしかない。健一には佳奈の説得なんて無む理りそうだが、日奈ならなんとか出来るのだろう。


「そろそろ起こした方がいいのかな」


　もうかなり近いところまで来てるのはわかった。予想通りなら三つ先の家の角かどを曲がって二軒目とかそんな感じだ。


「窪塚さん、そろそろ着つきそうですよ」


「…………」


　呼よんでも反応しないので、少し揺ゆすってみる。


「んあ？」


「もう少しで着きますけど、家の前まで送っちゃっていいんですかね？」


　佳奈がどうしているかわからないが、家の前で待ち構かまえてる可か能のう性せいもあった。そうなるとあんまり近づかない方がいい気もした。


「えっと……じゃあこの辺で」


　日奈は辺あたりを見回して確かく認にんしたのか、単に寝ぼけているのか少し間まをあけて返事をする。


「それじゃ、下ろしますよ」


　そう言いながら健一はしゃがむ。しかし日奈は健一の背中にのっかったままだった。


「……窪塚さん？」


「あ、はい。起きてます、起きてますから」


　どうやら寝ねていたらしい。そんな声が聞こえた日奈が健一から離はなれた。


「やっぱりまだ酔よってます？」


　それを確認しようと日奈の顔を見るが、返事の必要はなさそうだった。まだ赤い顔をしていて、眠ねむそうにうなだれて、しかもまっすぐ立ってられないのかゆらゆらとしている。


「……酔ってますけど、随ずい分ぶんマシになりましたから」


　それでも頭の方は見た目よりは回ってるらしい。


「大丈夫なんですか？」


「だ、大丈夫だと思います。佳か奈なちゃん、夜よる起おきてるの苦手ですし、お母さんはあんまり細こまかいこと気にしない人なので……いつのまにか帰ってたことに出来るんじゃないかと思います。部屋に入って寝ちゃってれば佳奈ちゃんも起こして確認したりしないと思いますし、朝までにはお酒も……抜ぬけてますよね？」


「……多た分ぶん」


　お酒の件はともかく、本当にその通りに行くのかなと不安になった。でもそのことに関して自分に協力できることは何もないだろうなということはわかっていた。


「じゃあ、僕は佳奈さんに見つかる前に帰ります」


　だからそれが最さい良りようの選択なのだろうと思う。


「はい。今日は色々迷めい惑わくかけちゃってすみませんでした」


　日奈もそれでいいと思ったらしい。彼女はそう言って家に向かって歩き出す。


「あ……」


　だがすぐに倒たおれた。しかもかなり思いっきり。勢いきおいは強くなかったが、受うけ身みの一つも取れずそのまま倒れたという感じだった。


「だ、大丈夫ですから」


　そうは言うが健一としてもそれを見てそのままにしていくわけにもいかない。助け起こそうと手を差し伸べる。


「……すみません」


　日奈はそれを握にぎり返かえしてくる。酔ってるせいなのか、ちょっと暖あたたかかった。


「もう少しどこかで休んでからの方がよくありませんか？」


　そして健一はそんな提てい案あんをする。もう帰るのに反対しても意味がないのはわかってる。でもほんの数歩も歩けない状況では、うまく振ふる舞まえるとも思えない。


「そうですね……もう少し体が動くと思ってたんですけど」


　日奈は言いながら力なく健一の方へと倒れてくる。それを受け止めるとなんだか抱だきしめてるみたいな形になる。


「大丈夫ですか？」


「ちょっと甘く見てました。私って酔うと体が全然動かなくなるんですね」


　日奈はそう言いながらもなんだか楽たのしそうだった。


「いきなり飲みすぎたからじゃないんですか」


「そうですね。でもこうしてると私って……」


　日奈は何かを言いかけて黙だまり込む。健一はそれが気になって尋たずねてしまう。


「なんですか？」


「え？　いや、なんか女の子みたいだなあって。傍はたから見たらカップルがいちゃいちゃしてるみたいに見えますよね、この状じよう況きよう」


「……からかわないでください」


「からかってないですよ。って言うか絹川君、私でも興こう奮ふんするんですか？　あはは」


　日奈はそんなわけがないと思ってるらしい。自分で言いながら先に笑い始める。


「……自じ慢まんじゃないですが僕は誰でも興奮しますよ。だから気をつけた方がいいですよ」


　実際、自分でも信じられないようなことを時とき々どきするのでそう言っておいた方がいいと思う。でも日奈は少しも本気にとってはくれなかったようだ。


「あははは。絹川君って鬼き畜ちくな人だったんですね。じゃあ大海さんと一いつ緒しよの時でも鍵原さんにも興奮してるってことですね？」


「鍵原はどうかなあ……」


　さすがにそれはないだろうと思う。階段を上ってる時にパンツが見えたが、それを率そつ直ちよくに指し摘てきして怒られた時のことを思い出してしまう。


「じゃあ鍵原さんは八や雲くもさん以下なんですか？」


「……なんでそこで八雲さんの名前が出てくるかわからないんですけど」


「私は鍵原さん、けっこう好きだけどなあ。なんか佳奈ちゃんに似てるなって感じる時があります」


「そうかな」


「佳奈ちゃんの方がずっとかわいいですけど」


「……なんだかのろけられてる気がするなあ」


「のろけてるんですよー。あははは」


　健一はそんな風に自分の胸で笑わらう日奈がすごく楽しそうだなと思う。


「……なんだか悔くやしいです」


「悔しがってください。いつもは私が悔しがってるんですから」


「……じゃあ、そうします」


「じゃあ、そうしますって。あははははは」


「変ですか？」


「変ですよ。すごく変です。でも……いい感じです」


　日奈はそう言ってぎゅーっと健一を抱だきしめてきたみたいだった。でもすぐに力が抜けて、顔だけ健一の胸に押し付ける形になる。


「……な、なんですか？」


「恥はずかしながら私、絹川君のこと好きかもしれないって思いました」


「僕は……かなり理り解かいに苦しんでます」


「なんでそういう返へん事じなんですか？　私が好きって言ったんですから、好きか嫌きらいかで答えてくださいよ」


　気づくとそんな恋する少女の告白みたいな話になってしまっていたらしい。


「……じゃあ、好きです」


「あははははは。なんですか、それ。私のこと殺す気ですか？」


「そういうつもりはないんですけど……」


　というかなんでこんなことになってるんだろうと健一は思ってしまう。さっきまでは日奈が無事に帰れるのかを心配してたというのに、今は日奈は自分の胸で楽しそうに笑っている。


「なにしてるの？」


　一瞬、そんな自分の考えが声になったのかと思った。


　でもそうじゃなかった。それは自分の声ではなかった。知っている少女の声。


「……佳奈さん」


　気づくと窪塚佳奈がそばに立っていた。息を切らしている。ずっと探していたのだろう。しかしこの意い外がいとしか言えない結けつ末まつに、信じられないという顔をしている。


「佳奈ちゃんっ!?」


　名前を聞いて少し酔よいが覚さめたのか日奈は健一から少し離れて、佳奈の方を見る。


「その顔……なんでそんなに赤いの？」


　しかしそれは佳奈が日奈を見れるようになったということでもあった。佳奈は信じられない光こう景けいのわけを早くも結論づけようとしているみたいだった。


「……これはその」


　その剣けん幕まくに押されたのか日奈の言い淀よどむのがわかった。でも健一は二人の間に割って入ることは出来なかった。


　下へ手たな言い訳はできない。それがわかっていたせいだ。


「なんで、なんでこんなことするのよっ！」


　佳奈の怒りの声と共に、健一の頰ほおに痛みが走った。


　ぶたれたのだ。いつかの冴子との記き憶おくが一瞬蘇よみがえる。また佳奈から怒りを向けられることになったらしい。そんなことを冷れい静せいに考えてしまうのを健一は感じた。


「なんでって……」


　健一は何か言おうと思ったが、佳奈の怒りの視し線せんに口を閉じた。


　佳奈はもう答えを出してしまったらしい。それが何かまではわからない。でも、それはきっと健一が悪いというものだった。


　反はん論ろんなんて出来なかった。そもそも何を怒ってるのかわからないし、反論してよいのか自信が持てなかった。


　自分が何をすべきかはわかってたはずだ。


　佳奈に見つかる前に帰る。それ以上のことはできないのだから、それをするべきだった。それがわかってたのに、見つかってしまった。しかもきっと最さい悪あくの形で。


「日奈ちゃんは信じてたのよ？　なのにこんなことして恥はずかしくないわけ？」


　だからなんだろうかと健一は思う。佳奈のこの怒りも予想してたことだった。だから見つかってはいけなかったのだ。


　ぶたれたのだって想像できたことだった。佳奈が怒ればそうする人間だと健一は知っていたはずだ。そしてもうそうなったら聞く耳などないということも。


　だから今こん晩ばん、佳奈とは会ってはいけなかったのだ。でもそれを知りながら帰らなかった。だからわかる。この状況は自分が招まねいたことなのだ。


「すみません」


　気づくと謝しや罪ざいの言葉を口にしていた。


「謝あやまってすむことじゃないでしょっ！」


　しかし佳奈にとっては火に油だったようだ。しかし謝らなかったら、きっとそれを怒られていたはずだ。


　届とどかない。そんな想おもいが心を支配していく。


　前から思っていたことなのかもしれない。佳奈には自分の言葉が届かないのだ。


「佳奈ちゃん、違うんだよ」


　そんな状況に日奈が言おうとしたが、佳奈がそれを止める。


「何が違うのよ、こんなにお酒さけ飲のまされて……」


「そ、それはそうなんだけど、でも」


「日奈ちゃんは優しすぎるよ。どんだけ酷ひどいことされそうになってたかわかってないから、わかってないからそんなことが言えるのよ」


　佳奈は震ふるえる手で日奈の手首を摑つかむと、ぐっと彼女を引き寄せた。それで日奈は佳奈にもたれかかる形になる。


「日奈ちゃんは黙だまってて。お願いだから」


　そして急に優しい声で佳奈は日奈にそう告つげる。


「でも」


「お願いだから。私をこれ以上、怒らせないで」


「……うん」


　日奈はその返へん事じ以い上じようのことはもう口にしなかった。


　だから健一ももう言い訳はしないことにした。本当のことを言うのはきっと日奈の仕事だ。自分は日奈のためになんでもすると決めた。


　誤ご解かいなら解とけますよ。いつも自分はそう言っていた。この場では無理でもきっと佳奈は理解してくれるはずだ。日奈だってそれに協きよう力りよくしてくれるはずだ。


「さっさとどこかに行ってくれる？」


　でも佳奈の言葉は非ひ情じようだった。そんな健一の沈ちん黙もくを不満の表れととったのだろうか。いや、きっとそれ以前の問題なのだ。


　佳奈は健一がそこにいるのが嫌いやになったのだ。それだけの話だったのだ。


「……すみませんでした」


　でも健一は反論することはしなかった。言われたとおり、その場を去さる。


「…………」


　それを佳奈は止めなかった。そして日奈も止めなかった。


　だから健一は一人静かに幽ゆう霊れいマンションへの道を戻る。行きよりずっと身み軽がるなはずの道のりだったが、健一にはとてもそうは思えなかった。





　　　　○





　マンションの前まで来て、健一は思い出した。


　冴さえ子このことだ。今日、彼女に会ってない。話してもいない。冴子がちゃんと寝ねれるように自分はいるはずなのにそれを忘れ、そしてなんの連れん絡らくもせずに今までいたのだ。


「……怒ってるかな」


　口に出してからそれも当とう然ぜんだなと思う。でも怒ってる冴子というのもなんだか想像するのは難むずかしかった。いきなり押おし黙だまってしまうということは度たび々たびあったが、それでもあれは怒ってるのとは違ちがった気がする。


　冴子は怒ってすらくれないかもしれないと感じた。ただ黙って出て行ってしまう。そっちの方が彼女らしいという気がする。でも、それは想像するだけでも恐おそろしい状況だった。


　日奈のことで力になれず、そして冴子もいなくなる。そうなったら自分はどうすればいいのだろうか。そう考えると、また足が重おもくなるのを感じた。


　どこか遠くに逃げてしまいたい。そんな誘ゆう惑わくにも駆かられる。でも、どこに行きたいということもない。家にだって帰りたくない。


　ただ、確かめるのが怖こわいだけなのだ。冴子が今、どうしてるか。それを知るのが怖かった。会いたいという気持ちよりも、ずっとずっと……。





「き、絹川君っ!?」


　それでも出会いはあっけなく訪おとずれてしまった。


　十三階まで登り終えた健一は、とりあえず１３０１で休むことにした。この時間ならいても綾だけだろうと思った。


　でもそこにいたのは冴子だった。しかも一人で焼きそばを食べていた。


「……えっと」


「う……」


　健一に見られたせいなのか冴子は驚おどろき、そばをのどに詰つまらせたらしい。


「有馬さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　それに気づいて健一は冴子のところに駆かけ寄よる。


「だ、大丈夫……だから……ちょっと予よ想そう外がいだったけど……」


　冴子は呼吸を整ととのえながらそう答える。健一はそれでちょっと安心して水を汲くむためにキッチンの方へと歩く。


「水、いりますよね？」


　そして自分の分を汲みながら、冴子に尋たずねる。


「え？　あ、うん」


　冴子は申もうし訳わけなさそうにそう答えると、健一が戻ってくるのを待っているのか箸はしを置いて動かなくなる。


「はい。どうぞ」


　健一は冴子の前にコップを置くと、自分は彼女の向かいの席に座すわる。


「……えっと」


「……えっと」


　それで改あらためて向かい合うと何を言っていいのかわからなくなってしまった。


　言いたいことや言うべきことは色々とあった気がする。謝あやまらねばならないことだって、いくつもあったはずなのに、それが言葉にならない。


「それ、大おお海うみさんじゃないわよね？」


　そうこうしているうちに冴子の方が尋ねていた。


「そ、それ？」


　いきなり尋ねられて、健一はなんのことかわからなかった。


「頰ほおの手て形がた」


「ああ……違います。大海さんは関係ないです」


　どうやらくっきりと残のこってるらしい。


「じゃあ……窪塚さん？」


「窪塚さん……じゃないというか、そうというか」


「どっちなの？」


「えっと……佳か奈なさんに……」


　すごく言い出しづらいなと健一は思う。佳奈にぶたれたという話をすれば、冴子は自分がぶたれた時のことを思い出してしまうだろう。


「そう。それなら納なつ得とくできるかな」


　でも冴子は特に気にしてるような風ではなかった。


「……納得？」


「どうしてそうなったかはわからないけど、日奈さんやシーナ君にぶたれたって言うのは想そう像ぞうつかないから」


「それは……そうですね」


「あと絹川君がぶたれるとしたら鍵かぎ原はらさんくらいかな」


「鍵原は……首を絞しめたり、肘ひじでこづいたりはしますけど、ぶったりはしないかな、と」


「じゃあ、やっぱり窪塚さんか」


　そんな冴子の言葉に健一はあれっと思う。


「もしかして最初から窪塚さんって言うか、佳奈さんだと思ってたんですか？」


「え？　違うけど……」


「でも、さっき窪塚さんかって」


「それは八雲さんが話をしてたから。ずっと窪塚さんと一いつ緒しよだったんでしょ？」


「ええ……」


　どうやら刻とき也やからファミレスに遊びに行ったことは聞いていたらしい。となると完全に遊あそびまわっていただけと思われてそうだ。


「でも、だったら大海さんって最さい初しよに聞いたのは変よね？」


　なのに冴子はなんだか自分の発言に自分でツッコみをいれる。


「え？」


「窪塚さんとずっと一緒だったのに、なんでそこに大海さんが出てきたのかなって」


「……でもまあぶたれるとしたら大海さんの方が自し然ぜんですよね」


　それが自然というのもどうかと思うが、その原げん因いんになりそうなことをしていないと言ったら明あきらかに噓うそになる。


「どうかな。大海さんはそういうことしないと思う」


　自分が言い出したことのはずなのに、冴子は静しずかに否ひ定ていする。


「えっと……じゃあさっきのは一いつ体たいなんだったんでしょうか？」


　健一は意味がわからず思わず尋ねてしまう。それに冴子は首をかしげて少し考える。


「今日、絹川君来なかったでしょ？」


「はい」


「で、来ないねって話をしてたら、シーナ君が『彼女とよろしくやってて時間忘れてやがるんだな』って言ってたから、絹川君は大海さんと会ってるって気がしてたんだと思う。でもその後、八雲さんにシーナ君と一いつ緒しよだったって聞いたから、そこで考えを変えるべきだったんだけど、そっちはいつもどおりという感じがしてたんじゃないかな」


「……なるほど」


　冴子の考え方はいまいちよくわからなかったが、自分の知らないところで色々あったらしいというのはわかった。


「それと大海さんのだったら嫌いやだなって思ったから、最初に聞いたのかもしれない。その可か能のう性せいはほとんどないとも思うし」


「それはなんとなくわかります」


　確かに嫌だけど可能性が低いなら、まずそれをつぶしておきたいと思うかもしれない。


「……それはそうと焼きそばはもう食べないんですか？」


　それでちょっと余よ裕ゆうが持てたのか健一は、冴子の箸はしが置かれたままなのに気づく。


「えっと……もういいかな」


　冴子の視し線せんが健一と焼きそばを行き来し、口からはもういらないという答えが出る。


「その割わりには半分以上残ってるみたいですけど」


「絹川君、食べる？」


「……捨すてるのももったいないですしね」


　健一はそう答えながら自分が随ずい分ぶんとおなかが空いているのに気づいた。思い出すに夕ご飯すら食べてない。そうなると空すきっ腹ぱらでビールを飲んだだけということになる。道どう理りでちょっとだけなのに酔いが回ったわけだ。


「食べかけだから気になる？」


　冴子は健一が別のことを考えてると思ったらしい。


「いえ、別に。有馬さんが気にならないのであれば、それで」


　健一はそう言いながら、さすがに箸くらいは変えた方がいいだろうと思ってまたキッチンに取りに行く。


「私は……そんなに気にならないかな」


　そのせいか冴子の返事はずいぶんと小さく聞こえた。





　食事中もその後も冴子は、健一が今日何をしてたのかは聞かなかった。


　聞いたのは頰の手形のことだけで、それは今日何をしてたかというよりは、単たんに怪け我がを心配してくれてただけなのかもしれないと思う。


「……怒おこられるかなって思ってました」


　１３０３まで戻もどってきた健一は、少し落ちついた気持ちで冴子にそう打ち明けた。


「怒る？　私が？」


　当の冴子はその理由が全ぜん然ぜんわからないという顔をする。


「僕がいないと……有馬さんは寝ねれないじゃないですか。なのになんの予よ告こくもなく、ずっと帰ってこなかったりしたから」


「大丈夫よ。一日くらい寝なくても平気だし」


「……そうかもしれませんけど」


「絹川君には絹川君の都つ合ごうがあるんだし、こういう日があっても不ふ思し議ぎはないでしょ」


　その口ぶりからして冴子は別に何も困こまってなかったということらしい。黙だまって出て行ってしまうんじゃないかなんて心配していたなんて言ったら笑われてしまうかもしれない。そんなことすら思う。


「ですかね」


「たとえばだけど、絹川君はここじゃなくて家で暮くらしてることになってるんだから、誰だれかが家に来たらそこで暮らしてる振ふりをしないといけないでしょ？」


「はい」


「そうなったら、こっちに連れん絡らくする方法もないし今日みたいなことになると思うけど」


「確かに、そうですね」


　健一はちっともそんなことを考えたことはなかったが言われてみたらその通りだった。１３０３にも電話はあるが、何番にかければここにつながるのかはわからない。


「シーナ君の話じゃないけど、大海さんとってことになることだってあるだろうし」


「……まあ、そうですね」


　でもなんだかそういうことを冴子に言われるとむずがゆいものを感じる。


「今日はなんだかんだでシーナ君と出かけたみたいだったし、その後も八雲さんからファミレスで見たって聞いてたから」


「そんなに心配する必要もないと思ってたわけですね」


「うん。でも、ぶたれて帰ってきたってことは心配してた方が良かった？」


「いえ、別にそんなことを心配されてても困ります」


「……それもそうかな」


　冴子は自分の言葉が自分でもおかしいと思ったらしい。そして健一はそんな冴子がなんだか楽しげに見えて、自分が思いの他、落ち込んでるのかなと感じる。


「…………」


　思い出せば、けっこうな修しゆ羅ら場ばに巻き込まれて帰ってきたはずだ。なのに冴子が一人で焼きそばを食べてるなんてところを見てしまったせいですっかり忘れてしまっていた。


「聞いた方がいい？」


　暗くらい表情でも浮かべたのだろう。冴子がそんなことを尋ねてきた。


「どうですかね。あんまり有馬さんにとっても楽しい話じゃないですし」


「……そうね。窪塚さんの話なんだものね」


　どころか飯いい笹ざさ伸しん太た関係の話でもある。冴子の思い出したくない過か去こに直ちよく撃げきしそうな展てん開かいだったなと健一は感じる。


「でも、私は平へい気きだと思う」


　なのに冴子はそんなことを言い出す。


「そうなんですか？」


「窪塚さんのことは自分が蒔まいた種だし、そのことで気き遣づかわれる方が辛つらいかもしれない」


「……そういうものですかね」


　でも冴子の考え方は以前からそうだったなと健一は思う。自分が自分のせいで苦しむのはいいけど、そこに人を巻き込みたくない。そう感じてるのだろう。


　もっとも今回のことが冴子と佳奈とのことに関係あるのかどうかは微び妙みような気もする。しかしそれを勝かつ手てに気遣って話さないようにする方がよくない。そういうことなのだろう。


「でも……何を話せばいいのか、ちょっとわかりません」


　そして健一はどこから話そうと考えて、今日のことが実はあんまり連れん続ぞくしたことではないと気づく。今日のことは佳奈に始まり、佳奈に終わったというのは事実だが、でもその途と中ちゆうは佳奈にはあんまり関係ない気がする。


「絹川君が寝ねなくてもいいなら、思い出せるところから話してくれればいいと思う」


　でもそんなことは冴子にとってはどうでもいいことのようだった。


「……はい」


「私は今日は寝なくてもいいし、絹川君もそんな気分じゃないでしょ？」


　そんな気分というのは、もちろん寝なくてもいいとかそういう意味ではないのだろう。


「ですね」


　なんだか常つねに先せん手てを打たれてるような気がしてくる。冴子はこういうことがあるだろうと前から考えていたらしいのでしょうがないのだが、健一は自分は本当に子供で何も考えてない人間だなと思えてきた。


「話したいところからでいいから」


　なのに冴子は優やさしくそう言って、健一の言葉を待ってくれていた。だから健一は思いつくままに話した。


「ぶたれたのは誤ご解かいなんですよ。日奈さんがフラフラだったから送っていったんですけど」


「……うん」


　そして健一はそうこうしているうちに寝てしまっていたみたいだった。
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「……ん？」


　顔にひんやりとした感かん触しよく。それで健一は目を覚さました。
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「起きちゃった？」


　少ししてからそれに気づいたらしい冴子の声が聞こえた。


「ああ、はい」


　健一はいまいち状況がわからぬまま体を起おこす。それでボトッと何かが腿ももに落ちた。


「あれ？」


　それは濡ぬれたタオルだった。どこから出てきたものだろうと考えて、さっきまでのひんやりした感触がなくなってるのに気づく。


「これ……有馬さんが？」


　尋ねてから健一はいかにも間ま抜ぬけなことを聞いたなと思う。寝ている自分がそんな器き用ようなことを出来るはずがない。そしてここは１３０３。冴子以外がいるはずもない。


「うん。放っておいても消えるかなと思ってたんだけど、どうも消えないから冷ひやせばいいのかなって……でもそんなことしたら目めを覚さますわよね」


「いや、一人だけさっさと寝ちゃってる僕も悪いですし」


　というかどこまで話したのかもよく覚えてない。疲つかれてたし、お酒も残ってたし、冴子も怒ってないしということで力が抜けたのかなと思う。


「今日は、どうするの？」


　でも冴子の興きよう味みは過去ではなく未来の方に向いているらしい。


「どうって？」


「手の跡あとが残ってるし……窪塚さんとは顔を合わせづらいでしょ？」


　それはそうだと思うが健一は冴子にそんなことを言われるのは意い外がいな気がした。でも冴子はやっぱり気にしてないわけではないのだなとも思う。冴子は佳奈に顔を合わせづらいと思ってはいても、それでも学校に行くことをちゃんと選えらんでいたのだ。


「行きますよ。誤ご解かいなんだし、ここで逃げたら自分が悪いみたいですから」


　だから自分も逃げてはいられないと思い、そう告つげる。


「……そうね」


　でもなんだか冴子はそれを快こころよく思ってはくれなかったらしい。少し煮にえ切らない返事のように聞こえた。


「なんですか？」


「えっと……手の跡が消えなかったら絹川君、鍵原さんに首を絞しめられるのかなって」


「……ああ」


　しかし冴子の考えていることは意外に深しん刻こくではなかった。


「その通りになったら、私、笑っちゃうかも」


「笑っちゃまずいですか」


「まずいと思うけど……外では他た人にんってことになってるんだし」


「でもまあ、鍵原が僕の首を絞めるのはいつものことですから」


「……それもどうかな」


　冴子はそう言いながら健一の腿ももに置かれたままのタオルを拾ひろってくれた。


「せっかくだからもっと冷やす？」


「え？」


「一いち応おう、少し温あたたかくなってからって考えてたんだけど、起きちゃったからそれももういいかなって……」


「ああ、そんなことまで考えてくれてたんですか」


　健一は本当に一いつ方ぽう的てきに迷めい惑わくかけてるなあと申し訳ない気持ちになる。考えてみれば昨日の晩ばん御ご飯はんだってきっと冴子が作ってくれたのだし、そのこともちゃんと詫わびるべきだったのかもしれない。冴子がそういうのをあまり望んでないとしても。


「はい」


　そんなことを思ってる間に冴子は台所でタオルを冷れい水すいに浸ひたし直してくれたようだった。受け取るとさっきよりずっと冷たくて、眠ねむ気けも完全に飛んでしまう。


「ありがとうございます」


「気にしないで。自分のためにしてることだから」


「はい。では遠えん慮りよなく」


　そして健一はひんやりとした感触をまた感じながら、そういえば今は何時なんだろうと思う。冴子の様子からして急いで学校にいかないといけない時間ということではなさそうだが。


「どうしたの？」


「いや、時間は大丈夫なのかなって」


「まだ六時過ぎよ」


「随ずい分ぶん、早いですね」


「そうね。だからもう少し寝てた方がいいのかなって思ってたんだけど」


「でもまあ、すっきりしてますよ」


「じゃあ、タイミングが良よかったのかな」


「タイミング？」


「起きるのにちょうどいいタイミングってのがあるんだって。一時間半くらいの間かん隔かくでそういうのがあって、だからそれに合ってれば短くてもすっきり起きれるし、逆に長く寝ても合ってないとすっきりと起きれないみたい」


「そうなんですか」


　そんなことを冴子が知ってるというのは意外な気がしたが、でもそれも考えてみると変なことでもなかった。冴子は眠れずにずっと一人で苦しんでいたのだ。そういうことを調しらべていた時じ期きもきっとあったのだろう。


「そういえば、シーナ君のことだけど」


　でも冴子はそのことをおくびにも出さず、昨日のことに話を戻したみたいだった。


「……えっと、どこまで話したんでしょうか？」


「多分、一ひと通とおり聞いたと思うわ」


「それならいいんですけど」


　でもそうなのかなと健けん一いちは思う。もしそうなら飯いい笹ざさ伸しん太たのことも話してしまったのだろうか。それとも窪くぼ塚づか姉し妹まいの話を一通りしたんだろうか。


「昨日、もうシーナ君に会えないんじゃないかって、絹川君は悲しがってたんだけど」


「……はい」


　でもそれを確かめることは健一には出来なかった。


「私はそれならそれでもいいかなって思う」


「えっと……悲しいってことがですか？」


「そうじゃなくて、シーナ君に会えないってこと」


「……そうですかね」


「過か程ていはどうあれ、日奈さんの望のぞんでた通りになったんじゃないかなって思うから」


「それって……僕、そんなことまで話したんですか？」


　日奈の望んだ通りということは、それは日奈が佳奈のことを好きでそれがうまくいったということだ。そうなったと冴子が思ったということは……。


「日奈さんが佳奈さんのこと好きってこと？」


「……はい」


「前から知ってたけど……秘ひ密みつだったの？」


「……いえ、ならいいんですけど」


　健一はそりゃそうかと思い直した。自分すら気づいたのだ。冴子は窪塚姉妹のことを気にしてたはずで、なら気づいていても不思議はない。しかしそれならもっと前にちゃんと相そう談だんしておけばよかったという気持ちにもなる。


「それで話を戻すけど」


「日奈さんの望んでた通りになったってことですよね？」


　しかし健一にはとてもそうとは思えなかった。


「誤ご解かいではあるけど、佳奈さんは日奈さんが絹川君に騙だまされて酷ひどい目にあわされそうになったと思ってる……のよね？」


「だと思います」


「そしてそれを佳奈さんは自分が守まもってあげられなかったせいだと思った。だからこれからは佳奈さんはずっと日奈さんを守ろうとするはず。日奈さんが大丈夫なのかっていつも考える。それって日奈さんの方に気持ちが向いてるってことじゃないかしら」


「……確たしかに」


　恋とかそういう気持ちとは違うかもしれないが、日奈にとっては佳奈に常つねに大だい事じにされるならそれはそれで望のぞんだ通りと言える気もする。


「そんな状況もずっとは続かないかもしれない。でも日奈さんはきっと気づくわ。誰か適てき当とうな男の話をすれば、佳奈さんはいつでも大事にしてくれるようになるって。また日奈さんがだまされることになる。そういう危き機き感かんが佳奈さんの気持ちを日奈さんに向けさせるから」


「……なんだか怖こわいですね」


　健一はぼんやりとそんな感かん想そうを口にした。


　確かに望む通りなのかもしれない。でもそういう関かん係けいというのは健一はあまり気持ちのいいものだとは思わなかった。


「でも現実的にはそんなものよ」


　現実的には。冴子からそう言われると、それはすごく重たく感じた。


「……ですかね」


「日奈さんが佳奈さんと結けつ婚こんできるわけもないし」


　それに佳奈はきっと日奈のことを恋愛対たい象しように思うこともないのだろう。それは日奈自身が痛つう感かんしていたことでもある。だったら冴子の言うとおり、今の状況は望んだ通りなのだろう。


「でも、やっぱり寂さびしいですよ」


「……そうね。私もシーナ君とやっと話せるようになってきたと思ってたから」


「そうだったんですか」


「でも、そんな私たちの気持ちで日奈さんを縛しばったり引き戻もどそうとしてはいけないと思う」


　冴子はきっと健一が寝ている間に考えをまとめていたのだろうなと思う。自分の感かん情じよう的てきにどうかではなく、日奈のことを思えばそうするべきだ。そう話してるのだ。


「ですね」


　そして健一は昨日、日奈から聞いたことを思い出した。


　佳奈のためなら全すべてを失うしなってもかまわない。日奈は確かにそう言ってたはずだ。健一のことだって捨すてろというなら捨てるとも言っていた。


　それを認みとめるのは悲しく寂しいことだが、でも自分の出る幕まくはもうないのかもしれない。


　シーナという存在にしても、それはあくまで佳奈の気を引くためだったのだから。それでもいいと健一は思って協力していたはずだ。


「でも、もう本当に会えないんですかね？」


　なのにこんな終わり方は嫌いやだと思ってる自分を健一は感じる。


「それはわからないけど……シーナ君は最初からいない人だったのよ」


「最初からいない人……」


「アイドルって、偶ぐう像ぞうのことなの。皆みなの気持ちを受けるためのイメージを結むすぶための対象なの。シーナ君は偶像だったんだと思う。日奈さんの満たされぬ心が作った偶像だったのよ」


「でも……」


　何かを言いかけて、やはり冴子の言うとおりだなと思えてきた。


　最初からそのつもりで付き合ってたんじゃないかと自分に問いかける。シーナが日奈だってことは初めて会った日に知っていたはずだ。それでも付き合っていたのは……なぜだったんだろう。


　結局、健一は何を言いたかったかも、何を思っていたのかも宙ちゆうに浮いてしまったようだった。そんな彼に冴子は優やさしく微笑ほほえむ。


「こっちで決めることではないけど、覚かく悟ごはしておくべきじゃないかなって思う」


「覚悟？」


「日奈さんがそのままであることを望むなら、シーナ君にはもう会えないってこと」


「……そうですね」


　冴子の言うことはその通りだなと思わせる。でも健一はやはり心のどこかでそれを否ひ定ていしていた。それが何な故ぜなのかはわからない。ただ寂しくなるのを恐おそれているだけかもしれない。それなら強くなるしかないんだろうなと思う。


　でも違う気がした。そして冴子自身、それを否定する言葉を待ってるとも。


「私たちは日奈さんの望むようにしてあげましょう」


　なのに冴子はそう言って、健一の隣となりに座った。


「そうですね」


　だから健一は彼女に寄よりかかるように倒たおれこむと、彼女の冷たい手に触ふれた。
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「で、それはなんなわけ？」


　そうツバメに尋たずねられた時、ツバメの目の性せい能のうについて考えさせられた。マンションを出る時に鏡かがみで確認した時はもう消えていると感じた。


　なのに登校して教室まで来たこの時に、まだ消えていない手の跡あとを見つけるとはどういう視し力りよくをしているのだろう。もしかして赤せき外がい線せんとかが見える特とく殊しゆ能のう力りよくでも持っているのだろうか。


「……それって？」


　しかし一いつ緒しよに登校してきた千夜子には見えてなかったらしい。ツバメの指し摘てきが自分に向けられたものと思って、自分の格かつ好こうを気にし始める。


「千夜子じゃなくて、絹川の方だってば」


「……健一さんの方？」


　千夜子はそれで健一の方を見るが、やっぱり彼女には見えないらしい。


「もしかして千夜子の仕し業わざ？　それで二人してすっとぼけてるわけ？」


　そんな千夜子の言げん動どうをツバメはそう取ったらしい。


「なんのこと？」


「だから……これだってば、これ」


　ツバメにそう言って頰を指ゆび差さされると、さすがに健一もすっとぼけてはいられなかった。


「えっと……ぶたれました」


「ぶたれたのはわかるわよ！　誰だれに？　なんで？　って聞いてるんでしょ？」


　ツバメはイライラとした態たい度どでそう声を上げるが、千夜子はよくわからないという顔をしている。健一はそれでチラと教室を流し見る。さすがに本人に聞かれたらまずい。


　だがまだ登校してないのか佳奈の姿はなかった。その代わり、教室の端はしにいる冴子の姿が目に入る。特に反応はしてないようだが、ひそかに笑うのを我が慢まんしているのかもしれないと思うと健一は苦にが笑わらいを浮かべてしまう。


「……なによ、その顔は」


「いや、その……佳奈さんに。日奈さんとイチャイチャしてると思われて、かな」


　まあ、そんなものだろうと思う。実じつ際さいにはもっと酷いニュアンスだったかもしれないが、ツバメにそんなことを言うとそれこそ首を絞しめられる──。


「ぬが───────！　だから人の話を聞けと何度言ったらわかるのよ、あんたは！」


　と思ったら、すでに手て遅おくれだった。この程てい度どで首を絞められてしまった。本当のことを言ってたら首を折られていたかもしれない勢いきおいだ。


「……別にイチャイチャしてたわけじゃないって」


　絞められた首を通して健一は懸けん命めいに言い訳わけをする。


「だからそう思われるようなことをする必要がそもそもないって言ってるのよ！　あんたは千夜子の彼氏なのよ？　だから他の女と話すな！　三メートル以内にも近づくな」


「……だからそれだとこうしてること自体が」


「うるせえ。私はとうに女を捨てたのよ。千夜子のために戦う恋の戦士。それが鍵かぎ原はらツバメ」


「……恋の戦士ってのはどうかなあ」


　というかいつからそんなことになってたんだろうと思わずにはいられない。


「今度は私のセンスにまでケチつけようってか、この！」


　ツバメの腕うでにさらに力が込められた。かと思ったら、そこにポンと千夜子の手が乗った。


「だから止めてよ、そういうの。私は怒おこってないでしょ」


　千夜子の言葉にツバメの腕から力が抜ける。


「……でもさ、ムカつくでしょ？　こいつったら私がこれだけ言ってるのに女の子と仲なか良よくしてさあ」


「だから怒ってないって言ってるでしょ？　怒ってるとしたら、何度言ってもわかってくれないツバメのことかな」


「うぅ……」


　千夜子の言葉にツバメはもう首を絞しめるのを止やめたらしい。不ふ服ふくそうな顔をしてはいるが、怒るのは自分の担たん当とうではないと思うことにしたらしい。


「でもさあ、ちゃんと怒ってよ。こいつ、ぶたれるようなことしておいて、平へい気きな顔をしてるんだよ？」


「私、怒るのは好きじゃないし……健一さんは悪くないと思うから」


「……なんで千夜子は絹川にそんなに甘いわけ」


「甘いわけじゃないよ。きっと健一さんは誤ご解かいされてるだけなんだろうって思ってるだけ。誤解されてしょげてる人に、なんでじゃー！　って詰つめ寄よってもしょうがないじゃない」


「だからその誤解されてるだけって辺あたりが甘いって言うんだよ。実じつ際さいにそうかどうかなんてわからないじゃない」


　そんなツバメの言い分は一いつ方ぽう的てきだったがもっともな気もする。


「わかるよ」


　なのに千夜子はそれをあっさりと否ひ定ていする。


「どうして？」


「だって佳奈さんはツバメに似にてるもん。健一さんがツバメに首を絞められてたとしても、ツバメに変なことをしたなんて思う必要ないでしょ？　それと同じだと思う」


「うぐぅ……」


　ツバメはそんな千夜子の言葉に小さくうめいて言葉を失うしなってしまった。


「でも問題は問題ですよね」


　それでツバメ方面は解かい決けつしたと思ったらしい。千夜子が少し声の調ちよう子しを変えて、話わ題だいも変えたみたいだった。


「そうですか？」


「だって酷ひどいじゃないですか。健一さんをぶつなんて」


「……まあ、そうですけど。歯が折おれたわけじゃないですし」


「もし折れたら、私は佳奈さんの奥おく歯ばを引っこ抜きに行くかもしれません」


「……千夜子ちゃん？」


「まあ、それは冗じよう談だんですけど」


　ちょっと冗談に聞こえなかったとはなんとなく言いづらい。


「なんか千夜子ちゃんって佳奈さんにだけは厳きびしいですよね」


「……そうですか？」


「以前も睨にらんできたってだけで怒ってたじゃないですか」


「そう、ですね。でもあれはその……すごい顔で睨んでたからで別に佳奈さんがってことじゃないと思うんですけど……」


　健一はそうだったかなあと思う。まあ、確かにかなり怒ってた感じは伝わってきたが。


「とにかく！」


　そんなことを思ってると、ツバメがまたイライラしたように健一に話しかけてきた。


「……はい」


「もう窪くぼ塚づか姉し妹まいには近づかない。わかった？」


「そういう話なの？」


　なんでそうなったんだろうと思って千夜子の方を見る。


「違うと思います」


「千夜子ー！　だからなんで私の敵てきに回るのよ」


「敵に回ってなんかいないよ。ツバメが変なこと言い出すから」


「……変なことって」


「私、佳奈さんがぶったことは怒ってるけど、もう話したくないとか顔を見たくもないとかそんなこと全然言ってないでしょ？」


「そりゃそうだけど……でも絹川が余よ計けいなことして佳奈さんにぶたれたわけでしょ？」


「だからって近づくのも禁きん止しとかそんなの変だよ」


「……変だけど」


　でもそれは千夜子のために言ってることなのだとツバメは言いたいのだろうなと思う。健一にもそれがわかるのだから千夜子だってわからないわけはない。


「うん。ツバメの気持ちは嬉うれしいよ。でも、私はそうして欲しいわけじゃないの」


「……だったら絹川が余計なことしないようにしてよ」


「それって必要？」


「私の精せい神しんのためには、かなり」


「……ということなんですが、どうしましょう、健一さん？」


　千夜子も少し困こまったようで、健一に意見を求めてきた。


「えっと……確かに他の女の子と仲良くする必要はなかったはずなんで、この際さい、鍵原の精神のことは気にしなくてもいいんじゃないかと」


「……絹川にしては頭が回るじゃないの」


　ツバメとしては不満な結けつ論ろんだっただろうが、反論しがたい結論でもあったようだ。肩を震ふるわせながら、恐ろしい顔で睨にらんできた。でもそれがいきなり緩ゆるんで、ツバメはため息をつく。


「とにかく……感かん謝しやしなさいよね」


　そしてもうどうでもいいという感じに口を開く。


「え？」


「私の友情はどうでもいいけど、千夜子のあなたへの信しん頼らいにっ！」


「……はい」


「声が小さい！」


「はい」


　健一はそう答えながら、でも自分は確かにそれに甘あまえてるよなとは思う。それを裏切ってもいるのだし申もうし訳わけないという気持ちもある。


「いいんですよ。私はしたいことをしてるだけなんですから」


　なのに千夜子はそんなことを言い始める。それはなんだか冴さえ子こと同じような物言いなのだが、千夜子に言われると健一はほっとした気持ちになる。


「はあ……」


　それでまたツバメはため息をつく。


　それから何か言いたげに健一を睨んだが、結局、何も言わなかった。





　　　　○





「……来ないね」


　綾に言われるまでもなく、シーナが来ないのは健一にもわかっていた。


　１３０１には綾と健一だけでなく、冴子も刻とき也やも集まっていた。でもシーナは来ない。普ふ段だんならとっくに来ている時間なのだが来ない。


　ライブの時間にはまだあるから問題はないのだが、きっとそういうことではない。シーナは今日来ないのだ。待っていたとしても。
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「学校では話さなかったのかね？」


　刻也は詳くわしい事じ情じようは知らないのだろうが、佳奈と健一の間で何かあったことには気づいているようだった。一昨日は妙みように仲なか良よくしてきた佳奈が今日はいきなり近づこうともしなければ、クラスが同じ刻也にはそれとわかってしまうだろう。


「今日は……会わなかったんですよね」


　まあ、普ふ段だんもそんなに会ってはいないという気もする。日奈として話すことなんてほとんどなかったのだ。


「私も見かけなかったが」


　刻也はなんだか不満そうな顔をしていた。


「有あり馬ま君は見かけたかね？」


「……学校には来てたみたいですけど」


　冴子は話しかけられるとは思ってなかったらしい。少しびっくりした様子で答える。


「僕もそれは確かく認にんしました」


　健一はそう答えながら、でも本当に来てたということだけだよなと思い出す。


　日奈を見かけたのは帰り際ぎわだ。佳奈に手を引かれて帰る、その後姿だけ。


　健一はそんな日奈に話しかけることは出来なかったし、日奈も話しかけては来なかった。


　気づかなかっただけかもしれない。でもそうではないかもしれない。


　もう見えてないのかもしれない。そんな気にすらなった。


　日奈は佳奈だけがいればいいのだ。健一や他の人間たちはそれが実じつ現げんしないことの隙すき間まを埋うめるための代だい用よう品ひんでしかなかったのだ。


　健一はそれがわかっていたし、それでいいと日奈にも言った。なのにいざそうだと考えると悲しい気分になる。


「……本当に来ないの？」


　綾はそんな三人の会話から何かあったのを感じ取ったらしい。あまりシーナのことを大事に思ってるとは感じなかったが、それでも来ないのは気になるのだろうか。


「来ないかもしれませんね」


「そっか」


　綾は健一の返事に短くそう答えると、それ以上の話はしなかった。健一が原因であることを感じたのかもしれない。健一はそう思う。


「しかし来ないならライブを中止する旨むねを告こく知ちしておかねばならないんじゃないのかね？」


　そんな中、刻也らしい正しい指し摘てきが健一に届とどく。


「そうですね。ぎりぎり待ってからでもいいですけど」


　でもそれはやっぱり楽らつ観かん的てきに過すぎるなと感じる。それに来たとしてもライブなんて出来るのだろうかと思ってしまう。


　シーナもそうだが、健一の方だっていつもの通りとはとても言えない。


「タイミングが合うなら私が貼はることにしても構かまわないが」


　そのせいなのか刻也が意い外がいな提てい案あんをする。


「……え？」


「今日もバイトなのでね。ちょっと寄り道すれば貼るくらいは出来ると思うのだが」


「いや、そこまでしてくれなくてもいいですよ。僕の時間は余あまってますし」


　刻也が忙いそがしい時間をやりくりしているのは知っていた。だから健一としてはそんなことを刻也に頼たのむのは申し訳ないと思うしかない。


「別に方角が全然違うというほどでもない。大した手て間まではないよ」


「でも、道具とか要りますし。まあ、ガムテープだけですけど」


「ああ……それはそうだな。しかしまあそんなに荷に物もつになるだろうか」


「それはそうですね……」


　健一はなんだかそこまでして断らなくてもいいだろうという気持ちにもなってきた。しかしやはり自分がするべきことだろうとも思う。


「一いつ緒しよに行けば？」


　そんな二人の会話に綾の提てい案あんが割わり込んできた。


「一緒に？」


「うん。管理人さんも健ちゃんも貼りに行きたいんでしょ？　だったらそうすればいいと思うんだけど違うの？」


「……別に八雲さんは貼りに行きたいわけじゃないと思うんですけど」


「そうかなー。私はそんな気がしたけど。で、健ちゃんは管理人さんに時間を使つかわせるのが嫌いやなんでしょ？　だったらこんなところで話してないで二人で貼りに行けばいいんだよ。そうしたら時間もかからないし、二人とも貼れて満まん足ぞく。でしょ？」


「……そうなのかな」


　健一は綾の言葉に反論は出来ないものの、なんか騙だまされてる気分になる。


「では、そうしましょう」


　しかし刻也は綾の提案を飲のんだようだった。


「いいんですか、それで？」


「綾さんの提案は合ごう理り的てきだろうと思う。バイトの時間になったらまたここに来るので、その時までにシーナ君が来なかったら一緒に貼りに行こう」


「……はい」


　健一は刻也の迷まよいのない態たい度どにそう返事をさせられていた。まあ、確かにあれこれ言い争あらそうよりはそれがいいのかもしれない。


　刻也がそう言ってくれるのだし、必要以上に気き遣づかうのは失礼ということもある。


「では、そういうことで、また」


　そしてそんなことを健一が考えている間に、刻也はもう行動に移っていた。


「はい。じゃあ、ここで待ってますので」


「うむ。では、ごきげんよう」


　改あらためて挨あい拶さつをしたのはきっと綾や冴子に対してだなと思う。それがわかったのか綾と冴子は部屋を去さり行ゆく刻也に挨拶を返す。


「じゃあねー」


「はい。また夕方に」


　そんなやり取りに健一は刻也は本当に管理人のようだなと思う。そして同じ年とは思えぬ彼の迷いのない態度に、健一は少しあこがれるものを感じた。





　　　　○





　結局、刻也が戻ってくるまでにシーナは現れなかった。だから健一は刻也と共ともにライブ中止のポスターを貼りに行くことになった。


　いざ、その時になるまで健一はそうやって自分が期き限げんを切っていたことに気づかなかった。


　本当に待つならぎりぎりまで待っててもいいはずだった。だが、心のどこかでもうわかっていた。待っていても来ないのだ、と。だから、どこかで待つのを諦あきらめたかったのだろう。


　そして健一はそれを自分では決めず、刻也に助けてもらったのだ。刻也にはそんな気はなかったのかもしれない。でも結けつ果かはそうだった。


　自分からは動けない。そんな蛍子の指し摘てきを思い出す。人に言われて何かをするのは得とく意いだが、自分からは何かを出来ない。唯ゆい一いつ自分から始めたことと言えば、家の手伝いの料理だったが、それは絹きぬ川がわ家けを崩ほう壊かいさせる原因になったという気もする。


「こうして君と二人で歩くのは二度目だな」


　でもきっと刻也はそんなことはないんだろうなと思う。自分で決きめて、その通りにしっかりやっている。そんな人なのだ。


「そうですね」


　一度目は一いつ緒しよに登とう校こうした時だった。それもそんなに昔むかしのことではなかったはずだ。


「君があのマンションに来てから、もうかなりの時間になるのにそれだけなのだな」


「そうですね。同じ学校で同じクラスなんですから、もっと話してもいいはずですよね」


　言われてみると、いくらだって一緒にいる機き会かいはあるはずなのに随ずい分ぶんと会話が少ないなと思う。刻也が勉強やバイトで忙しいというのはあるが、健一の方はそうでもないのだから合わせようと思えばいくらでも出来たはずなのに。


「まあ……あのマンションの話をしづらいというのはあるな」


「それは、ありますよね」


　誰かになんで仲なかがいいのかと尋たずねられたらけっこう説明に困こまるというのはある。


「あとは有馬君のせいかもしれない」


「有馬さんがどうかしたんですか？」


「いや気にし過すぎかもしれないが、彼女はあのマンションのことは知られたくないんではないかと思うのだ。だから君とも外では話しづらく感じていた。まあ、共きよう通つうの話題というとあのマンションでのことばかりだからな」


　しかしそれは気にし過ぎなんかではないと健一は思う。実じつ際さい、冴子はマンションでのことを知られたくないと思ってるはずだ。だからこそ、外では健一と一切話さないのだし、刻也ともそうしているのだ。その辺のことを刻也がどう思ってるのかというのを今日、初めて聞いたというのは思えば意外なことかもしれない。


「実際、そうみたいですよ。僕とも外では一切、話をしてもらえないですし」


「……やはり、そうか。少し安心したよ」


「安心？」


「いや、少々不ふ適てき切せつな発言だったかもしれない」


「別に怒ったとかじゃないですけど」


「以前、学校で話しかけたことがあるんだが、すごい勢いきおいで無む視しされたのでね」


「ああ……」


　自分もそうされたことがあるので健一はその時の刻也の気持ちがわかる気がした。


「私は嫌きらわれてるのかなあとも思ったんだが、マンションではあんな感じだろう？　理り解かいに苦しんでいたんだが……考えていた通りのようで、安心したということだ」


「でも、なんであんなに徹てつ底ていしてるんですかね？」


　健一はそれがずっと気になっていた。だから刻也にそれを聞いてみる。


「……知らないのかね？」


　刻也はひどく驚おどろいた様子で尋ね返してきた。


「じゃあ知ってるんですか、八や雲くもさんは？」


「……いや。君が普ふ通つうに暮くらしているようなので、知ってるものだと思っていたということだよ。君の方が有馬君の近くにいるのだし」


「それはそうなんですけど」


　でも知らないのだ。わからないけど、そういうものなのだ。そう思って暮らしている。そんなことを言ったら適てき当とうなヤツだと思われてしまうだろうか。


「まあ、有馬君が言いたくないのであれば、聞かないであげるべきだろうな」


「そうですよね」


　健一はなんだかまた刻也に助けられてしまったなという気がした。そもそもこうやって一緒にポスターを貼りに行くことになったのは、刻也が自分のことを心配してくれているからなのだろう。大した距きよ離りではないが、シーナが来ないからとポスターを貼りに行けば、それはやっぱり精神的には厳きびしいものがある。そう考えると綾の提案は本当に合ごう理り的てきだった。


「まだ大丈夫だよ、絹きぬ川がわ君くん」


　そんな思し考こうで生まれた沈ちん黙もくを刻也は不安に感じたんだろうか。


「……えっと、何がですか？」


「窪塚君のことだ。まだ大丈夫だ」


　刻也のそんな言葉はすごく意外な気がした。彼の言葉はいつもすごく論ろん理り的で、根こん拠きよや筋すじ道みちを感じる。でも今聞いたことはそれとは無む縁えんのことのように思えた。


「どうしてそう思うんですか？」


「不ぶ躾しつけとは思ったが１３０５のドアを開けさせてもらったのだ」


　それもなんだか彼のイメージからは予想できない発言だった。


「……鍵かぎをかけるの忘れてましたか？」


　そして日奈の状態に気が行っていて出て行く時、閉めるのを忘れていたのに気づく。


「うむ。中までは入らなかったが、確たしかに１３０５はあった」


「それが……なんなんですか？」


「窪塚君はまだあの部屋を必要としているということだろうと私は思う」


　そう言った刻也は確かに笑ってるように見えた。


「帰ってくるってことですか、シーナが？」


「それはわからないがね。それでもきっとお別わかれを言うくらいは許ゆるされるはずだよ。そうでなければ……」


　刻也はそこまで言いかけて、少し考えるような顔をする。


「そうでなければ？」


　だから健一は尋たずねてしまった。


「悲しすぎるだろう」


　それに答えた刻也は、今まででも一番らしからぬ答えだった。


「そうですね」


　でも、その通りだなと思った。理り屈くつが通ってるとは思えないけれど、でもそうであって欲しいと思った。そしてこんな結けつ末まつのために自分はシーナと出会ったんじゃないと思いたかった。確かに冴子の言うとおり、こうなるのが日奈にとってよいことであったとしても、お別れを言うくらい許されるべきだろう。


　出会わなければ良かった。そんなことを思って暮らすのはやはり嫌いやだ。そしてそんなことをさせるために、あのマンションがあるなんてやはり思えなかった。


「何があったのかは知らないし、だから助じよ言げんらしい助言も出来ないが」


「はい」


「だが、まだ大丈夫だ。いずれは別れの日が来るのだろうが、それは昨日ではないし、今日でもない。もう少し先のことだよ」


「……はい」


　健一は刻也の言葉に綾から聞いた話を思い出した。綾はいずれは十三階から出て行かねばならないと考えているようだった。そしてどうも刻也もそうであるらしい。


　でもそれは考えてみれば当とう然ぜんのことなのかもしれないとも思う。いつまでも皆みながあそこに住み続けるなんてことはありえない。


　刻也は大学に入る頃にはきっと出て行くだろう。自分だって高校を出たら、別べつの場所に引ひっ越こすかもしれない。両親と共ともに暮くらすかもしれないし、進しん学がくしたなら大学のそばに住むということだってありえる。


　皆、大人になれば別の道みちを進む。それは当たり前のことで、だからいずれは別れの日が来るのだ。


「八雲さんはあそこを出て行く予定があるんですか？」


「しばらくはないが。現げん状じよう、家や賃ちんを払はらうほどの余よ裕ゆうはないしな」


「でも……無ぶ事じに大学に入ったら出て行くんですよね？」


「その時は家に帰ることになるかもしれないな」


「家に帰るんですか」


　それもなんだか意い外がいな気がした。というかそもそも刻也の家のことを健けん一いちはあまり考えたことがなかった。


「ああ。大学に受かったら、きっと帰れると思う」


「……それまでは帰ってくるなって言われてるんですか？」


　彼の家庭の事じ情じように踏ふみ込こんでいいものかはわからなかったが、それでもその答えは気になった。なのに刻也は健一の質問に笑ったようだった。


「そうではないよ。私が勝かつ手てに帰りたくないと思ってるんだ。妹には帰って来いと何度も説せつ得とくされている。そして妹の話によれば母も、そして父もそう思ってくれてるようだ」


「そうだったんですか」


　今日はなんだか随ずい分ぶんと刻也の意外な一面を見せられたなと思う。


「妹は父に私を説得してくれとお小こ遣づかいをもらってすらいるようだ」


「……それはなんだかすごい家族ですね」


「だから、もう少しはこじれてもいいけど、でも最後にはちゃんと戻もどって来いだそうだ」


「面おも白しろい妹さんですね」


「面白いかどうかわからんが、賢かしこい娘だろうとは思う」


「八雲さんが賢いなんて言うってことは、よほど頭がいいんでしょうね」


「……そうだな。去年の話だが彼女はバスケ部のキャプテンだったが、ずっと成せい績せきは学年一位だったそうだよ」


「それはすごいですね」


「まあ、彼女の賢さというのはそういう部分でもないのだが」


　刻也はどう言ったものか考えてるようだった。しかしうまい例が浮うかばないらしい。なので健一はちょっと話わ題だいを変えることにした。


「えっと……見た目は八雲さんに似てるんですか？」


「男と女だから随分と違うと思うが、でもまあ似てるかもしれんな。私も彼女も母に似てるらしくてね」


「じゃあ背が高くて、メガネをかけてるんですか？」


「背はともかくメガネは関係ないんじゃないだろうか？」


「よくわからないですけど、近きん視しも遺い伝でんとかするんじゃないですか？」


「ああ……それはそうだな」


「でも女の子ならコンタクトですかね」


「彼女は眼は悪わるくなかったはずだが」


　そう言いながら実じつ際さいはどうだったのか刻也はあまり意い識しきしてなかったらしい。少し自信なさげな物言いに感じる。


「それにしても、なんだかすごい娘こですよね。成績優ゆう秀しゆうで運動神経もよくて、それで美人なわけですよね」


「……まあ、そういうことになるのかな」


「一度会ってみたいですね、どんな娘なのか」


「そういうことなら機き会かいがあれば紹しよう介かいしてもいいが……」


　そう言いかけて刻也は何か思うところがあったらしい。前ぜん言げんを撤てつ回かいする。


「いや、やはり止めておいた方がいいかもしれない」


「え？　駄だ目めなんですか？」


　健一はなんで駄目なんだろうと思う。まあ、刻也は彼女に会わせるのも避さけてるみたいだし、家族に会わせるのも嫌いやということなんだろうか。それとも健一が綾と会った日にしてしまったことを思い出したのだろうか。


「うむ。別に君がどうこうというわけじゃないのだが……」


　しかしその辺り、刻也ははっきりとは言ってくれない。


「まあ、嫌ならいいんですけど」


「嫌なのではなく、危き険けんだと感じてるのだ」


「危険……って、僕が妹さんに変なことをするってことですか？」


「いや、そうではないのだ」


　刻也は健一のその考えを否ひ定ていする。しかしだったらなんだというのだろう。刻也の妹は危険な人物なのだろうか。


「……なんだかよくわかりません」


「単に私の都つ合ごうなのだよ。彼女はきっと君に会ったら説せつ得とくしようとするだろう」


「説得ですか？」


「私に家に帰るようにと言ってくれとだ」


「ああ」


　そこまで聞いて健一はやっとなんのことか理り解かいした。


「君まで敵てきに回ったら、私はかなり窮きゆう地ちに陥おちいるだろう。そういうことだ」


「……僕は八雲さんの敵には回らないと思いますけど」


「そう信じたいのだが、彼女の賢さというのはそういう分ぶん野やで発はつ揮きされるのでね」


「ああ……だから危険なんですね」


「そういうことだ」


　刻也は真ま面じ目めな顔をして、腕を前に組んだ。よほどそのことで何か思うところがあるらしい。そしてだからこそ、苦にが手て意い識しきを感じてるのだろうなと思う。


「でも大丈夫だと思いますよ。僕は変なところで頑がん固こらしいですから。妹さんが何を言っても、僕は八雲さんの味方でいますよ」


「そうか。それは心強い言葉だな」


　刻也はそう言うと少し笑ったみたいだった。そして組んでいた腕を解といた。だから健一はこの話は終わったんだろうと感じた。


「そういえば八雲さんは事じ情じようを聞かないんですか？」


「事情というと、君と窪塚君の事情かね？」


「ええ」


「聞いて欲しいというなら聞いてもいいのだが、私には相そう談だんはしない方がいいと思う」


「……なんでですか？」


「私はどうも昔から人の相談に乗るのが苦手でね。相談に乗ったばかりに不幸になった人ばかり見てきた」


「……まあ、そういうこともあるかもしれませんけど」


「そういうこともあるという話ではないのだ。例外なくそうなってきたのだ。だからずっと感かんじていたのだ。私は相談が苦手だ、とね」


　刻也のそんな言葉に健一は、なんだか自分のことを言われたように感じた。自分の場合は、それは恋愛だったが、なぜかそれが苦手なんだと理解している。それと同じようなことなのかもしれないと健一は思う。


「そういうのってありますよね。僕ぼくにもなんでか知らないけど、苦手だって思ってることがありますし」


「……まあ、そういうわけなので、私は君に期き待たいすることしかできない」


「なんで期待なんですか？」


「私はあんな別わかれは嫌だと思ってる」


　刻也はそう言いながら立ち止まった。しかしそれは単たんに信号が赤だったからのようだ。それに気づいて健一も刻也に倣ならう。気づけばもうすぐ駅前まで来ていた。


「あんな別れって、シーナとのことですよね？」


　健一はそれを尋ねながら刻也の気持ちがわかるような気がした。刻也にとってはシーナとのことはファミレスから出て行くように言ったところで終わっていたのだ。


「私はあの後、後こう悔かいした」


　だからなのだろう。刻也はそれを苦にが々にがしく語かたった。


「……後悔ですか」


　そこまでのことだっただろうか。健一はそう思ってしまう。


「あれは彼なりの私への応おう援えんだったのかもしれない。なのに私はひやかしだと決め付けて、そして追い出してしまった」


「……応援だったんでしょうか？」


　健一はそう言われて、初めてその可か能のう性せいに気づく。一緒にいた自分すら気づかなかったのだから刻也がそう思わなかったのは無む理りもないと思う。だがそういうことではないのだろう。


「実際はそうではなかったかもしれない。でも私は後悔している。そうでないならそうと知りたいし、そうだったのなら、私は彼に謝しや罪ざいしたいのだ」


　刻也の予想以上に真しん剣けんな思いに健一は驚おどろかずにはいられなかった。しかし本当に健一を驚かせたのは、刻也がシーナのことを「彼」と言ったことの方だった。それは刻也がシーナを日奈の変へん装そうではなく、一人の人間として認めていたということなのだろう。


「大丈夫ですよ」


　だから健一はそう応こたえる。そんな刻也の想おもいはきっと無む駄だにはならないだろうと。


「……そうだろうか」


　そしてその時、信号は青になった。だから刻也は歩き始める。健一も。


「さっき八雲さんが言ったじゃないですか」


「それはそうだが」


「僕は八雲さんが言ったことだから信じますよ」


「なら、私は君の言葉を信じよう」


「だから八雲さんが言ったことじゃないですか」


「しかし君が信じてくれなければ、私は信じることができなかったかもしれない」


　刻也の言葉は不ふ思し議ぎと自信に満ちていた。


「そうなんですかね？」


　しかし健一にはなんでそこまで刻也が思えるのかはわからなかった。


「君は私には出来ないことをやってのける人間だと思っている」


「……そんな大たい層そうな人間じゃないですよ、僕は」


「そんなことはない。君はすでに二つ、私には出来なかったことをやってみせた」


「……料理の話ですか？」


　自分が得とく意いと言えるのはそれくらいしかないが、さすがに違う気がする。


「綾あやさんと有馬君のことだ。あの二人を笑え顔がおにしたのは君だろう」


　その言葉に本当にそうなんだろうかと健一は思ってしまう。


「僕にはそうは思えないですけど」


「しかし私がそうしたわけではないのだから、そのはずだ」


「……そうなんですかね」


　綾の方は本人からそう思ってもいいような話を聞いた気もする。刻也はずっと綾のことを陰気な女性だと思っていたらしい。それが今のようになったのが健一のおかげということなら、確たしかに刻也の言葉は正しいと思う。


　でも冴子の方はどうなんだろう。冴子に健一は何が出来たんだろうと思う。今でも外では話さない。外の世界の冴子は昔のままだ。冴子を笑顔にしたのは健一ではなく、あのあるはずのない十三階という場所なんではないのだろうか。


　それに、やはり綾と冴子ではあまりに状況が違ちがうと感じる。刻也はずっと綾のことを気にしていて、でもどうにもならなかったのだ。だが冴子のことを刻也はどうにかしようと思っていたのだろうか。変な噂うわさのあるクラスメイト。それだけの相手に刻也は何か思うことがあったというのだろうか。


「君はそれを大したことではないと考えているかもしれない」


　しかし刻也は健一の沈ちん黙もくを別の不安と感じたようだった。


「……実際、大したことじゃないと思いますけど」


「今はそうとしか思えないかもしれない。でも、いずれは実じつ感かんするはずだ」


「いずれ、ですか？」


　それはさっきも聞いた言葉だった。


　いずれ来る別れの日。その時に健一は刻也の言ったことの意味を理解できるようになる。そういうことなのだろうか。


「それがいつのことになるかはわからないが……まだまだ先であるといいと思う」


「僕はわからないままってのは、あんまり嬉うれしくないですけど」


「……それもそうだな」


　刻也はそう言うとやはり少し笑ったようだった。そして立ち止まり、辺あたりを見渡し始める。健けん一いちはそれでもう駅まで着いていたことに気がついた。


「どこに貼るのかね？」


「いつもはその辺に」


　健一は駅のいつも閉まったままのガラス扉とびらを指差す。


「なら、やはり同じ場所が良いのだろうな」


　そして刻也はそう言うとさっそく作さ業ぎように入ることにしたようだった。


「ですね」


　健一はやはり二人でわざわざするようなことではないなと思う。でも、きっとそういうことではないのだろう。


　必要なことはここまで一緒に歩くことの方だったのだ。そしてそれを証しよう明めいするかのように、健一は刻也も自分も笑ってることに気づく。


「……大丈夫かな、シーナは」


　だから健一は思ってしまう。自分にはこうやって話を聞きいてくれる相手がいる。でも日奈にはいない。


　佳か奈なが一緒にいてくれるならそんなこと気にならないのかもしれない。でも気になった時、日奈はどうするんだろう？　健一はその疑問の答えがわからず、本当に辛つらいのはやはり日奈なんじゃないかと感じた。





　　　　○





　そしてその日も、次の日も結けつ局きよく、シーナは現あらわれなかった。


　だから健一はまた家に戻ることにした。１３０１にいれば綾や冴子が優やさしくしてくれる。でも今はそれを快こころよくは思えなかったのだ。


「……鍵かぎ原はら？」


　意い外がいな人が自分の家の前に立っていた。学校で明日あした会あおうと別わかれたはずの鍵原ツバメだ。


　幽ゆう霊れいマンションでシーナを待っていた間に何かあったのだろうか。そう思って改あらためて見ると明らかにうつむき加か減げんで落ち込んでいるらしいのがわかる。


「遅おそいわよ。どこをどう寄より道してたら、こんなに遅くなるわけ？」


　それでもツバメが健一に向けるのは不満と怒りということらしい。うつむいたままなので表情は見えないが、まあにっこりと笑ってるという雰ふん囲い気きではなさそうだ。


「……そんなこと言われても鍵原がうちにやってくると思ってなかったし」


「でも、ここはあんたの家でしょう？」


「まあ、そうだけど」


　でも本当に自分の家なんだろうかという気はしてしまう。両親は不ふ在ざい。姉も今は住んでおらず、自分ももっぱら幽霊マンションで暮くらしているのだ。


　たまには帰らないとなとは思うが、あまり楽しい場所とは思えない。


「で、なんでまたうちに来たの？」


　しかし今、考えるべきなのは自分のことではなく、ツバメのことだろうと思う。この明あきらかに不自然な展てん開かいは自分が原因ではないはずだ。


「ま、いつものことなんだけどね」


　しかしツバメはそんな風に健一の質問に答える。もちろんそれはこの状況がということではなく、ツバメが陥おちいった状況がということだろう。


　そしてそれはつまり、男に振ふられたということだと健一は理り解かいした。


「……まあ、立ち話もなんだし、上がれば？　甘あまいものとか常じよう備びしてないから出せるものもないけどさ」


　健一はそんな状況でずっとここで立っていたのだとしたら疲つかれてるんじゃないかと思う。


「じゃあ、そうする」


　そしてそれは正しかったのか、ツバメは重い足取りで、家に入る健一に続いた。





　上がってもらったのはいいが、本当に出すものがなかった。千夜子の家のように麦むぎ茶ちやが常つねに用意されていたりはしない。というか冷れい蔵ぞう庫こがほとんど空からっぽだった。残ってるものにしても、長いこと放ほう置ちしてたものなので賞しよう味み期き限げんが怪あやしい。


「……水でいい？」


　さすがにこれは怒おこられてもしょうがないなあと健一は思う。客に水しか出さないってのもどうかと思うが、本当に何もないんだから仕方がない。


「いい」


　でもツバメは別べつに怒ったりはしなかった。少なくとも表向きは。ソファに座って肩かたを落として、そのまま動かない。


「……本当に何もなくてさ。なんなら買ってこようか？」


　ツバメをそんなに歓かん迎げいする必要はないだろうが、さすがに申し訳ないと思う。


「いいわよ。飲み食いしたい気分じゃないし」


　でも無む用ような気き遣づかいだったらしい。むしろ怒られた感じがする。


「……そっか」


　だから健一はもう余よ計けいなことはするまいと、それだけ応えてツバメの向かいに座る。


　そしてなんでツバメが自分の家にいるんだろうと改あらためて思った。考えてみると千夜子だって健一の家に上がったことがないのだ。別に千夜子を家に入れないようにしてたなんてことはないので、だからどうということもないが、やっぱり変へんだなとは思う。


　一いち応おう、大まかな理由は理解している。ツバメはまた男に振られたのだ。だから愚ぐ痴ちの一つも言いたいのだろう。でもそれなら千夜子の家なりに行けばいいんじゃないかと思う。


　単に千夜子が家にいなかったとかそういうことだろうか。それならわかる気もする。まさか千夜子がもう聞きたくないと追い出したわけもないだろうし、やはりその線せんだろうか。


「なに、黙だまってるのよ」


　そんなことを考えていたらまたツバメに怒られた。


「……なにを話せばいいかよくわからなくて」


「ここは何があったの？　って聞く場面でしょ」


「それはさっき聞いたような」


「落ち着いたところで、改めて聞くものなの」


「……そうなんだ。ごめん」


　健一は素す直なおに謝あやまる。一方的な話のような気もするが、確かに気が利きかなかった自分が悪いとも思う。


「で、何があったの？」


「男に振られたのよ、もうわかってるでしょ？」


「まあ、そこまではわかってるけど。いつ？　どこで？　誰だれに？　とかその部分はさっぱりわからないわけで」


　健一はそう言いながら、今日の学校でのツバメのことを思い出す。彼かの女じよの通り名とも言うべき『恋こい多おおき女おんな』。それは時々、「今日告白するぞ！」と盛もり上がってるからつけられた名前だったが、今日のツバメはそんな雰囲気は微み塵じんもなかった気がする。それとも他に気になることがあったから気付かなかったのだろうか。


「いつかって言ったって、学校で絹きぬ川がわと別れて、また会うまでの間しかないでしょ」


「……それはそうですね」


　昨日振られたけどずっと言うのを我が慢まんしてたとかそんなタイプではないなとは思う。


「残りはそっちで想そう像ぞうして」


「想像してって言われても無理だろう。もう少しヒントをくれないと」


　ヒントとかそういう話じゃないかもしれないが、さすがにそうも言いたくなる。


「我われながら情けなさすぎなので言いたくないの」


「……まあ、言いたくないなら無理には聞かないけど」


「聞きなさいよ」


「いや、だって聞くなって言っただろ、今」


「言ってないわよ。言いたくないって言ったのよ」


「……確かにそうでしたね」


　しかしそれは同じ意味じゃないのだろうか。振られて精せい神しん的てきに参ってるとは言え、本当に理り不ふ尽じんだなと思う。


「で、聞くの？　聞かないの？」


「聞きますけど、ちょっと落おち着つく時じ間かんをください」


「……ま、いいけど」


　ツバメにそんな風に言われるとさすがにどうなんだろうなと思う。ツバメが振られて落ち込んでいるのはわかるが、もう少し聞いてあげたい気持ちにさせて欲しい。


「でもまあホタルもこんなもんだったかな」


　そしてそんな理不尽な態たい度どに健一は蛍子のことを思い出す。機き嫌げんが悪いとなんだかわからないことを言い出し、それがわからないと言うとさらに機嫌を悪くする。蛍子だけがそういうものかと思っていたが、案あん外がい、他の人もそういうところがあるのかもしれない。健一はそんなことを思う。


「なに？」


「いや、ホタルみたいだなって話」


「……私とホタルさんのどこが似てるわけ？」


　その質しつ問もんに正直に答えたらアウトだろうと健一の直ちよつ感かんが告つげる。


「怒ると……かわいいところかな」


　とっさに答えを途と中ちゆうで曲げた。


「ば！　な、何言ってるの！　あんたは……千ち夜や子この彼かれ氏しなんだから……」


「千夜子ちゃんだけ大事にしてればいいって言うんだろ」


　でもそれを言ったら、なんで今のような状況になってるんだという話にもなる。


「……そ、そうよ。わかってるじゃない」


　だからなのかツバメの言葉は歯は切ぎれが悪かった。


「ん？」


　その時、玄げん関かんでチャイムがなるのが聞こえた。


　いつもは誰もいなくて、誰も来ない家のはずなのに今日は千せん客きやく万ばん来らいらしい。


「悪い。ちょっと待ってて」


　誰だろうと思いながら健一はツバメに断ことわって席を立つ。


「……水みず飲のんで待ってるわよ」


　ツバメが何か恨うらめしそうに呟つぶやくのが聞こえた。


「宅たつ急きゆう便びんですけどー」


　気にせず居い間まを出ると、チャイムを押した主の声が聞こえた。何か届とどけ物らしい。


「なんだろ？」


　しかし心当たりがまったくない。蛍子が知らぬ間に懸けん賞しようにでも応おう募ぼしてたんだろうか。どうもそれもないような気がする。


「はい」


　結けつ局きよく、考えてもわからないので、健一は玄関を開ける。そこにはまだ若いいかにもバイトらしい配はい達たつ員いんが立っていた。手に持ってる荷に物もつはとりあえずお中元とかそういう感じではなかった。分厚いコミックか何かを包ほう装そうしたくらいの大きさだ。


「えっと……絹川さん？」


　怪あやしんでいるというよりはただの確認なんだろう。配達員は健一の顔を見て、表ひよう札さつを見て、それから荷物に書かれているらしい名前を見る。


「はい。絹川です」


「絹川健一さんに荷物なんですけど……お父さんかな？」


「いえ、僕ですけど」


「じゃあ、いいか。ここにハンコをください」


　何がどういいのか健一にはよくわからなかったが、配達員に言われるままに受じゆ領りよう印いんと書かれたところにハンコを押す。


「えっと……誰からですか？」


　それで健一はなんでまた自分に荷物が届くんだろうと改めて考えてしまう。


「そこに書いてあるとおりで……絹川……ほたるこさん？」


「……ホタルから？」


　配達員の言葉に健一は改めて荷物を確かく認にんする。


　送り主のところには確かに蛍子の名前が書いてあった。奇き妙みような感じもするが住所はこの家になっている。中身は電でん気き製せい品ひんと書かれているが、何かまではわからない。


　他に情報を求めるが、時間指定お届とどけという見なれぬ文字を発見するだけだった。どうやら午後四時から六時の間に届けるように指定していたようだが、そんな風に時間を指定するならなぜ事じ前ぜんに連れん絡らくをしてくれなかったんだろうと健一は思う。


「それでは私はこの辺で」


　配達員は健一の押した受領印を確認するとそう告つげて去さっていく。


「あ、はい。どうもありがとうございました」


　健一は我に返ると慌あわてて礼を言う。しかし気持ちはずっと荷物の中身に向いていた。


　蛍子からの突とつ然ぜんの送り物。しかも電気製品。


「なんなんだろう、本当？」


　健一はそれが何で、そしてなぜ送られてきたのかわからず考えてしまった。開ければわかるのだろうか？　そう思って健一はツバメが来ていたことを思い出す。


「気にはなるけど今は見ない方がいいかな」


　だから健一はとりあえず荷物のことは忘れることにした。ツバメに見られたら困るものという可能性もある。


「鍵原、待った？」


　なので健一は玄関に荷物を置くと、居い間まに戻もどる。


「別に……」


　今度はなんだか拗すねるモードに入ってしまったらしい。


「で、なんだっけ？」


「もういいわよ」


「……そうは言われても、さすがに気になるし」


「どうせ話したって彼氏が出来るわけじゃないしね」


「それはそうだけど、今後の対たい策さくが立てられる……かもしれないだろ」


「絹川の意見なんて参さん考こうになるわけないじゃない」


　だったらなんでここにいるんだよと思うが口には出さない。


「……かもしれないけどさ」


「あーあ。なんで私は誰だれにも愛されないんでしょ」


「……そんなことないと思うけどなあ」


「なによ？　あんたの知り合いで私を好きなヤツを知ってるわけ？」


「えっと……千ち夜や子こちゃんとか」


「男の話をしてるのよ、男の話を！」


　それはわかってるが、心当たりがないんだからしょうがない。


「じゃあ……鍵原のお父さんとか」


「男の意味が違うでしょうが……絹川、私を馬ば鹿かにしてるわけ？」


「馬鹿にしてるわけじゃないけど……」


「私のことを好きなヤツなんて知らねえよってんでしょ？」


「そうは言ってないだろ」


「でもそうなんでしょ？」


「……まあ、そうなんだけど」


　健一の返事にツバメは怒らず、空くう気きが抜けてしぼんだように小さくなってしまった。


「そうよね。そうよね。好きだけど黙だまっててくれよなとか絹川に頼んじゃうナイスな友達とかいないのよね」


「……俺おれ、あんまりクラスのヤツと仲良くないし」


「いつぞや一緒になって私を馬鹿にしてた連中がいたじゃない」


「……とりあえずそこには入ってないと思うぞ。鍵原が望んでいるようなヤツは」


「そうよね……」


　ツバメはさらにしぼんでしまう。思わずつっこんでしまったが、ここは少し遠えん慮りよする場ば面めんだったと反省するが時すでに遅し。


「でもさ、鍵原って本当に男にもてないわけ？」


「……何よ。この百ひやく戦せん百ひやつ敗ぱいのツバメちゃんが信じられないとでも言うわけ？」


「そうじゃないけど……鍵原はそんなに悪くないと思うんだけどなあ、少なくとも普ふ段だんは」


「何よ、その普段はって！」


「だから、普段はさ」


「じゃあ普段じゃない時はどうなのよ？　どういう時なのよ？」


「今とか？　どうして欲ほしいのかよくわからないし、無む茶ちや苦く茶ちや言うし、そういうのはどうかなって思う」


「……あんたも容よう赦しやないわね、本当」


「でも変になってない時はけっこういい方だと思うんだけど。鍵原は自分はかわいくないとかいうけど、そんなことないと俺は思うけどなあ。かわいいと思うよ、かなり」


「な、なに言い出すのよ、あんたはっ！」


「別にお世せ辞じじゃなくてさ。まあ千夜子ちゃんや窪くぼ塚づかさんとはタイプが違うけど、鍵原は鍵原でかわいいと思うよ」


「……そ、そうかな？」


「そういえばこの間、鍵原のこといい感じって言ってた人がいた。元気でさばさばしてそうでいいなって」


「……どうせオッサンとか小学生とかそういうオチなんでしょ。もしくは女の子。いいわね、あんたはモテモテで」


「男で中学生だよ。中二って言ってたけど、背も高くて大人っぽかった」


「中二ねえ……年下じゃなあ」


「年下じゃ駄だ目めか。で、まあ、鍵原は胸は小さいらしいけど、そういうの男はあんまり気にしないと思うし」


「だったら何が悪いって言うわけ？　性せい格かくが悪いって？」


「だから時々変になっちゃう部分じゃないの？」


「それだったら、ほとんど初対面の人に告こく白はくしてなんで振ふられるのよ？　その変になっちゃう部分がちょっと話してたらわかるってわけ？」


「そんなことないよなあ」


「じゃあ、なんでよ？」


「……なんでだろ。俺も鍵原が告白した男ってわけじゃないしわからないよ」


　健一が素す直なおにそう想いを口にすると、ツバメの表ひよう情じようがとたんに冷たくなった。


「結局、他ひ人と事ごとって感じよね」


「だってしょうがないだろ、今日、初めてこうして聞いたことなんだし」


「でもあんたと千夜子が付き合い始めてから、私は何度も振られてるのよっ！」


「……そうかもしれないけど」


「少しは私がなんで振られるのか心配してくれてても良かったんじゃないの？」


　ツバメのその言葉は理り不ふ尽じんな感じもしたが、確たしかにと思うところもあった。彼女の友達だというのに健一はあまりにそのことを気にしてなかったかもしれない。本人に聞かなくても千夜子と話して、少しは何か手を考えても良かった気もする。


「確かにその通りだと思う」


「どうせあんたは千夜子の彼氏ってポジションで私が振られる度に、またなんかやってるよとかそんな風に思ってたんでしょ？」


「かもしれない」


「かもしれないって……本当にそんな風に考えてたわけ？」


「そうじゃないけど、でも真しん剣けんには考えてなかったと思う。ごめん」


　健一は素直に謝しや罪ざいの言葉を口にするが、ツバメにはそれが面白くなかったようだった。


「何もしなくてもモテるあんたには相談するだけ無駄だったわよね」


　そのツバメの言葉はゆっくりと、そして刺とげ々とげしく健一に突き刺さる。どこかが健一の触ふれてはならない部分にめり込んでしまったらしい。健一は自分でも信じられないほどの怒いかりが湧わき上がってくるのを感じた。


「なんだよ、その言い草ぐさは。いきなり押しかけて来て、それでこっちの準じゆん備びが出来てなかったら、俺が何にも普段から考えてないせいだって？　なんだよ、それは！」


　強く激はげしい言葉が口から吐はき出されるのがわかった。だが止められない。それが自分でもわかる。


「実じつ際さい、そうじゃない！　絹川は何もしてないのに、千夜子や窪塚さんたちと仲良くなってるじゃない。シーナみたいな凄すごい人ともいつのまにか友達になってるし、ホタルさんだって絹川のこと大事にしてるし、きっと他にもいろいろそういう人がいるんでしょ？　なのに私には千夜子しかいないじゃない！　私はこんなに傷つく覚かく悟ごで色々頑がん張ばってるのに、傷つくばっかりじゃない。絹川は頑張ってるわけ？　傷ついてもいいって思うほど、千夜子のこと大事にしてるわけ？　そうじゃないでしょ？」


　そしてそれはツバメの方も一緒のようだった。次々に健一への不満や自分の辛つらさが口から溢あふれる。


「自分ばっかり辛いなんて言うなよっ！」


　健一は止まらぬツバメの言葉にそんな自分の想いをぶつける。それでツバメは信じられないという顔で健一の方を見るだけで、もう何も言えなくなってしまった。


「誰だって思い通りにならないで苦しいと思うことがあるんだ。それが鍵原にとっては男に好すかれないってことなだけだろ。それで周まわりを見て、同じところで苦しんでないからって……何にも悩なやみがないなんてそういうことじゃないだろ」


「だって……だって……」


　健一の言葉にツバメの目には涙なみだがたまっていた。何か言いたげだったが、うまく言葉にならないらしい。




[image: ]


「だって……だって……」


　小さくそんな言葉をツバメは何度も繰くり返す。


「だって……そういう風にしか見えないのよ。絹川も千夜子もいつものほほんとしてるし、私が悩みを話しても、絹川は何も言ったりしないじゃない。そうしたら自分ばっかり悩んでるみたいで、絹川は悩んでないって思うでしょ」


　ツバメはやっと自分の言葉を言えたのに安心したのか泣き始めてしまった。小さく言葉にならない嗚お咽えつを繰り返して、涙を拭ふいては、また涙をこぼす。


「……ごめん」


　健一はやっと気持ちが落ち着くのを感じた。


「……言って欲しかったわけ？」


「え？」


「俺が鍵原に相談に乗って欲しいって言わなかったのが悪かったのかな」


「……悪いとかそういうのじゃないけど、そうして欲しかったかもしれない」


　ツバメの返事に健一は頭の中でパーツがつながっていくのを感じた。ツバメがあれこれと指し示じをしていたのは、逆に自分にどうするべきか教えて欲しいという気持ちの表れだったのかもしれない。思えばツバメには色々と教えられたが、ツバメのために何かを教えたというのは数えるほどしかない。


「ごめん。そういう風には考えたことなかった。鍵原は俺のために色々考えてくれてたのに、俺は鍵原のために考えなさすぎたと思う」


「それはまあ……私が気にするなって言ってたし……」


「あと、さっき怒ったのは、鍵原のせいってわけじゃなくて……ちょっと機き嫌げんが悪くてさ。知ってるだろうけど、窪塚さんたちとうまく行ってなくて、それでなんだ。だから鍵原はあんなに怒おこられるようなことしてない。だから、ごめん」


「こっちこそ……ごめん」


　ツバメはそれで落ち着いたのか涙を拭いて顔を上げる。目は赤いし涙が頰ほおを伝っていたが、口元は笑っていた。


「私もちょっとびっくりしただけだからさ。絹川ってさ何を言っても怒らないって思ってたから、振られてたまってるストレス全部ぶつけちゃえって……でも、そりゃ、怒るよね。怒って当とう然ぜんのことしたよね」


　健一はまたツバメが落ち込んでしまうのかなと不安になる。


「そうでもないと思うけど」


「そうなの！　私は怒られて当然のことをしたのっ！」


　でも、やっぱり怒られた。


「……はい」


「なのにさ、機嫌が悪かったせいとか……そんな風に自分の方を責せめちゃうじゃない」


「そう思ったからそう言っただけで、鍵原がどうこうってわけじゃないんだけどな」


「……あんたねえ」


「なに？」


「私が悪いと思って、あんたのために何かしてやろうっていう前まえ振ふりなんだから、黙だまって聞いてなさいよ」


「……はい」


　それは悪かった。そうも思うが、やはり謝あやまってる方が命めい令れいするというのも変な気がする。


「で、どう考えても私の方が悪いから、何か買かってきてあげる」


「……何を？」


「飲み物とかお菓か子しとか」


「それって鍵原のためじゃないの？」


「……あんたがお客さんに出して、一いつ緒しよに食べるんでしょ」


「それはそうだけど」


　というかまだここにいるつもりなんだろうか。話が変へんな方向に進んでる気がする。


「絹川はなんか希き望ぼうある？」


「……特とくには」


「何かあるわよね？」


「じゃあ、コーラが飲のみたいです」


「それじゃ、ダイエットコークでいい？」


「……はい」


　なんで微び妙みように変へん更こうされているんだろうかと思うが、その辺はきっと女の子の秘ひ密みつなのだろう。


「お菓子は？」


　予想される質しつ問もんだったが、健一にはやはり答えはない。


「鍵原のオススメで」


　仕し方かたないのでそんな返事をしたが、思いのほか好こう評ひようだったらしい。


「うん。その答えはいいんじゃない。じゃあ、ちょっと買ってくるね」


「……目赤あかいけど」


「いいのよ」


「まあ、鍵原がいいならいいけど」


「一緒に行ったら、間違いなく絹川が悪わる者ものって思われるでしょうけどね」


「……実際、悪者だし」


「だから一人で行ってくるの。すぐ帰ってくるから、ちゃんと待っててよね」


　そしてツバメはさっきまで泣いてたとは思えない爽さわやかさで絹川家を飛び出して行った。


「……本当にすぐ帰ってくるんだろうなあ」


　でも健一はその爽やかさが逆に心配で玄げん関かんから、そんな彼女の後姿を見送った。


　そして見えなくなったので振り返った時、健一は宅たつ急きゆう便びんのことを思い出した。玄関に置おいておいた蛍子からの小さな荷物だ。


「時じ間かん指し定ていだったってことは、あんまり放ほうっておいたら駄目なのかもな」


　そう思って健一はツバメのいない隙すきに開けてしまうことにする。何かショックなものでもツバメが戻ってくるまでにはなんとかなるだろう。


「……携けい帯たい電でん話わ？」


　包装を解くとどうやらそうらしいとわかった。箱には青い携帯電話と思われる写真が大きめにデザインされていた。しかし蛍子が携帯を買うというのは意い外がいな気がした。いつでもどこでも見張られてるみたいで嫌だみたいなことを言ってた記き憶おくがある。


「って、携帯電話の箱に入れてるだけかもしれないしな」


　しかしそういうわけではなかった。たった一つを除のぞけば、それは元から入ったままのものが入っていた。


「……手紙かな？」


　箱の中に入っていたのは写真の通りのＰＨＳとその付属品、そして一通の封筒。しかし封筒には表にも裏にも何も書いてない。


「開あけていいんだよな」


　この箱自体、健一宛あてに届いたのだしきっと健一宛の手紙なのだろうと思うが、それでも何にも書いてないと開けるのに抵抗があった。


　それに……怖いという気持ちも正直あった。この突然の荷物の意い味みがわからなかった。あまりいい知らせではないかもしれないという不安がもたげる。


「…………」


　でも健一は結局、開けることにした。そうしなければ蛍子に対して失礼だし、何より蛍子からのメッセージを健一は読みたかった。


「私に会ってくれるなら、電話をくれ──か」


　封筒の中身はそんな簡単な文章だった。追記があるがむしろ、そっちの方が長い。


　──ＰＳ　どっちの場合でも荷物は父とうさんに見つからない場ば所しよに隠かくしてくれ


　全部、命令っぽいのが蛍子らしいなと健一は思う。


「……でも、なんで父さんなんだろ？」


　そこに健一は違い和わ感かんを覚える。誰にも見つからないようにとかそういうことならわかる。でもわざわざ「父さんに」とある。母には見つかってもいいということなのだろうか。それもないだろう。


「ま、聞けばわかるか」


　健一はそう思って箱はこの中からＰＨＳを取り出す。


「……これ、どうやって使うんだろう」


　折りたたみ式のものだった。健一はとりあえず開いてみることにする。


　上半分には液えき晶しようモニタ、下半分にはダイアル用のものだろうボタンが配はい置ちされていた。まあ、特に珍めずらしい作りではなさそうだ。


「ＰＷＲってのが電源かな？」


　受話器のマークのついたボタンが二つあり、健一は右の方にある方に注目する。そして壊れることはなさそうだし、とりあえず押してみる。すぐには反はん応のうしないので、しばらく押し続けていると軽い音が響いた。モニタに文字が浮かびあがって動どう作さを始めたのを伝える。


「とりあえず動いたけど、どこにかければいいんだ？」


　それで蛍子のメッセージを確認するが、どこにも電話番号らしいものはない。ということはやはりこのＰＨＳのどこかにそれが入っているらしい。


「電でん話わ帳ちよう機き能のうとかあるはずだよな」


　健一はそれで数字ボタンの上の方にある丸い大きなボタンに注目する。


「この辺かな？」


　右の方を押したら着ちやく信しん履り歴れきが表示された。そこに書かれていた番号は見知らぬ番号だった。誰からの番号かも書かれてない。


「……これでいいのかな」


　健一はよくわからないけど、とりあえずかけてみることにする。間ま違ちがいでもまあなんとかなるだろう。健一は電源をつけた時とはちがう方の受話器のマークのボタンを押す。受話器をあげてるボタンが通話を始めるためのものだろうと思ったからだ。


「お……」


　そして健一の予よ想そう通どおり、ＰＨＳは着信履歴に残ってた人物へのダイアルを始めた。


「やば、緊きん張ちようしてきた」


　いざ実際にかかりそうだとわかると健一はドキドキとしてきた。思えば電話というのは基本的に苦手かもしれない。誰が出るのかわからないというのもあるが、相手の顔が見えないのに話すのがあまり得とく意いではない気がする。


　それにもしちゃんとかかったとすればその相手は蛍けい子こだ。両親と一緒に家を出て行ってから話してない相手だ。さっきまではそれが突とつ然ぜん過すぎたのか現げん実じつ感かんがなかったが、こうなってくるともう何を話せばいいんだろうとパニックになりそうになる。


「切った方がいいかな……」


　そんなことをしてもどんな意味があるのかわからないが心の準じゆん備びができてないと気づくと、それも一つの手かなと思う。


｛もしもし？｝


　でも少し遅い。相手が出てしまった。


「……もしもし」


　健一はどう反応していいかわからず、とりあえず相手と同じ言葉を返す。そしてさっき聞いた声のことを思い出して、どうやら蛍子にちゃんとつながったと気づく。


「健一だけど」


　言わなくても蛍子には伝わってるのかもしれない。携帯電話には誰からかかってきたのかを伝える機き能のうがあるはずだ。


｛ああ、うん。久しぶり｝


　しかし名な乗のったというのになんだかよそよそしい対応だった。もしかして蛍子じゃないのだろうか。しかしそれなら健一と言われて誰だと聞き返される気もする。


「……ホタルだよな？」


　心配になって確認する。


｛そうそう｝


　でもなんだか嚙かみ合あってない返事をされる。まあ、間違ってはいないが、なんからしくない。蛍子なら「じゃあ誰だと言うんだ？」とか言いそうな気がする。


「今、都つ合ごう悪わるいのかな？　それなら後でかけ直すけど」


　健一はその理由が自分ではなく向こうにあるんじゃないかと思った。それこそ父親が側そばにいるとかそういう事情で健一からの電話じゃないふりをしているとか。


｛別に忙いそがしいわけじゃなくて、側に親がいるだけ。気になるなら場所移うつるけど｝


　そしてそれはまんざら外はずれでもなかったらしい。蛍子はそう言いながら移動を始めたようだった。なので健一はそれが終わるまで待つことにする。


｛もう大丈夫だぞ｝


　しばらくしてそんな声が聞こえてきた。でも小こ声ごえという辺り、何かまだ大丈夫じゃないという気にさせる。


「……ホタルだよな？」


　だからだろうか健一はさっきと同じことを尋ねる。


｛とりあえずそのＰＨＳには私の番号しか入ってないはずだけどな｝


　そしてそんな素直じゃない返事に、確かに蛍子だなと健一は確信する。


「もしかしなくてもタイミング悪かった？」


｛かかってくる可か能のう性せいがあったのに母さんと事務所にいた私の方が悪い｝


「……やっぱりタイミング悪かったのか」


　健一は蛍子のものいいに呆あきれたような気分にもなる。


｛で、電話をかけて来たってことは……会ってくれるってことだよな？｝


　しかし蛍子は真しん剣けんな声でそう尋ねてきた。どうやらあんまりのんびり話してていい状じよう況きようではないらしい。


「ああ、うん。ホタルの方がいいのであれば……俺も会いたいよ」


　だから健一も蛍子との話に集しゆう中ちゆうすることにする。


｛じゃあ今週の土曜日か日曜日のどっちかでどうだ？｝


「……それならどっちでもいいかな。とりあえず用よう事じはないし」


　健一は少し考えて、大丈夫だったよなと確かく認にんする。まあ、千夜子に暇ひまならと誘さそわれる可能性はあるが、先せん約やくがあるなら大丈夫なはずだ。


｛大おお海うみの妹とは、千夜子ちゃんとは別わかれたのか？｝


　なのに蛍子はそんなことを尋ねてくる。


「いや、そうじゃないけど……ちゃんと続つづいてるよ、相あい変かわらずって感じだけど」


｛……そうか。ならいいんだ｝


　蛍子は自分のせいで、健一と千夜子が別れてしまったと思っていたのだろうか。まあ、そうなってても不思議のない展開だった気もするが。


「それで土曜日か日曜日かって話はどうするの？」


｛ああ、どっちでもいいなら土曜日。十四時に新しん雄お々お久く保ぼ駅えきでどうだ？｝


「……新雄々久保駅？」


　どこだったろうかと思う。この辺あたりにはない地名だし、両親が住んでる辺りとも違う。


｛ＪＲの神しん宿じゆく駅えきの隣だ｝


「神宿の隣……ならわかると思う」


　行ったことのない駅だが、まあそれなら大丈夫だろう。神宿には何度か行ったことがあるし、隣ということなら少し調べればわかるはずだ。


｛じゃあ土曜日に新雄々久保駅で待ってるからな｝


　蛍子が少し早口でそう告げる。健一が算さん段だんをしている間に蛍子はもう電話を切るつもりになったらしい。


「あ、うん。じゃあ土曜日に」


　そして電話はそれですぐに切れた。


「……もう少し話したかったな」


　健一はその展開の速はやさになんだか置おいてけぼりをくらったような気分になる。まああまりのん気に話してていい状況じゃあなかったことは想そう像ぞうできる。でも、もう少し何かあってもよかったんじゃないかと思う。


「結局、父さんのことも聞いてないし」


　健一は電話をかける前に自分が考えていたことを今いま更さら思い出す。しかしかけ直なおして尋たずねるというのも蛍子には迷惑かもしれないとも思う。


「……会った時に聞けばいいか」


　そういうのも気分はよくなかったが、それでも蛍子を困らせるよりはいいかと思っておく。


「そうだよな、土曜日には会えるんだから」


　それまではほんの少しの時間だ。その間だけ我が慢まんすればいいことだ。


　健一はそれでツバメが戻ってくる前に携けい帯たいの箱はこを片付けておくことにする。ツバメにこの件で興味を持たれるのもなんだか快こころよくない。久々に自分の部屋に戻って、ベッドの下に隠す。


「……でもあっちからかかってくるかもしれないからな」


　それでも健一はＰＨＳの本体だけは手て元もとに残のこしておくことにした。充じゆう電でん器きとかその辺りはとりあえず、そのままにしておいた。どれくらい持つのかは知らないが、電でん池ちが足りなくなってきたら家に戻ってくればいいだろうと思う。


「絹川ー？　いないのー？」


　そしてそうこうしている間にツバメが戻ってきたみたいだった。チャイムも鳴らさず、いきなり玄げん関かんを開けて入ってきたらしい。


「いるよ」


　だから健一は自分の部屋から出て階段を下りて玄関に戻る。


「いないから逃にげたかと思ったじゃない」


　そこにはコンビニの白いビニール袋ぶくろを抱かかえたツバメがいて、そんな不ふ思し議ぎな不ふ満まんの言葉を漏もらしていた。





　　　　○





「で、なんで私が絹川の用に付き合わないといけないわけ？」


「……まあ、そうなんだけどね」


　結局、家にいても会かい話わが続かないので、健一はある場所に向かっていた。


　それは国道沿いのバスケットゴールのところだ。先日、流りゆう輝きに会った時、夜はそこにいることが多いからと言っていた。シーナはもう来たくないと言ってたから行かないつもりだったが、また会うのも悪くないかなと健一は思っていた。


「っていうかさ、いないかもしれないんでしょ？」


　だがツバメもどっちかというとシーナよりの意見らしい。


「まあ、ね。その時は側にファミレスがあるから、そこに行こう」


「……それは絹川のおごり？」


「まあ、ケーキセットくらいならおごってもいいけど」


「じゃあ、それ目当てで付き合ってあげるわ」


「……ありがと」


　しかし元を辿たどればツバメのためのような気がする。流輝がツバメをいい感じだと褒ほめていたから会わせてみようかと思ったのだ。


「でもさあ、その子、中学生なんでしょ？　しかも二年生」


「……まあ、そうなんだけど。でも言われないとわからないと思うよ。背高いし。八雲さんと同じくらいあったと思う」


「八雲さんとねえ。でも中身は中学生なわけでしょ？」


「それはまあ……そうだろうねえ」


　実際に中学生なのだからそれは仕方ない。でもまあ、ちょっと普通の中学生と言うには無理がある気もする。


「私って年とし下したとは相あい性しようが悪いのよね」


　それはきっと独ひとり言ごとだろうと思う。それにじゃあ年上となら相性が良かったりするのだろうか。それならいつもいつも振ふられてはいない気がする。


「……別に九く条じよう君と付き合えって言ってるわけじゃないし」


「ま、そうよね。絹川がまた会いたいってだけだしね」


　そしてツバメはそんなことを言って、面めん倒どうくさいなあという顔をした。





「か、鍵原ツバメです。よろしくおねがいしますっ！」


　でも実際に会うと態度が急に変わった。いつぞやシーナとべたべたしてた時と同じように声が普段より高い。


「……九く条じようっす」


　そのテンションの高さに流輝は戸と惑まどっている様子だった。


「ごめんね。また邪じや魔ましちゃって」


　だから健一としては申もうし訳わけないと感じるしかない。ツバメが惚ほれっぽいのは知ってたが、ここまで切きり替かえが早いとは知らなかった。


「いや、そんなことないっす。絹川先輩がわざわざ会いに来てくれたのは嬉うれしいっすよ」


「……なら、いいんだけど」


　しかし健一は自分の隣となりで目を輝かせているツバメの存在に、やっぱり邪魔だったかなあと思ったりした。


「九条君はバスケ好きなんですかー？」


　でもツバメはそうは思ってないらしい。


「バスケは別に。シュートが好きなんす」


「シュートが好き？　ああ、決まると気持ちいいですよねー」


「決まるってのも難むずかしいっすけどね」


「ですよね。私、全然入らないんですよー」


「入れるくらいなら簡かん単たんっすよ」


「そうなんですか？　九条君は背高いですもんね」


「背は……関かん係けいあるんすかね。まあ、あるっすかね」


　二人のそんな会話は、健一には嚙かみ合あってるのかどうかよくわからなかった。やはり流輝は少し変わった考え方の持ち主らしい。


「絹川先輩はどう思うっすか？」


　そんなことを思ってたら流輝がこっちに話を振ふってきた。


「俺おれ？　俺はバスケのことはよくわからないから」


「じゃあ料理の話をして欲ほしいっす」


「料理……で言うとどんな感かんじかな」


　さっきの流輝の話はどういうことなのかなと改めて考える。


「まあ、慣れてくればさ、そこそこ美お味いしいってならいつでも出来るようになるって感じかなあ。でももっと美味しく出来るはずだって思って工夫したりして、逆ぎやくにまずくなっちゃったりとかそんな感じ？」


「そういう感じっすね」


「美味しく作れて、この間こうして上う手まく行ったからそうしてみようと思うんだけど、なんか微び妙みように味が違ったりってのもあるかなあ」


「あるっす。あるっす」


　気づくと流輝は感心した様子で健一の方を見ていた。そんな彼を健一の隣となりでツバメが目をキラキラさせて見ている。傍はたから見るとなんだか妙な光景だなあと健一は思ったりする。


「あれ、不ふ思し議ぎっすよね。ま、俺の場合はシュートですけど。フォームを少し直なおすじゃないっすか。そしたら上う手まく入るようになったはずなのに、次の日やるとどうも違ちがうんすよね。心こころ持もち右で上手く行ってたつもりでも実じつ際さいには違ったりするんすかねえ」


「自分で感じることも日によって違うみたいだしねえ」


「どういうことっすか？」


「たとえば、のど渇かわいてる時に水飲のむと美う味まいだろ？」


「そうっすね」


「どうも足りない栄えい養ようとかを美味しく感じたりするんだよね。だからその時はその加か減げんが美味しくても、次の日は違うわけ。だからその辺は自分の中で引いたり足したりしておかないと、その日、美味しくしていけないのかなあと思う」


「……なるほど、深いっすね」


　流輝は小さく何度もうなずいて、ぶつぶつと何事か言い始める。どうも通じるところがあったらしい。健一としては料理の話をしてるので本当に通じてるのかなあと不安にもなる。


「ね、絹川？」


　横で様子を見てたらしいツバメが話しかけてきた。


「なに？」


「私、もう少し九条君と話したいんだけどなー」


　ツバメの顔は笑ってるが、なんだか背中に黒くろいオーラを感じる。どうやら自分はツバメの邪じや魔まをしていたらしい。それで健一はツバメと位置を変わることにする。


「……ん？」


　それで健一はその場に近づいてくるもう一人の人物に気づいた。


　凛りんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせる少女だった。背が高く、髪は短い。暗いし遠いから顔はよくわからないが、見覚えのある制服を着ていた。この近くの中学の制服だ。ということは流輝の知り合いだろうか。


「先輩じゃないっすか。どうかしたんすか？」


　流輝もそんな少女の存在に気づいたらしい。その反応から健一は想像通りだと思う。


「こんばんは、九条君」


　流輝に先輩と呼ばれたその少女は、やわらかく返事をした。


「こんばんは、先輩」


　それで流輝は自分の挨あい拶さつがいかにも変だと思ったらしい。改あらためて言い直した。


「今、ちょっと話を聞いてもらってもいいかな？」


「いいっすけど」


「じゃあ、すみませんけど、九条君を少し借りますね？」


　それで少女は健一とツバメに断って流輝を離れたところへと連れて行く。その時、少女の顔を健一ははっきりと見て、綺き麗れいな娘こだなと思った。中学なので年下のはずだが、すごく大人っぽく落ち着いた雰囲気を感じさせた。


「……誰、あれ？」


　ツバメの方はそんな少女をあまり面白く思ってないらしい。


「知らない娘だなあ。九条君の先輩じゃないの？」


「そんなことは話し聞いてたらわかるでしょうが」


「……でも俺も初めて見た娘だし。九条君の交こう友ゆう関かん係けいは、お姉さんがいるとかそれくらいしか知らないから」


「お姉さんいるんだ？　それは手ごわそうだなあ」


「……なんだよ、それ」


「だってあの九条君のお姉さんだよ？　美人で綺き麗れいに決まってるじゃない。背が高くてスラーっとしててさ、足なんかもバーンと長くてさ」


「そうと決まったわけじゃないと思うけど」


　でもまあそうだとしても不思議はないかなと思う。


「もしそうだったら、そんな人が普通に家にいるわけでしょ？　それすら駄目だしされたら私なんか勝負にならないじゃない、明らかに」


「だからなんで鍵原はそんなに自分を駄目だって思うのかなあ」


「……しょうがないじゃない。上手く行ったことがないんだから、卑屈にもなるわよ」


「その割にはチャレンジ精神は忘れてないよなあ」


「何よ？　悪いの？」


「悪くない。むしろ尊そん敬けいしてる」


「……へえ」


　ツバメはそれになんだか驚いた様子だった。


「絹川は私のこと尊敬してたんだ」


「その部分はね。正直、羨うらやましいとも思うよ」


「まあ、絹川はそういうやる気みたいの全然ないものね」


「ま、そうだね」


「そっか。そうか。そういうことかあ」


「……なんだよ」


「得手不得手ってことよね。うん。今日、絹川に言われたことわかってきた気がする」


「……なんの話？」


「絹川は絹川で悩んでることもあるんだなって話。振ふられても立ち直ることに関しては私はエキスパートだから、いくらでも相談してくれていいわよ？」


「……それは千ち夜や子こちゃんには言わない方がいいと思うぞ」


「ん？　それはそうか」


　ツバメはそう言いながら、なにやらやけに嬉しそうに笑った。


「なんなのその笑顔は？」


「私でも絹川に誇ほこれそうなことはありそうだって思えるようになったから、かな」


「……そんなことが嬉しいの？」


「嬉しいわよ。まあ、私は邪魔でしかないかなあって思う時もあったけど、そればっかりでもないってことでしょ？」


「ま、それはそうかな」


　しかしそれは千夜子と健一が一いつ緒しよの時に堂どう々どうと割り込んでくるという意味だろうか。そうだとしたら少し遠えん慮りよしてくれた方が嬉しいと思う。


「そう言えばさ、蛍子さんがいたわよね」


　しかしツバメはそんな健一の気持ちを汲くむ気は毛もう頭とうないらしい。


「は？」


「いやいや。絹川には蛍子さんって美人でアートなお姉さんがいたなって思い出したわけ」


「……まあ、いるけど」


「それでも絹川は千夜子と付き合ってるんだもんね。だったら九条君のお姉さんが美人でも大丈夫だよね」


「……まあ、その辺へんは九条君の好みの問題もあるしなあ。九条君はあんまりお姉さんのようなタイプは好きじゃない感じだった」


「ふーん。じゃあチャンスあるんじゃない？」


　ツバメはニヤリと笑う。しかし流りゆう輝きの姉には会ったことがないし、ツバメと違うタイプかどうかはよくわからない。


「会ったことないからわからないけどね。そこのファミレスでバイトしてるらしいけど」


「へえ」


「ちなみに八雲さんもバイトしてる」


「八雲さんが？　あの人、なんかお金持ちっぽいイメージだったけどな。そんな話、聞いた気がしたけど、別の人の話だったかな」


「……どうなんだろう」


　刻也の家がお金持ちというのはありそうな気もした。刻也の紳しん士しめいた生真面目な態度は家柄に起き因いんしてるとしても不思議はない。


「何を話してるんすか？」


　そこに流輝が戻ってきたらしい。


「えっと……九条君のお姉さんがそこのファミレスでバイトしてるって話」


　で、健一は慌あわてて流輝にわかりそうなところで説明する。


「ああ。今日もバイトっすよ。だから俺もバイトっす」


　流輝はバイトで姉の送り迎むかえをしているらしい。


「それはそうとさっきの娘はいいの？」


　健一はそれで少し離はなれたところでこっちを見ているさっきの少女を発見する。しかし彼女は健一たちが気づくのを待っていただけらしい。健一の視線に気づくと小さく手を振って頭を下げるのが見えた。そしてツバメの方にも同じことをしてその場を去っていく。


「まあ、用は聞いたっすから。それに同じ学校っすから、明日でもいいんすよ」


「……明日でもいいのにわざわざ来てくれたってことじゃないの？」


「まあ、それはそうなんすけどねえ」


　しかし流輝はなんだか困ったという顔をしている。


「何か嫌なことでも言われたんですかぁ？」


　それを見逃さず、すかさずツバメが話題に入ってきた。


「嫌なこと……っすかねえ。まあ、結局、断ことわったっすけど」


「なんだったんですか？」


「女子バスケ部の娘たちにシュートの仕し方かたを教えて欲しいって」


「……まあ、気持ちはわかるような気がしますけど」


「でも、俺、人にシュート教えるほど上手くないっすから」


「そんなことないですよ。ちょっとしか見てないですけど、すごく上手かったですからっ」


「……つか、俺、シュートだけが苦手なんすよね。まあ、でも苦手な方が教えるのには向いてるんすかねえ？　どう思います、絹川先輩？」


　そしてなぜか、また健一の方に話が戻ってくる。


「難しいところだねえ。まあ、あんまり得とく意いすぎると教えるのには向いてないってのはあるかなあ。出来て当たり前だと、出来ないのを出来るようにすることが出来ないよね」


「そうっすよねえ……」


　流輝はその辺りにかなり思うところがあるようだった。暗い顔を見せる。


「でも断っちゃったんですよね？　だったらもういいじゃないですか」


　それでまたツバメが慰なぐさめの言葉らしいことを口にする。


「まあ、そうなんすけどね……諦めてくれてないかもしれないんすよね」


「え？」


「先輩はこうと決めたら絶対そうするようなところがあるんすよね」


「……けっこう長い知り合いなんですか？」


「そうっすねえ」


「でも彼女とかじゃあないんですよねえ？」


「そうっすねえ。あんなおっかない人は俺は好みじゃないっすから」


「……ほうほう」


「でも……一番、仲のいい女の人かもしれないっすね」


「そうなんですか？」


　ツバメはそう言いながらそれがどういう意味なのか考え始めたようだった。それで健一はチャンスかなと感じる。


「だったら、この鍵原はどうかな？」


「え？　なんすか、それ？」


「鍵原は九条君と仲良くしたいみたいなんだけど」


　健一がそう言うとツバメがびっくりした顔を見せる。


「ば、馬鹿！　いきなりなんてこと言うのよ！　こっちにも準備ってものがあるでしょ！」


　そしていきなり詰め寄られた。


「……いや、もうかなり全身でアピールしてたのでいいのかなって」


「何言ってるのよ……私はただちょっといいなって思ってただけだけど……」


　ツバメはそれでもちょっと冷静になったのかちらっと流輝の方を見た。


「いいっすよ。俺でよければ、あんまり面白い人間じゃないっすけど」


　しかし流輝はツバメとは違って全然冷静だった。あっさりとそんな返事をする。


「い、いいんですか？」


「まあ、仲良くするくらいなら。つっても俺、いつもシュートしてるだけっすからねえ」


「……えっとどこか遊びに行ったりとかしないんですか？」


「しないっすねえ。大だい体たい、庭のフープかここでシュートしてるっす」


「……そうですか」


　ツバメはそれでまた健一の方に視線を戻してきた。


「なんなのよ、これは、絹川？」


「……そのままだと思うけど。そういう子なんだよ、九条君は」


「なんか全然、私のこと興きよう味みなさそうだけど、気のせいかな？」


「気のせいじゃないかもしれない。でも誰でもそんな感じらしいよ。シーナにも同じ調子だったし、鍵原がどうって話じゃないよ、多分」


「……私のこといい感じだって言ってたって言ってたわよね？　あれはなんだったわけ？」


「確かに言ってたはずなんだけど……」


　健一と千夜子とツバメが歩いてるのを見て、健一とツバメがカップルだと思ってたとかそんな流れの中の話ではあったが、そんな話を聞いた。


「そう言えばさ、九条君さあ」


　なので健一は確かく認にんしておくことにする。


「なんすか？」


「この間、鍵原のこといい感じだって言ってたよね、確か」


「ば、馬鹿！　いきなりなんてこと言うのよ！　こっちにも準じゆん備びってものがあるでしょ！」


　でもまたツバメにつめ寄られた。でも流輝は相変わらずの調子だった。


「ああ、あれっすか？」


「うん。言ってたよね？」


「あれは絹川先輩に似に合あってるなあって思ったって話っす」


「……え？　ということは？」


「俺は別に好みとかじゃないっすよ。まあ苦にが手てって感じでもないっすから、仲良くするくらいならいいっすけど」


　流輝は本当に悪気なくそんなことを告げる。


「きーぬーがーわー！」


　しかし健一の方を向いているツバメの瞳には激しい怒りの炎ほのおが燃え始めていた。


「お、俺は別に噓をついてないだろ？」


　そう健一が言い訳したところでそれが消えるはずもない。


「でも絹川のせいよ！　一日に二回も私に失恋させるつもり？」


「いや、それは別に俺のせいじゃないと思うけど……一回目は鍵原が原因だし」


　健一は自分でも間違ってないと思う。


「な、なんですってー？」


　しかしツバメの怒りの前には、そんなちっぽけな正論など無む意い味みだった。一瞬のうちに燃え尽つきてしまったらしい。


「ムキ────────────！」


　ツバメの怒ど号ごうが夜の空に響く。そして健一は首の骨が折れるかもしれないと心配しなければいけなくなってしまった。


「ぐぎゃ───────────────！」






　エピローグ　二人は約やく束そくの場ば所しよへと向かう







　結局、電話はかかってこなかった。


　一人でいる時はずっとＰＨＳを見ていた。


　自分からかけようとも思った。でも、かけていいのかわからなかった。そしてかけていいなら、きっと蛍けい子こはかけてきてくれるだろうと思った。


　だが、電話はかかってこなかった。だから健一はずっとＰＨＳを見ていた。


　約束の場所、新しん雄お々お久く保ぼ駅に着いても。


「……それにしてもなんで新雄々久保なんだろう？」


　実際に来てみると新雄々久保は想像していたところとは随ずい分ぶんと違ちがっていた。


　ＪＲの山やま手のて線せんで神しん宿じゆくの隣となりの駅だと聞いていたから都会で駅も大きいものだと思っていた。だが実際はホームは一本しかなく山の手線の上りと下りしか止まらない小さい駅だ。出口も一つしかなく、改札を出ると左右に商しよう店てんが並ぶ通りが広がっていた。下手すると地じ元もとの方が都会なんじゃないかって思ってしまうような光こう景けいだった。


　そして土曜日の昼間なのに、そんなに人は多くない。皆で集まってどこかに行くような場所ではないらしい。


　どうも駅前で目立つのは、いわゆる居い酒ざか屋やだった。しかしこの時間はまだ開いてない。


「夜来る町なのかな」


　健一はそんな風に結論する。しかしそれならなんで午後二時なんて時間を蛍子は指定したのだろうと思う。


「……色々聞きたいことがたまってきたよな」


　改めて考えると、わからないことだらけだった。


　そもそも今、蛍子がどういう状じよう況きように置かれてるのかすらわからない。元気ではあるようだから、その辺は心配しないでいいが、両親とはどうも上手くいってないらしい。


　そういえば父のことを警戒してる理由も聞くのを忘れていた。父にだけはＰＨＳのことを知られてはいけないのはなぜだろうか。まあ自分と蛍子が連絡をとりあえることを両親はあまり望まないとは思うが……。


「ん？」


　その時、健一の手の中でＰＨＳが曲きよくを奏かなで始めた。着メロというヤツだろうか。電話がかかってきたのが初めてだったので、目の前で確かに鳴なってるのになんだか他ひ人と事ごとのように感じられた。そもそもこの曲はなんだっただろう？　そんなことを考えている自分に気づく。


「いけねっ！」


　それで慌ててＰＨＳを開くと健一は通話ボタンを押す。


「もしもし？」


　尋たずねてから、一いつ体たい、誰からの電話だろうと思う。しかしそれも間抜けな疑問だ。このＰＨＳの番号を知ってるのは蛍子しかいない。


｛右を見ろ｝


　しかし電話の主ぬしは名な乗のらず、いきなりそんな命令を送ってきた。


「……はい」


　声だけで相手が蛍子なのはわかった。健一は言われるままに右を向く。


　駅から右は電車の下を抜ける短いトンネルになっていた。その壁かべにはペンキで絵が描かいてあった。明るくコミカルな画が風ふうだが、絵自体はなんだか宗しゆう教きよう画がのようだった。


｛トンネルの向こうにいるから、ゆっくり歩いて来い｝


　そしてどうやら蛍子はもう先に来ていたらしい。


「はい」


　しかしなんでこんなに回りくどいことをするんだろうと思う。まさか両親に尾び行こうされてたりするとでも言うのだろうか。健一にはとてもそうは思えない。


「…………」


　そうこうしているうちに電話が切れた。まあ、すぐ側そばにいるならもういらないだろうが、もう少し会話らしい会話をしたかったなと思う。


「……ま、いいか」


　どうせもうすぐ側まで来てるのだ。会えばいくらでも話が出来る。出来るはずだ。


「よお」


　そして健一のそんな期待に応えるように蛍子の声が聞こえた。電話越ごしではなく、生なまの声だ。どこにいるのだろうかと健一は探す。


「きょろきょろするな」


　でもそんな態たい度どをけん制するように蛍子の声が届とどく。


「……ごめん」


　それで健一は蛍子がもう目の前にいたのに気づく。ただそれは健一が想像していたのとは随分と違っていた。服装も昔はもっとフォーマルな感じだったが、今はずっとカジュアルで色もピンクを基き調ちようにしていたりする。以前なら同じ派は手ででもオレンジとか赤あかだった気がする。


「髪切ったの？」


　しかし健一が気になった変化は服ではなく髪かみ形がただった。あまり大事にしてるとは思ってなかったが、ずっと伸のばしていたはずの髪がバッサリと切られていた。肩上までしかない。


「ああ。気き分ぶん転てん換かんにな。切ってみてわかったが、やっぱり長いのはうざったかった」


「……そうなんだ」


　でも健一は残念だなと感じる。蛍子は気にしてなかったみたいだが、健一は彼女の長い髪を格かつ好こういいと思っていた。


「切らない方が良かったか？」


「ま、ホタルの髪だから自じ由ゆうだけど」


　でも文句を言うようなことでもないと思う。切りたくて切って、それですっきりして良かったというなら、後は単に自分の慣なれの問題だろう。


　でもその返答に蛍子は不ふ機き嫌げんそうな顔になった。


「……名前を呼ぶな」


　だがそれは髪の話とは違ったようだ。


「ごめん」


「まあ、いい。行くぞ」


　そして蛍子は健一の手首を摑つかむといきなり歩き出した。




[image: ]


「行くぞって、どこへ？」


　健一はその答えがどこであれ蛍子に任せるしかないんだろうなとは感じた。この駅を指し定ていしたのは蛍子だったし、健一はここに来たのは初はじめてだ。きっと蛍子が行く場所を教えてくれたところでわからないだろう。


「約束しただろ？」


　蛍子はどこへ行くとは答えなかった。ただ、短くそれだけを告つげる。


「……約束」


　健一は自分の記き憶おくを探る。電話した時は集合場所と時間しか話さなかった気がする。どこに行くかを聞いていたはずはない。


　でも蛍子は約束しただろと言ったきり、もう何も言わない。


　そうなるともっと前のことなのかもしれない。健一はそれに気づいた。電話をするもっと前。それは両親に引ひき離はなされることになる前ということになる。


「約束って……」


　それで健一は蛍子が向かってる場所がわかった気がした。


「察さつしろ」


　そして蛍子は健一の言葉に立ち止まって、小さく呟つぶやいた。健一も立ち止まると、細い路ろ地じの前だった。その路地には『車両通行止め』と標ひよう識しきが置かれていた。


　その向こうには通りのようなお店のようなものはなかった。アパートと……そして大きな看かん板ばんのついた建物が並んでいた。


「……はい」


　だから健一は確かく信しんした。


　約束の場所とは、ホテルのことだ。そしてそこに行く以上、蛍子が何をするつもりなのかもわかってしまった。


「ダメか？」


　それが蛍子の最後の確認の言葉だろうと思えた。だから健一は答えた。


「ダメじゃない」


　それが許されないことだと思い知っているはずだ。口に出した言葉とは逆のことを健一は思う。でも、蛍子を止める言葉は出てこなかった。


「……そう言ってくれると思ってたよ」


　そして蛍子は標識の横をすり抜けて路地へと入っていく。


　健一はそんな蛍子にひきずられるように続きながら、またいつものように心のどこかで響ひびく例の言葉を聞いていた。


　僕は恋愛に向いてない。


　でも健一はそれでいいと思った。その方が蛍子が幸しあわせになってくれるのなら。






　あとがき




鈴璃　「[image: ]ら───！　新あら井い出てこ─────い！」


千夜子「……どうしたんですか、鈴すず璃りちゃん、そんなに怒って」


鈴璃　「わからないわけ？　この展開で何を怒ってるのか？」


千夜子「わからないし……私、怒るのって好きじゃないです」


鈴璃　「で、でも……これは怒ってもいいと思う、さすがに」


千夜子「そうなんですか？　私はよくわからないし、力になれるかどうかわからないですけど、話してくれると嬉しいかなって思います」


鈴璃　「じゃ、じゃあ話すけど……私、今回もまた出てこなかったでしょ？」


千夜子「……うん、そうですね。それで怒ってたんですか？」


鈴璃　「まあ、それでって言われたらそれでなんだけど……でももう出ないだけなら慣なれてきたって言うか、しょーとすとーりーずの方で出れたからいいかなって思ってたの」


千夜子「でも、それならなんで怒ってるんですか？」


鈴璃　「だって……流りゆう輝きが……」


千夜子「流輝って、鈴璃ちゃんの弟ですよね」


鈴璃　「うん。だから弟の方が先に出てくるってどういうことって……」


千夜子「でも何か理由があるんじゃないですか？　新井さんも何の考えもなしにそんなことするとは思えないですし」


鈴璃　「……いや、あいつは何にも考えてないに決まってる」


千夜子「そうなんですか？　仮にも作家ですし、ちゃんと考えてのことだと……思うんですけど……違うんですか？」


鈴璃　「だって今までだってそうじゃない？　私、一巻の最初から出てきてるのに、本編だと六巻になっても出てきてないのよ？　それがまともに物を考えてるやつのやること？」


千夜子「でも、やっぱり考えがあるんじゃないですか？　そうじゃないと……私と健一さんが未いまだにキスもしてないのが変だと思いますし」


鈴璃　「……それはそれで変だと思う。新井のやつは千ち夜や子こちゃんの優やさしい性格を利用してるのよ！」


千夜子「そう、なんですかね……だったら、すごい悲しいです。私、最後は健一さんとちゃんと仲良くなれるんですよね？　それとも、なれないんですか？」


鈴璃　「ど、どうかな……」


千夜子「一巻のプロローグで、私と健一さんはつきあってることになってましたよね？　あれは私があの時点でも健一さんのしてることに気づいてないってことなんですか？」


鈴璃　「……えっと、たぶん、気づいてはいると思う」


千夜子「でも、ちゃんと仲良くなれてるかはわからないってことなんですか？」


鈴璃　「……ちゃんと仲良くなれてると思う」


千夜子「ですよね？　ちゃんと仲良くなれてるんですよね？」


鈴璃　「うん、多分」


千夜子「多分……なんですか？　鈴璃ちゃんも本心ではそうなってないと思ってるんですか？　それならそう言ってください。私、覚かく悟ごできてますから」


鈴璃　「覚悟早すぎっ!?」


千夜子「え？」


鈴璃　「いや、その……どうなってるかは私にはわからないけど、でもちゃんとつきあってるといいなって思う。それは本当の本当」


千夜子「……その方がいいですよね」


鈴璃　「うん。その方がいいよね」


千夜子「私も七巻で鈴璃ちゃんが出てきたらいいのになって思います」


鈴璃　「……えっと、それは出てこないって思ってるってことなの？」


千夜子「いえ？　思ってるとかじゃなくて、出てこないみたいですよ。新井さんが言ってましたから、きっと間違いなく」


鈴璃　「ちょちょちょちょちょちょっと待ってよ。それって本当なの？」


千夜子「……みたいです」


鈴璃　「みたいですって、どういうことよっ！」


千夜子「私が決めた訳じゃないですから……」


鈴璃　「そ、そうよね。くそう、新井のやつ。こういう時に限って出てこないし」


千夜子「今時、作者とキャラの掛かけ合あいもないもんだろうと思ってましたけど、やっとその恥ずかしさに気づいたんですかね」


鈴璃　「……だとしたら、もう出てこないわけ？」


千夜子「わかりませんけど……って、誰か来たみたいです」


鈴璃　「だ、誰!?　新井？　新井なの？」


流輝　「なにやってんすか、こんなところで？」


鈴璃　「流輝、あんたこそ、なにやってのよ！　あとがきは私の数少ない出番なのに、そんなところまで奪うつもりなの？」


流輝　「そんなつもりはねえんすけど……新井さんがそっちは行かない方がいいって言うから何があるのかなって来たってわけっす」


鈴璃　「ってことは新井のやつ、その辺にいるわけ？」


流輝　「さっきまではいたっすけど……なんか慌あわてて走っていったすからもういないんじゃないすかねえ」


鈴璃　「くそう、逃げやがったか、あいつめ……」


流輝　「それはそうとこっちの人は誰っすか？」


千夜子「あ、えっと私は……健一さんの彼女で大おお海うみ千夜子と言います。鈴璃さんとは友達で……って実はまだ本編では会ってなくて、この先、多分、あと三巻くらいかかると思うんですけど、そこで友達になるはずで」


鈴璃　「って、ちょっと待った！　さっきなんか変なこと言わなかった？」


千夜子「え？　確かに変ですよね。まだ会ってもいないのに友達って設定なのも」


鈴璃　「そこはあとがきだからいいと思うんだけど……この先、多分──の後だよ」


千夜子「あ、あと三巻くらいかかるってところですか？　別に変じゃないと思いますけど」


鈴璃　「変でしょうが、明らかに！　それって次どころか、その次も私が出ないかもしれないってことじゃない！」


千夜子「そうとは限らないんじゃないですか？　私と会わないだけかもしれないですし」


鈴璃　「そ、それはそうか」


千夜子「私、綾あやさんとは会ってないことになってますし、それを考えたら鈴璃ちゃんと友達になるのがそれくらい先でも不思議はないかなあって思います」


鈴璃　「……う。そう言われるとそうかも。って、やっぱり変！　変だってば！」


千夜子「そうですか？」


流輝　「変じゃないと思うっすけどねえ」


鈴璃　「綾さんと会ってないってのがそもそも変なの！　それと比べてどうこうって時点で変なのよっ！」


千夜子「……それを言ったら作品全体が変ですし、新井さんの頭が変なので言いっこなしって感じなんですけど」


鈴璃　「私はそのせいで一向に出番がないってのを問題にしてるのよ」


千夜子「でも……言っても直らないと思うんですよね。人には直せるところと直せないところがあると思いますし、それは認めてあげないと新井さんも辛つらいんじゃないかと思います」


鈴璃　「……本当に千夜子ちゃんは優しいんだね」


千夜子「そ、そんなことないですよ。ただ、どうにもならないことで不満を持つって勝ちか負けで言ったら負けかなって。そう思うんです」


流輝　「でも、今回なんか出そうと思えば出せたと思うっすけどねえ」


鈴璃　「それはそうよね。絹きぬ川がわ君が来てた時、私はバイトしてたはずよね？」


千夜子「あ、わかりましたっ！　なんで鈴璃ちゃんが出てこないのか」


鈴璃　「え？　なんで、どうして？」


千夜子「鈴璃ちゃんがすごく魅み力りよく的てきだからですよ、きっと。ほら、鈴璃ちゃんが出てきたら、もう鈴璃ちゃんの話だけになっちゃうじゃないですか？　そうなったら話がそれちゃうから。ほら、つまり、あれですよ。秘ひ密みつ兵へい器きってやつです」


鈴璃　「秘密兵器かあ……それじゃうかつには出せないわよねえ。うん」


流輝　「んなわけねえと思うっすけどねえ」


鈴璃　「……あん？」


流輝　「あれ？　なんかいけないことでも言ったっすか？」


鈴璃　「それはやっぱり出したくないから出さないってことかぁああ？」


流輝　「そうに決まってるじゃないすか。何を言ってるん──」


鈴璃　「きええ───────────────────────────！」


流輝　「ぐぎゃ──────────────────────────────！」


　流輝、鈴璃の攻撃で絶命。


千夜子「……鈴璃ちゃん。流輝君死んじゃったみたいですけど」


鈴璃　「じゃあ、お前も生きて帰すわけにはいかんなああああ」


千夜子「え？」







二〇〇五年　九月　　新井　輝





ROOM NO.1301 #6


お姉さまはストイック！





新あら井い　輝てる






[image: ]


平成23年12月15日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2005 Teru Arai, Sacchi/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P293.jpg





OEBPS/images/K001.jpg
#6 BIETTIFANA Y]





OEBPS/images/VU.png
)





OEBPS/images/P153.jpg





OEBPS/images/P055.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
FUJIMI
MYSTERY
BUNKO





OEBPS/images/P201.jpg





OEBPS/images/P071.jpg





OEBPS/images/P219.jpg





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P127.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
[A—h USRI VBN’
E=RLPN—h U EBVOVP’

RV EBVONRN RS HNLIB N6
KEBSERPEI” A—hUTHkUL
EON SRS BERMINKR K
Mo eR2

.

...... AW BIVIKS ]
B | SV K PV
S B OO HE 0 A S0 42°






OEBPS/images/P021.jpg





OEBPS/images/P111.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
I

H5VT2@T —LRIFERET, NERN. BEIR
- JOF 21— LEFHITDH. BLEDHDH
22—0U—LDEUANZS > TRESRZHND.
BUNESUIATIDHFSLL? | EESE A
BEDICLFICLETHTVIBEED—BICALEW
BHOZERNDE. BOEIZBVHLFEA? ] &
DT & HFEToDELTHERDHIDEHVE
HICEEKULL, ZOBEFEF—ETH. £5RE
DDV RDEDKISTUL o






OEBPS/images/P257.jpg





